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はじめに

ここでは、次の項について説明します。

• 対象読者, xiii ページ

• 表記法, xiii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, xv ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, xv ページ

対象読者
このガイドは、Cisco UCS Directorまたは Cisco UCS Director Express（あるいはその両方）を使用
し、次の 1つ以上の責務と専門知識を持つデータセンター管理者を主な対象にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

•仮想化および仮想マシン

表記法

用途テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素
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用途テキストのタイプ

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮で

きます。

ワンポイントアドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り

扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。警告の各国語版については、各警告文の末尾に提示されている番号をもとに、この機器

に付属している各国語で記述された安全上の警告を参照してください。

これらの注意事項を保存しておいてください。

警告

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。
mailto:ucs-director-docfeedback@cisco.comご協力をよろしくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、毎月更新される

『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂版の
技術マニュアルの一覧も示されています。

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

このリリースの新規情報および変更情報

この章の内容は、次のとおりです。

• このリリースの新規情報および変更情報, 1 ページ

このリリースの新規情報および変更情報
次の表は、この最新リリースに関するマニュアルでの主な変更点の概要を示したものです。この

表は、このマニュアルに加えられたすべての変更点やこのリリースのすべての新機能を網羅して

いるわけではありません。

表 1：Cisco UCS Director、リリース 4.1.0.3 の新機能および動作変更

参照先説明機能

認証の環境設定の設定, （
51ページ）

Cisco UCS Directorでは、Active
Directoryに加え、OpenLDAPもサ
ポートされるようになりました。

OpenLDAPのサポート

電子メールテンプレートの

使用, （62ページ）
電子メール通知の内容を変更でき

ます。

電子メールテンプレート

システムポリシーの設定,
（126ページ）

VMに関する注釈を指定できます。VMの注記

VMのクローニング, （243
ページ）

VMのクローニング中に、リンク
クローンを指定できます。

リンククローン設定のサポー

ト

Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 4.1    
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表 2：Cisco UCS Director、リリース 4.1 の新機能および動作変更

参照先説明機能

詳細な制御, （74ページ）次の機能が追加されました。

• UCS Director拡張性導入モデ
ルでは、システムタスクのリ

モート処理を使用して、シス

テムタスクをリモート実行で

きます。

• CiscoUCSDirectorでサービス
プロバイダーを有効にできま

す。

詳細な制御

チャージバックモジュール

の使用方法,（195ページ）
Cisco UCS Directorのチャージバッ
ク機能がいくつか変更されました。

チャージバック機能

CloudSense分析について,
（251ページ）

新しいレポートが追加され、既存

のいくつかは削除されました。

CloudSense分析

システムパラメータの設

定, （65ページ）
インフラストラクチャシステムパ

ラメータが変更されました。

インフラストラクチャシステ

ムパラメータ

インベントリ管理, （217
ページ）

ダッシュボードを使用して、シス

テムインベントリをモニタできま

す。物理インフラストラクチャへ

のすべての変更は、ダッシュボー

ドに反映されます。ダッシュボー

ドには、管理作業のための、全体

的なシステムレベルのインフラス

トラクチャ情報が表示されます。

インベントリ管理

ライセンス使用状況履歴の

表示, （68ページ）
ネットワークリソースの利用状況

を把握するために、ライセンス済

みのネットワークコントローラと

ストレージコントローラ、サー

バ、サーバとデスクトップのVM、
および Small PodとMedium Podの
数を経時的にトラッキングできま

す。

ライセンス使用状況履歴
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参照先説明機能

マルチドメインマネージャ

アカウントの追加, （98
ページ）

Cisco UCS Directorリリース v4.1で
は、マルチドメインがサポートさ

れています。新しく作成された物

理アカウント用にマルチドメイン

マネージャアカウントを作成でき

ます。

マルチドメインマネージャア

カウント

マルチディスク VMプロビ
ジョニング,（181ページ）

Cisco UCS Directorリリース v4.1で
は、テンプレートに基づくマルチ

ディスク VMプロビジョニングが
サポートされています。

マルチディスクVMプロビジョ
ニング

ポリシーの管理,（109ペー
ジ）

ネットワークポリシーの情報が変

更されました。

ネットワークポリシー

物理インフラストラクチャ

の管理, （93ページ）
物理インフラストラクチャに関す

る章が追加されました。CiscoUCS
Directorでは、新しく作成された物
理アカウントのすべてのコンポー

ネントを検出します。

物理インフラストラクチャ

Self-Serviceのプロビジョニ
ングの使用方法,（161ペー
ジ）

VMに対して Self-Serviceのプロビ
ジョニングを行う方法がいくつか

変更されました。

Self-Serviceのプロビジョニン
グ

サイトの追加, （94ペー
ジ）

新しく作成された物理アカウント

用にサイトを作成できます。

サイト管理

システムタスクの管理, （
77ページ）

データ収集などのシステムタスク

の処理は、VMサービスノードに
委任できます。

システムのタスク

ライセンスの更新, （67
ページ）

製品認証キー（PAK）を使用して
ライセンスを更新します。

UCSDirectorライセンスの更新

仮想マシンのリース時間の

設定, （231ページ）
選択した VMのリースの失効時間
をユーザが設定できます。

仮想マシン（VM）のリース時
間

Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 4.1    
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参照先説明機能

VMアクションの管理, （
231ページ）

次の VMタスクが追加されまし
た。

• VNCのテスト：トラブル
シューティングの目的で、

VNCの接続をテストできま
す。

•クローン：既存の VMのク
ローン、つまりコピーを作成

して、同一または同様の品質

の新しい VMを作成できま
す。

• VMの VDCへの移動：VDC
システムポリシーのルールが

VMで適用されるように、VM
を VDCに移動できます。

• VM再同期：VMの時間が
UCS Directorと定期的に再同
期される間隔を分単位で設定

できます。

VMタスク
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第 2 章

概要

この章は、次の内容で構成されています。

• Cisco UCS Directorについて, 5 ページ

• 最初のログイン, 9 ページ

• 推奨されるシステム設定順序, 10 ページ

Cisco UCS Directorについて
Cisco UCS Director（旧称 Cisco Cloupia Unified Infrastructure Controller）は、次の標準的なテンプ
レートを使用する 64ビットのアプライアンスです。

• Open Virtualization Format（OVF）for VMware vSphere

• Virtual Hard Disk（VHD）for Microsoft Hyper-V

Cisco UCS Directorは、Cisco UCSおよび Cisco Nexusプラットフォームに基づく業界をリードする
統合インフラストラクチャソリューションに、セキュリティで高度に保護された統合管理機能を

提供します。

Cisco UCS Directorは、Cisco UCSを通じて、コンピューティング階層とネットワーク階層の統合
性を拡張して、データセンターの管理者に包括的な視認性と管理能力を提供します。この製品

は、Cisco UCSおよび Cisco Nexusプラットフォームに基づいて、NetApp FlexPod、ExpressPod、
EMC VSPEX、および VCE Vblockシステムをサポートします。

CiscoUCSDirectorは物理的、仮想的、ベアメタル型の環境にわたって、リソースプールのプロビ
ジョニングを自動化します。この製品は、正常性、ステータス、リソース使用率に関して、ネイ

ティブな自動化されたモニタリング機能を提供します。たとえば、CiscoUCSDirectorを使用して
次の操作を実行できます。

•すべてのサーバおよびアプリケーションを対象に、サービスプロファイルとテンプレートを
作成、複製、および導入すること

Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 4.1    
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•全データセンターを対象として、仮想マシン（VM）の使用率を示すヒートマップを表示す
るなど、統合インフラストラクチャで組織の使用率、傾向、容量を継続的にモニタすること

•作業者ごとにばらつきのない方法で ExpressPodおよび FlexPodインフラストラクチャの導入
や容量の増設を行うこと

• Cisco UCSドメインとそのコンポーネントを対象として、管理、モニタリング、報告を行う
こと

•物理的なインフラストラクチャサービスを含むように、仮想サービスカタログを拡張する
こと

•仮想化された作業負荷と仮想化されていない作業負荷の両方に対応するために、セキュリ
ティで保護されたマルチテナント環境を管理すること

機能と利点

Cisco UCS Directorの機能と利点を以下に示します。

利点機能

•管理者に物理、仮想、ベアメタル環境全体のシステムをモニタ
リング、プロビジョニング、管理する単一インターフェイスを

提供

•統合型ダッシュボード、レポート、ヒートマップを提供し、ト
ラブルシューティングとパフォーマンスのボトルネックを削減

中央管理

•エンドユーザが ITの規定したポリシーやガバナンスに沿って、
新しいインフラストラクチャインスタンスの発注および導入が

可能

セルフサービスカタログ

•リアルタイムで利用可能なキャパシティ、内部ポリシー、アプ
リケーションワークロード要件を使用して、適切なリソースを

利用できるように最適化

適応型のプロビジョニン

グ

•継続的なモニタリングにより、リアルタイムでインフラストラ
クチャ使用率を示し、キャパシティプランニングと管理を改善

•使用率の低いリソースや使用率の高いリソースを特定

動的な容量管理

• VMware ESX、Microsoft Hyper-V、Red Hatの各ハイパーバイザ
をサポート

複数のハイパーバイザの

サポート
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利点機能

•物理、仮想、ベアメタルの各サーバおよびブレードをモニタリ
ング、管理、プロビジョニング

•エンドユーザがスナップショットを通じて仮想マシンのライフ
サイクル管理とビジネス継続性を実現可能

•管理者にサーバ使用率のトレンド分析を提供

コンピューティングの管

理

•物理スイッチ、仮想スイッチ、動的ネットワークトポロジをポ
リシーベースでプロビジョニング

•管理者が VLAN、仮想ネットワークインターフェイスカード
（vNIC）、ポートグループ、ポートプロファイル、IPおよび動
的ホスト制御プロトコル（DHCP）割り当て、アクセスコント
ロールリスト（ACL）を、複数のネットワークデバイスにわ
たって設定可能

ネットワーク管理

•ファイラ、仮想ファイラ（vFiler）、論理ユニット番号（LUN）、
ボリュームをポリシーベースでプロビジョニングおよび管理可

能

•統合ダッシュボードにより、管理者が組織的な使用状況、トレ
ンド、キャパシティ分析の詳細を包括的に可視性可能

ストレージの管理

• Appleの iPadと iPhone、およびAndroidデバイスによるモバイル
管理を提供

•モバイルセルフサービスプロビジョニング、仮想マシン管理、
および管理ダッシュボードの表示をサポート

Cisco CloudGenie
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物理的および仮想的な管理機能

仮想コンピューティング管理

•仮想コンピューティング環境の検出、収
集、モニタリング

•ポリシーベースでのプロビジョニングと動
的リソース割り当ての実行

•ホストサーバの負荷と電力の管理

• VMライフサイクルとスナップショットの
管理

• VMの容量とスプロール、ホストの使用率
を評価するための分析の実行

物理サーバの管理

•設定と変更の検出および収集

•物理サーバのモニタリングと管理

•ポリシーベースでのサーバプロビジョニ
ングの実行

•ブレードの電力管理

•サーバライフサイクルの管理

•サーバの使用傾向と容量分析の実行

• Preboot eXecution Environment（PXE）ブー
ト管理機能を使用したベアメタルプロビ

ジョニングの実行

仮想ストレージの管理

• vFilerのストレージおよびストレージプー
ルの検出、収集、モニタリング

•シックおよびシンクライアントを対象と
したポリシーベースでのストレージプロ

ビジョニングの実行

•新しいデータストアの作成とVirtualDevice
Contexts（VDC）へのマッピング

• VMへのディスクの追加とサイズ調整

•組織でのストレージ使用率のモニタリング
と管理

•仮想ストレージの傾向と容量分析の実行

物理ストレージの管理

•ストレージファイラの検出、収集、モニ
タリング

•ポリシーベースでのvFilerプロビジョニン
グの実行

•ボリュームのプロビジョニングとマッピン
グ

•論理ユニット番号（LUN）と iGroupイン
スタンスの作成とマッピング

• SANゾーン管理の実行

• Network-Attached Storage（NAS）および
SANベースのストレージのモニタリング
と管理

•ストレージ実装のベストプラクティスと
推奨事項
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仮想ネットワークの管理

• VMへのネットワークの追加

• IPおよび DHCP割り当てによるポリシー
ベースでのプロビジョニングの実行

• VLANおよびプライベート VLANに対す
る仮想ネットワークインターフェイスカー

ド（vNIC）の設定と接続

• VMのためのポートグループとポートプ
ロファイルの作成

•組織での仮想ネットワークの使用率のモニ
タリング

物理ネットワークの管理

•物理ネットワーク要素の検出、収集、モニ
タリング

•複数のスイッチ間のプロビジョニング
VLAN

•ネットワークデバイスに対するアクセス
コントロールリスト（ACL）の設定

•ストレージネットワークの設定

•動的ネットワークトポロジの実装

モデルベースのオーケストレーション

Cisco UCS Directorには、400を超えるタスクが含まれるタスクライブラリや設定済みワークフ
ローなどが含まれます。モデルベースのオーケストレーションとワークフローデザイナを利用す

ると、インフラストラクチャの管理タスクと運用タスクをカスタマイズおよび自動化できます。

また、個々の必要性に対応して、システムの拡張とカスタマイズを進められます。

次の表に、3日間で行うタスクライブラリのメンテナンスアクティビティとアップデートアク
ティビティを示します。

3 日目2 日目1 日目

•ハードウェアの追加とアッ
プグレード

•用途変更

•パフォーマンスのモニタ
リング

•会議と課金の開始

•テナントの変更管理

•セルフサービス型
Infrastructure as a Service
（IaaS）

•テナントの追加

•申請者の移行または追加

•エンタープライズシステ
ムとの統合

•セルフサービスポータル
の使用

最初のログイン
ホスト名と IPアドレスのいずれかと次のクレデンシャルを使用して、CiscoUCSDirectorにログイ
ンします。
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•ユーザ名：admin

•パスワード：admin

最初の管理アカウントを作成した後、起動時の管理アカウントを削除するか、少なくともデ

フォルトのパスワードを変更することをお勧めします。 Self-Service Portalにアクセスするに
は、有効な電子メールアドレスが必要です。

（注）

推奨されるシステム設定順序
次の表に、推奨されるシステム設定の順序を示します。

説明章名前

ライセンスの適用、管理者プロファイルの設定、およびグループと

ユーザの作成の方法について説明します。また、言語サポートにア

2、
3、4

初期設定

クセスする方法、ポータルのカスタマイズを適用する方法、および

システム設定について説明します。

任意によるポッドと物理アカウントの追加方法、ネットワーク機器

の追加方法、接続をテストする方法、およびアカウント検出を検証

する方法について説明します。

必要に応じて、物理インフラストラクチャの前に仮想イ

ンフラストラクチャを作成できます。

（注）

物理インフラストラ

クチャ

クラウドの作成、クラウドの検出と接続の検証、接続のテスト、お

よび vCenterプラグインの表示の方法について説明します。
5仮想インフラストラ

クチャ

コンピューティングポリシー、ストレージポリシー、ネットワー

クポリシー、およびシステムポリシーを作成して管理する方法に

6ポリシー

ついて説明します。また、MicrosoftWindowsカタログ用のOSライ
センスを追加する方法について説明します。

VDCを設定してグループ、ポリシー、およびコストモデルに固有
の環境を管理する方法、およびリソース制限を VDCレベルで設定
して管理する方法について説明します。

7仮想データセンター

カタログ項目の設定、グループにカタログへのアクセス権の付与、

およびカタログ項目のパブリッシュの方法について説明します。

8カタログ

プロビジョニングサービスリクエストの作成および管理方法につ

いて説明します。

9Self-Serviceのプロビ
ジョニング

選択した単一のデータストアまたは複数のデータストアに対する

VMディスクプロビジョニングを設定する方法について説明しま
10マルチディスクプロ

ビジョニング
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説明章名前

す。また、テンプレートで追加ディスクごとに個別のディスクポ

リシーを設定する方法について説明します。

チャージバックサマリーレポート、詳細レポート、およびリソー

スアカウンティングレポートを作成する方法について説明します。

11チャージバック

部門および組織内でコストモデルを定義してポリシーに割り当てる

方法についても説明します。

クラウドの完全な可視性の実現、リソース利用状況のモニタ、およ

びクラウドスタック（クラウド、クラスタ、ホストサーバ、およ

び仮想マシン）の管理の方法について説明します。

12クラウド管理

VM電力管理、VMサイズ変更、VMスナップショット管理など、
プロビジョニング後のライフサイクル管理アクションをVMに対し
て実行する方法について説明します。

13ライフサイクル

基盤となる物理インフラストラクチャおよび仮想インフラストラク

チャについて Cisco UCS Directorで生成可能な分析レポートについ
て説明します。

14CloudSense

アプリケーションで提供される変数をマクロ機能で使用して、VM
名および VMホスト名をカスタマイズする方法について説明しま
す。

15マクロ

Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 4.1    
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第 3 章

ユーザとグループの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• ユーザタイプの管理, 13 ページ

• ユーザタイプ, 13 ページ

• デフォルトのユーザ権限, 14 ページ

• グループの管理, 38 ページ

• 管理者プロファイルの設定, 44 ページ

• ユーザアクセスプロファイルの管理, 47 ページ

• グループとお客様の組織のブランディング, 56 ページ

• ログインページのブランディング, 58 ページ

ユーザタイプの管理
システム管理者は、ユーザの追加、ユーザおよびユーザの権限の表示、各種システムコンポーネ

ントに対する個々のユーザの読み取り/書き込み権限の変更など、CiscoUCSDirectorの管理に必要
なすべての権限を持っています。

一方、大半のユーザは、このガイドで説明する管理ポータルにログインして閲覧および使用する

だけです。

ユーザタイプ
Cisco UCS Directorは次のユーザタイプをサポートしています。

•すべてのポリシー管理者

•課金管理者

Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 4.1    
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•コンピューティング管理者

•グループ管理者：ユーザを追加する権限が付与されたエンドユーザ。このユーザはSelf-Service
Portalを使用できます。

• IS管理者

•ネットワーク管理者

•オペレータ

•サービスエンドユーザ：このユーザは Self-Service Portalの閲覧と使用のみ実行できます。

•ストレージ管理者

•システム管理者

デフォルトのユーザ権限
各管理ユーザには、Cisco UCS Directorにアクセスするための一連の権限が付与されています。
ユーザ権限のタイプは次のとおりです。

•読み取り：読み取り権限が付与されている管理ユーザは、ファイルの読み取りのみを実行で
きます。

•書き込み：書き込み権限が付与されている管理ユーザは、ファイルの読み取り、書き込み、
および変更を実行できます。この権限では、ファイルの変更、削除、または名前の変更を実

行できます。

•読み取り/書き込み：読み取り/書き込み権限が付与されている管理ユーザは、ファイルの読
み取りおよび書き込みを実行できます。

すべてのポリシー管理者

次の表に、すべてのポリシー管理者が実行可能な操作のリストを示します。

権限操作

書き込み読み取り

NoYes仮想コンピューティング

YesNoVMラベル

YesNoVMの VDCへの割り当て

NoYes仮想ストレージ

NoYes仮想ネットワーク
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権限操作

YesYes物理コンピューティング

YesYes物理ストレージ

YesYes物理ネットワーク

NoNoグループサービスリクエ

スト

NoNo承認者サービスリクエス

ト

NoYes予算

NoYesリソースアカウンティン

グ

NoYesチャージバック

NoYesシステム管理者

NoYesユーザとグループ

NoYes仮想アカウント

NoYesカタログ

NoYesVDC

YesNoコンピューティングポリ

シー

YesNoストレージポリシー

YesNoネットワークポリシー

YesNo導入ポリシー

YesNoSLAポリシー

YesNoリソース制限レポート

NoYesグループユーザ

NoYesCloudSenseレポート
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権限操作

NoYesCloudSenseアセスメント
レポート

NoYesオーケストレーション

NoYes検出

YesNoMSP

NoNo自動化モジュールを開く

NoNoグループユーザ

NoNoCS共有レポート

NoNoCS共有アセスメント

NoNoリモート VMアクセス

NoNoモバイルアクセス設定

NoNoエンドユーザチャージ

バック

NoNoリソースアカウンティン

グの書き込み

YesNoチャージバックの書き込み

NoNoUCSDクラスタ

課金管理者

次の表に、課金管理者が実行可能な操作のリストを示します。

権限操作

書き込み読み取り

仮想コンピューティング

VMラベル

VMの VDCへの割り当て
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権限操作

仮想ストレージ

仮想ネットワーク

物理コンピューティング

物理ストレージ

物理ネットワーク

Yesグループサービスリクエ

スト

承認者サービスリクエス

ト

YesYes予算

Yesリソースアカウンティン

グ

Yesチャージバック

システム管理者

ユーザとグループ

仮想アカウント

カタログ

VDC

コンピューティングポリ

シー

ストレージポリシー

ネットワークポリシー

導入ポリシー

SLAポリシー

Yesリソース制限レポート

Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 4.1    
    OL-30729-02-J 17

ユーザとグループの管理

課金管理者



権限操作

グループユーザ

YesYesCloudSenseレポート

CloudSenseアセスメント
レポート

オーケストレーション

Yes検出

YesYesMSP

自動化モジュールを開く

グループユーザ

CS共有レポート

CS共有アセスメント

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

エンドユーザチャージ

バック

Yesリソースアカウンティン

グの書き込み

Yesチャージバックの書き込み

UCSDクラスタ

コンピューティング管理者

次の表に、コンピューティング管理者が実行可能な操作のリストを示します。

権限操作

書き込み読み取り
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権限操作

NoYes仮想コンピューティ

ング

YesNoVMラベル

NoNoVMの VDCへの割
り当て

NoYes仮想ストレージ

NoYes仮想ネットワーク

YesYes物理コンピューティ

ング

NoYes物理ストレージ

NoYes物理ネットワーク

NoYesグループサービス

リクエスト

YesYes承認者サービスリ

クエスト

NoYes予算

NoYesリソースアカウン

ティング

NoYesチャージバック

NoYesシステム管理者

NoYesユーザとグループ

NoYes仮想アカウント

NoYesカタログ

NoYesVDC

YesYesコンピューティング

ポリシー
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権限操作

NoYesストレージポリ

シー

NoYesネットワークポリ

シー

NoYes導入ポリシー

NoYesSLAポリシー

NoYesリソース制限レポー

ト

NoYesグループユーザ

NoYesCloudSenseレポート

NoYesCloudSenseアセスメ
ントレポート

NoYesオーケストレーショ

ン

NoYes検出

YesYesMSP

NoNo自動化モジュールを

開く

NoNoグループユーザ

NoNoCS共有レポート

NoNoCS共有アセスメン
ト

NoNoリモートVMアクセ
ス

NoNoモバイルアクセス

設定

NoNoエンドユーザ

チャージバック
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権限操作

NoNoリソースアカウン

ティングの書き込み

NoNoチャージバックの書

き込み

NoNoUCSDクラスタ

グループ管理者

権限タスク

書き込み読み取り

Yes仮想コンピューティング

YesVMラベル

VMの VDCへの割り当て

仮想ストレージ

仮想ネットワーク

物理コンピューティング

YesYes物理ストレージ

物理ネットワーク

YesYesグループサービスリクエ

スト

YesYes承認者サービスリクエス

ト

予算

リソースアカウンティン

グ

チャージバック
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権限タスク

システム管理者

ユーザとグループ

仮想アカウント

Yesカタログ

YesVDC

YesYesコンピューティングポリ

シー

ストレージポリシー

ネットワークポリシー

導入ポリシー

SLAポリシー

リソース制限レポート

グループユーザ

YesCloudSenseレポート

CloudSenseアセスメント
レポート

オーケストレーション

検出

MSP

自動化モジュールを開く

グループユーザ

YesYesCS共有レポート

YesYesCS共有アセスメント

リモート VMアクセス
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権限タスク

モバイルアクセス設定

Yesエンドユーザチャージ

バック

リソースアカウンティン

グの書き込み

チャージバックの書き込み

UCSDクラスタ

IS 管理者

権限タスク

書き込み読み取り

NoYes仮想コンピューティング

YesNoVMラベル

YesNoVMの VDCへの割り当て

NoYes仮想ストレージ

NoYes仮想ネットワーク

NoYes物理コンピューティング

NoYes物理ストレージ

NoYes物理ネットワーク

NoYesグループサービスリクエ

スト

NoNo承認者サービスリクエスト

NoYes予算

NoYesリソースアカウンティング
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権限タスク

NoYesチャージバック

NoYesシステム管理者

NoYesユーザとグループ

NoYes仮想アカウント

YesYesカタログ

YesYesVDC

NoYesコンピューティングポリ

シー

NoNoストレージポリシー

NoYesネットワークポリシー

YesYes導入ポリシー

YesYesSLAポリシー

NoYesリソース制限レポート

NoYesグループユーザ

NoYesCloudSenseレポート

NoYesCloudSenseアセスメントレ
ポート

YesNoオーケストレーション

YesNo検出

YesNoMSP

NoNo自動化モジュールを開く

NoNoグループユーザ

NoNoCS共有レポート

NoNoCS共有アセスメント
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権限タスク

NoNoリモート VMアクセス

NoNoモバイルアクセス設定

NoNoエンドユーザチャージバッ

ク

NoNoリソースアカウンティング

の書き込み

NoNoチャージバックの書き込み

NoNoUCSDクラスタ

ネットワーク管理者

権限タスク

NoYes仮想コンピューティング

YesNoVMラベル

NoNoVMの VDCへの割り当て

NoYes仮想ストレージ

NoYes仮想ネットワーク

NoYes物理コンピューティング

NoYes物理ストレージ

YesYes物理ネットワーク

NoNoグループサービスリクエ

スト

NoNo承認者サービスリクエス

ト

YesYes予算
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権限タスク

YesYesリソースアカウンティン

グ

YesYesチャージバック

NoNoシステム管理者

NoYesユーザとグループ

NoYes仮想アカウント

NoYesカタログ

NoYesVDC

NoYesコンピューティングポリ

シー

NoYesストレージポリシー

YesYesネットワークポリシー

NoYes導入ポリシー

NoYesSLAポリシー

NoYesリソース制限レポート

NoYesグループユーザ

NoYesCloudSenseレポート

NoYesCloudSenseアセスメント
レポート

YesYesオーケストレーション

YesYes検出

YesYesMSP

NoNo自動化モジュールを開く

NoNoグループユーザ
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権限タスク

NoNoCS共有レポート

NoNoCS共有アセスメント

NoNoリモート VMアクセス

NoNoモバイルアクセス設定

NoNoエンドユーザチャージ

バック

NoNoリソースアカウンティン

グの書き込み

NoNoチャージバックの書き込み

NoNoUCSDクラスタ

オペレータ

権限タスク

書き込み読み取り

NoYes仮想コンピューティング

YesNoVMラベル

YesNoVMの VDCへの割り当て

NoYes仮想ストレージ

NoYes仮想ネットワーク

NoYes物理コンピューティング

NoYes物理ストレージ

NoYes物理ネットワーク

NoNoグループサービスリクエ

スト
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権限タスク

NoNo承認者サービスリクエス

ト

NoYes予算

NoYesリソースアカウンティン

グ

NoYesチャージバック

NoYesシステム管理者

NoYesユーザとグループ

NoYes仮想アカウント

NoYesカタログ

NoYesVDC

NoYesコンピューティングポリ

シー

NoYesストレージポリシー

NoYesネットワークポリシー

NoYes導入ポリシー

NoYesSLAポリシー

NoYesリソース制限レポート

NoYesグループユーザ

NoYesCloudSenseレポート

NoYesCloudSenseアセスメント
レポート

NoNoオーケストレーション

NoNo検出

NoNoMSP

NoNo自動化モジュールを開く
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権限タスク

NoNoグループユーザ

NoNoCS共有レポート

NoNoCS共有アセスメント

NoNoリモート VMアクセス

NoNoモバイルアクセス設定

NoNoエンドユーザチャージ

バック

NoNoリソースアカウンティン

グの書き込み

NoNoチャージバックの書き込み

NoNoUCSDクラスタ

サービスエンドユーザ

権限タスク

書き込み読み取り

仮想コンピューティング

VMラベル

VMの VDCへの割り当て

仮想ストレージ

仮想ネットワーク

物理コンピューティング

物理ストレージ

物理ネットワーク

読み取りグループサービスリクエ

スト
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権限タスク

書き込み読み取り承認者サービスリクエス

ト

予算

リソースアカウンティン

グ

チャージバック

システム管理者

ユーザとグループ

仮想アカウント

カタログ

VDC

コンピューティングポリ

シー

ストレージポリシー

ネットワークポリシー

導入ポリシー

SLAポリシー

リソース制限レポート

グループユーザ

CloudSenseレポート

CloudSenseアセスメント
レポート

オーケストレーション

検出

MSP
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権限タスク

自動化モジュールを開く

グループユーザ

CS共有レポート

CS共有アセスメント

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

読み取りエンドユーザチャージ

バック

リソースアカウンティン

グの書き込み

チャージバックの書き込み

UCSDクラスタ

ストレージ管理者

権限タスク

書き込み読み取り

Yes仮想コンピューティング

YesVMラベル

VMの VDCへの割り当て

Yes仮想ストレージ

Yes仮想ネットワーク

Yes物理コンピューティング

Yes物理ストレージ

Yes物理ネットワーク
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権限タスク

Yesグループサービスリクエ

スト

YesYes承認者サービスリクエス

ト

Yes予算

Yesリソースアカウンティン

グ

Yesチャージバック

Yesシステム管理者

Yesユーザとグループ

Yes仮想アカウント

Yesカタログ

YesVDC

Yesコンピューティングポリ

シー

Yesストレージポリシー

Yesネットワークポリシー

Yes導入ポリシー

YesSLAポリシー

Yesリソース制限レポート

Yesグループユーザ

YesCloudSenseレポート

YesCloudSenseアセスメント
レポート

Yesオーケストレーション
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権限タスク

YesYes検出

YesYesMSP

自動化モジュールを開く

グループユーザ

CS共有レポート

CS共有アセスメント

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

YesYesエンドユーザチャージ

バック

リソースアカウンティン

グの書き込み

チャージバックの書き込み

UCSDクラスタ

ユーザの役割および権限

次の表に、各管理ユーザタイプにマップされている権限のリストを示します。

スト

レージ

管理者

サー

ビス

エン

ド

ユー

ザ

オペ

レータ

ネット

ワーク

管理者

MSP 管
理者

IS 管理
者

グ

ルー

プ管

理者

コン

ピュー

ティ

ング

管理

者

課金

管理

者

すべて

のポリ

シー管

理者

権限

読み取

り

読み取

り

書き込

み

書き込

み

読み取

り

読み

取り

読み取

り

仮想コン

ピュー

ティング

書き込

み

書き込

み

書き込

み

書き込

み

書き込

み

書き込

み

VMラベ
ル
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スト

レージ

管理者

サー

ビス

エン

ド

ユー

ザ

オペ

レータ

ネット

ワーク

管理者

MSP 管
理者

IS 管理
者

グ

ルー

プ管

理者

コン

ピュー

ティ

ング

管理

者

課金

管理

者

すべて

のポリ

シー管

理者

権限

書き込

み

書き込

み

書き込

み

VMの
VDCへの
割り当て

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り

仮想スト

レージ

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り

仮想ネッ

トワーク

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み取

り/書き
込み

物理コン

ピュー

ティング

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み

取り

読み取

り/書き
込み

物理スト

レージ

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み

取り

読み取

り/書き
込み

物理ネッ

トワーク

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み

取り

グループ

サービス

リクエス

ト

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み

取り/
書き

込み

読み

取り/
書き

込み

読み

取り

承認者

サービス

リクエス

ト

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み

取り

読み

取り/
書き

込み

読み取

り

予算
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スト

レージ

管理者

サー

ビス

エン

ド

ユー

ザ

オペ

レータ

ネット

ワーク

管理者

MSP 管
理者

IS 管理
者

グ

ルー

プ管

理者

コン

ピュー

ティ

ング

管理

者

課金

管理

者

すべて

のポリ

シー管

理者

権限

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み

取り

読み

取り

読み取

り

リソース

アカウン

ティング

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み

取り

読み

取り

読み取

り

チャージ

バック

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り

システム

管理者

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り

ユーザと

グループ

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り

仮想アカ

ウント

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み

取り

読み

取り

読み取

り

カタログ

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み

取り

読み

取り

読み取

り

VDC

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み

取り/
書き

込み

読み取

り/書き
込み

コン

ピュー

ティング

ポリシー

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り/書き
込み

ストレー

ジポリ

シー

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り/書き
込み

ネット

ワークポ

リシー
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スト

レージ

管理者

サー

ビス

エン

ド

ユー

ザ

オペ

レータ

ネット

ワーク

管理者

MSP 管
理者

IS 管理
者

グ

ルー

プ管

理者

コン

ピュー

ティ

ング

管理

者

課金

管理

者

すべて

のポリ

シー管

理者

権限

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み

取り

読み取

り/書き
込み

導入ポリ

シー

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み

取り

読み取

り/書き
込み

SLAポリ
シー

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み

取り

読み

取り

読み取

り/書き
込み

リソース

制限レ

ポート

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

書き

込み

読み

取り

読み取

り

グループ

ユーザ

読み取

り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み

取り

読み

取り/
書き

込み

読み取

り

CloudSense
レポート

読み

取り

読み取

り

CloudSense
アセスメ

ントレ

ポート

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み

取り

読み取

り

オーケス

トレー

ション

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み

取り

読み

取り

読み取

り

検出

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み

取り/
書き

込み

読み

取り/
書き

込み

読み取

り/書き
込み

MSP
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スト

レージ

管理者

サー

ビス

エン

ド

ユー

ザ

オペ

レータ

ネット

ワーク

管理者

MSP 管
理者

IS 管理
者

グ

ルー

プ管

理者

コン

ピュー

ティ

ング

管理

者

課金

管理

者

すべて

のポリ

シー管

理者

権限

書き込

み

自動化モ

ジュール

を開く

読み取

り

グループ

ユーザ

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

CS共有
レポート

読み

取り/
書き

込み

CS共有
アセスメ

ント

リモート

VMアク
セス

モバイル

アクセス

設定

読み

取り

読み取

り

読み

取り

読み

取り

エンド

ユーザ

チャージ

バック

書き

込み

リソース

アカウン

ティング

の書き込

み

書き

込み

書き込

み

チャージ

バックの

書き込み
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スト

レージ

管理者

サー

ビス

エン

ド

ユー

ザ

オペ

レータ

ネット

ワーク

管理者

MSP 管
理者

IS 管理
者

グ

ルー

プ管

理者

コン

ピュー

ティ

ング

管理

者

課金

管理

者

すべて

のポリ

シー管

理者

権限

UCSDク
ラスタ

グループの管理

グループまたはお客様の組織の作成

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザとグループ]を選択します。

ステップ 2 [ユーザグループ]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]をクリックします。

ステップ 4 [グループの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明フィールド名

グループまたはお客様の組織の名前。[名前]フィールド

グループまたはお客様の組織の説明（必要な場合）。[説明]フィールド

グループの省略名またはコード名。この名前はVMおよびホスト名
テンプレートで使用されます。

[コード]フィールド

（オプション）コストセンターの名前または番号（必要な場合）。

この名前または番号は、グループが関連付けられているコストセン

ターを表します。この名前は、VMwareシステムポリシーでVMの
命名規則に使用できます。

命名規則にコストセンターを使用する方法の詳細については、ポリ

シーの管理, （109ページ）を参照してください。

[コストセンター]フィール
ド

この電子メールアドレスは、必要に応じてサービスリクエストとリ

クエスト承認のステータスをグループ所有者に通知するために使用

されます。

[連絡先の電子メール]
フィールド
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説明フィールド名

連絡先の名。[名]フィールド

連絡先の姓。[姓]フィールド

連絡先の電話番号。[電話]フィールド

連絡先の住所。[住所]フィールド

ステップ 5 [追加]をクリックします。

次の作業

さらにグループを追加する場合は、この手順を繰り返します。

パスワードポリシー

ユーザを追加したとき、またはすべてのユーザタイプのパスワードを変更したときに、すべての

ユーザにパスワードポリシーが適用されます。このポリシーによって、次のパスワード制約を適

用できます。

•パスワードの長さ

•ユーザ名と同じ文字列をパスワードとして使用できるようにするかどうか

•現在のパスワードを新規パスワードとしてリセットできるかどうか

•パスワードでの使用を禁止する正規表現

パスワードポリシーの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザとグループ]を選択します。

ステップ 2 [パスワードポリシー]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

パスワードの最小文字数を選択します。[パスワードの最小長]ドロップダウンリスト

パスワードの最大文字数を選択します。[パスワードの最大長]ドロップダウンリスト
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説明名前

大文字、小文字、数字、特殊文字など、文字ク

ラスの最小数を選択します。

[文字クラスの最小数]ドロップダウンリスト

ログイン IDと同じパスワードの使用を禁止す
るには、チェックボックスをオンにします。

[ログイン名と同じパスワードの使用を許可しな
い]チェックボックス

以前のパスワードの使用を禁止し、新しいパス

ワードを古いパスワードと同じにできなくする

には、チェックボックスをオンにします。

[以前のパスワードを許可しない]チェックボッ
クス

パスワードでの使用を禁止する文字列を（1行
あたり 1つ）指定します。たとえば、
「.*abc.*」と指定した場合は、パスワードに
「abc」という文字列を含めることができなく
なります。

[指定した表現と一致するパスワードを許可しな
い]フィールド

ステップ 3 [送信]をクリックします。

グループの予算ポリシー

チャージバック機能を使用することによって、リソースが考慮されるようにできます。グループ

別またはお客様の組織別のリソース使用状況を確認するには、当該エンティティを予算ポリシー

に関連付けます。

グループまたはお客様の組織は予算の監視を使用して設定できます。また、準備された予算内に

収まるように、あるいはその予算を超過するように、グループやお客様の組織を設定することも

可能です。

グループの予算ポリシーの表示と編集

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザとグループ]を選択します。

ステップ 2 [ユーザグループ]タブを選択します。

ステップ 3 リストからグループを選択します。

ステップ 4 [予算ポリシー]をクリックします。

ステップ 5 [予算ポリシー]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

グループの予算使用状況をモニタするには、

チェックボックスをオンにします。このグルー

プのすべての予算エントリを無視するには、

チェックボックスをオフにします。

[予算の監視の有効化]チェックボックス

準備された予算の超過をグループメンバーに許

可するには、チェックボックスをオンにしま

す。予算をすべて消化した場合に、新しい予算

が追加されるまですべてのリクエストを却下す

るには、チェックボックスをオフにします。

[予算超過を許可]チェックボックス

ステップ 6 [保存]をクリックします。

リソース制限

グループのリソース使用率を管理するために、グループまたはお客様の組織に対してリソース制

限を設定できます。次のリソースに制限を指定できます。

オペレーティングシステムリソースと物理リソースの制限の設定は、パブリッククラウドで

はサポートされていません。

（注）

•仮想リソース

•オペレーティングシステムリソース

•物理リソース

リソース制限の表示

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [要約]を選択します。

ステップ 2 表示するグループをクリックします。

ステップ 3 [リソース制限]を選択して、選択したグループのリソースの現在の制限、使用状況、保留中のサー
ビスリクエストの使用状況、およびステータスを表示します。
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リソース制限の編集

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザとグループ]を選択します。

ステップ 2 [ユーザグループ]タブを選択します。

ステップ 3 グループを選択し、[リソースの制限の編集]をクリックします。 [リソース制限]ダイアログボッ
クスが表示されます。

ステップ 4 [リソース制限]ダイアログボックスで、[リソース制限の有効化]チェックボックスをオンにして、
次のフィールドに入力します。

説明フィールド名

グループ名。グループ表示のみ

チェックボックスをオンにするとリソース制限

が有効になり、チェックボックスをオフにする

とリソース制限が無効になります。オンにする

と、グループに対してリソース制限を設定する

オプションが提供され、すべてのゼロ以外のリ

ソース制限が適用されます。

[リソース制限の有効化]チェックボックス

アクティブな VMの最大数。アクティブなVMの最大数

VMの総数。VMの最大合計数

プロビジョニングされる vCPUの最大数。プロビジョニング済みVCPUの制限

プロビジョニングされるメモリの制限（GB単
位）。

プロビジョニング済みメモリの制限(GB)

プロビジョニング済みCPUの制限（GHz）。プロビジョニング済みCPUの制限(GHz)

プロビジョニングされるディスクの制限（GB
単位）。

プロビジョニング済みディスク(GB)

予約済み CPUの制限（GHz単位）。予約済みCPU時間(GHz)

予約済みメモリの制限（GB単位）。予約済みメモリの制限(GB)

スナップショットの最大制限（GB単位）。スナップショットの制限（GB）
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説明フィールド名

[非アクティブなVMのCPUとメモリのカウント]
チェックボックス。グループの非アクティブな

VMCPUまたはメモリデータをリソース制限の
計算に含めるには、チェックボックスをオンに

します。非アクティブな VM CPUまたはメモ
リデータをリソース制限の計算から除外するに

は、チェックボックスをオフにします。

[非アクティブなVMのCPUとメモリのカウント]
チェックボックス

OSリソース制限
OSリソース制限と物理リソース制限の設定は、パブリッククラウドではサポートさ
れていません。

（注）

CentOS（Community EnterpriseOperating System）
サーバの最大数。

CentOS

Windows 2008サーバの最大数。Windows Server 2008

Windows 7マシンの最大数。Windows 7

Windows XPマシンの最大数。Windows XP

Red Hatマシンの最大数。Red Hat

Ubuntuマシンの最大数。Ubuntu

FreeBSDマシンの最大数。FreeBSD

その他の Linux OSの最大数。その他のLinux

その他の OSの最大数。その他

物理リソース制限

サーバの最大数。物理サーバの最大数

サーバメモリの最大量。物理サーバの最大メモリ(GB)

サーバ CPUの最大数。物理サーバの最大CPU数

vFilerの最大数。vFilerの最大数

ストレージ領域の最大量。物理ストレージの最大容量(GB)
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ステップ 5 [保存]をクリックします。

管理者プロファイルの設定

管理者プロファイルの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザとグループ]を選択します。

ステップ 2 [ログインユーザ]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]をクリックします。

ステップ 4 [ユーザの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明フィールド名

ユーザタイプオプションとして [管理者]を選
択します。システム管理者は完全な権限を持ち

ます。

[ユーザタイプ]ドロップダウンリスト

ログイン名。デフォルトは adminです。ログイン名

adminのパスワード。パスワード

adminのパスワードを確認のためにもう一度入
力します。

パスワードの確認

管理者の電子メールアドレス。ユーザの連絡先メール

管理者の名。名

管理者の姓。姓

管理者の電話番号。電話番号

管理者の住所。住所

ステップ 5 [追加]をクリックします。
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管理者パスワードの変更

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザとグループ]を選択します。

ステップ 2 [ログイン名]列で、[admin]を選択します。

ステップ 3 [パスワードの変更]をクリックします。

ステップ 4 [パスワードの変更]ダイアログボックスで、adminユーザの新しいパスワードを入力し、確認のた
めにもう一度同じパスワードを入力します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

ユーザの追加

はじめる前に

グループを作成してからユーザを追加してください。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザとグループ]を選択します。

ステップ 2 [ログインユーザ]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ユーザの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明フィールド名

ユーザタイプを選択します。

ユーザグループに割り当てることが

できる管理者ユーザロールは、[グ
ループ管理者]ユーザタイプのみで
す。

（注）

ユーザタイプ

ユーザが属するグループまたはお客様の組織を

選択します。

ユーザグループ

ユーザのログイン名。ログイン名
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説明フィールド名

ユーザのパスワード。

ユーザに対して Lightweight Directory
Access Protocol（LDAP）認証を設定
している場合は、ローカルサーバで

はなく LDAPサーバでのみパスワー
ドが検証されます。

（注）

パスワード

ユーザのパスワードを確認のためにもう一度入

力します。

パスワードの確認

ユーザの電子メールアドレス。

電子メールアドレスは、サービスリ

クエストのステータスと承認につい

てグループ所有者に通知するために

必要です。

（注）

ユーザの連絡先メール

ユーザの名。名

ユーザの姓。姓

ユーザの電話番号。電話

ユーザの住所。住所

ステップ 5 [追加]をクリックします。

次の作業

メインウィンドウでユーザを選択して [プロファイル管理]をクリックした後で、必要に応じてそ
のユーザに複数のロールを割り当てることができます。

現在のオンラインユーザの表示

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザとグループ]を選択します。

ステップ 2 [現在のオンラインユーザ]タブを選択して、オンラインユーザのリストを表示します。ユーザ
名、IPアドレス、セッション開始時間、前回のデータアクセス、およびクライアントを表示でき
ます。
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ユーザアクセスプロファイルの管理

マルチロールのアクセスプロファイル

1人のユーザに複数のロールを割り当てることができます。その結果は、ユーザアクセスプロ
ファイルとしてシステムに反映されます。たとえば、1人のユーザが、グループ管理者兼すべて
のポリシー管理者として Cisco UCS Directorにログインすることもあります（両方のアクセスタ
イプが適切な場合）。

複数のプロファイルの中の 1つを、デフォルトのユーザアクセスプロファイルとして設定で
きます。

（注）

[プロファイル管理]機能を使用して、ユーザアクセスプロファイルの追加、編集、削除と、
ユーザアクセスプロファイルへのログインを実行できます。

（注）

ユーザアクセスプロファイルの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザとグループ]を選択します。

ステップ 2 [ログインユーザ]タブを選択します。

ステップ 3 リストからユーザを選択します。

ステップ 4 [プロファイル管理]をクリックします。

ステップ 5 [プロファイル管理]ウィンドウで、[追加 +]をクリックします。

ステップ 6 [アクセスプロファイル]への [エントリの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力し
ます。

説明フィールド名

プロファイル名。名前

プロファイルの説明。説明

ユーザロールタイプを選択します。タイプ

ユーザのグループを選択します。グループ
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説明フィールド名

これがデフォルトのユーザアクセスプロファ

イルである場合は、チェックボックスをオンに

します。デフォルトでない場合は、チェック

ボックスをオフにします。

デフォルトのプロファイル

ステップ 7 [送信]をクリックします。

次の作業

必要に応じて、追加のユーザアクセスプロファイルを作成します。

ユーザアクセスプロファイルの編集

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザとグループ]を選択します。

ステップ 2 [ログインユーザ]タブを選択します。

ステップ 3 リストからユーザを選択します。

ステップ 4 [プロファイル管理]をクリックします。

ステップ 5 [プロファイル管理]ウィンドウで、リストからユーザを選択します。

ステップ 6 [編集]をクリックします。

ステップ 7 [アクセスプロファイルエントリの編集]ダイアログボックスで、必要に応じて、[名前]、[説明]、
[タイプ]、[グループ]、または [デフォルトのプロファイル]フィールドを編集します。

ステップ 8 [送信]をクリックします。
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ユーザアクセスプロファイルの削除

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザとグループ]を選択します。

ステップ 2 [ログインユーザ]タブを選択します。

ステップ 3 リストからユーザを選択します。

ステップ 4 [プロファイル管理]をクリックします。

ステップ 5 [プロファイル管理]ウィンドウで、リストからユーザを選択します。

ステップ 6 [プロファイル管理]ダイアログボックスで、[削除]をクリックします。

プロファイルへのログイン

手順

ステップ 1 [Cisco UCS Directorログイン]ダイアログボックスで、[ユーザ名]フィールドに、ユーザ名をユー
ザ名：アクセスプロファイル名の形式で入力します。

たとえば、Alex：GrpAdminとなりま
す。

（注）

ステップ 2 [パスワード]フィールドにパスワードを入力します。

ステップ 3 [ログイン]をクリックします。

プロファイルの削除

システムで作成した最初のプロファイルがデフォルトプロファイルになります。デフォルトを別

のプロファイルに変更できます。新しいデフォルトプロファイルを使用する際は、ユーザ名とパ

スワードを入力してログインします。
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デフォルトのプロファイルの変更

手順

ステップ 1 ウィンドウの右上（[ログアウト]の左側）で、ユーザ名をクリックします。

ステップ 2 [ユーザ情報]ウィンドウで、[アクセスプロファイル]タブを選択します。

ステップ 3 ユーザプロファイルを選択し、[デフォルトプロファイルとして設定]をクリックします。
プロファイルは、追加または編集する際にデフォルトとして設定することもできま

す。

（注）

認証と LDAP 統合
認証の環境設定では、ローカル認証の場合はフォールバックの有無を指定できますが、LDAPの
場合はフォールバックは必ず付随します。 VeriSign ID保護（VIP）認証の環境設定では、フォー
ルバックを行わないように設定することもできます。

説明名前

認証はローカルのみ（CiscoUCSDirector）で行
われ、LDAPサーバでは行われません。

ローカル認証

認証は最初にローカルサーバ（Cisco UCS
Director）で行われます。ユーザがローカルサー
バに見つからなかった場合は、LDAPサーバが
チェックされます。

最初にローカル、その後LDAPにフォールバッ
ク

認証は最初にLDAPサーバで行われます。ユー
ザがLDAPサーバに見つからなかった場合は、
ローカルサーバ（CiscoUCSDirector）がチェッ
クされます。

最初にLDAP、その後ローカルにフォールバッ
ク

VIP認証サービス（2要素認証）が有効になり
ます。

VeriSign ID保護
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認証の環境設定の設定

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザとグループ]を選択します。

ステップ 2 [認証の環境設定]タブを選択します。

ステップ 3 [認証の環境設定]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

認証の環境設定を選択します。

次のいずれかを選択できます。

•ローカル認証

このオプションを選択した場合は、ステッ

プ 4に進みます。

•ローカルが最初、LDAPにフォールバック

• LDAPが最初、ローカルにフォールバック

• VeriSign ID保護

このオプションを選択した場合は、ステッ

プ 5に進みます。

[認証の環境設定]ドロップダウンリスト

アカウントの名前。[アカウント名]フィールド

LDAPディレクトリのタイプ。

次のいずれかを選択できます。

• Microsoft Active Directory

• OpenLDAP

[LDAPディレクトリのタイプ]ドロップダウ
ンリスト

ユーザ名。

LDAPディレクトリのタイプとして [OpenLDAP]
を選択した場合は、ユーザ名を次の形式で指定し

ます。

uid=users,ou=People,dc=ucsd,dc=com

ouでは、ディレクトリ階層内で他のすべてのユー
ザが格納されている場所を指定します。

[ユーザ名]フィールド

ユーザのパスワード。[パスワード]フィールド
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説明名前

ポート番号。[ポート番号]フィールド

LDAPサーバの IPアドレス。[サーバ]フィールド

ドメイン名。

LDAPディレクトリのタイプとして [OpenLDAP]
を選択した場合は、このドメイン名がユーザ名に

指定したドメインと一致する必要があります。

[ドメイン名]フィールド

既存のユーザおよびグループを修正できるように

するには、チェックボックスをオンにします。

[既存のユーザとグループの修正]チェックボッ
クス

Cisco UCS Directorへの LDAP接続をテストする
には、チェックボックスをオンにします。

[LDAPのテスト]チェックボックス

[アカウント名]フィールドと [サーバ]フィールドの値を変更し、認証が成功した場合、以
前に指定した LDAPサーバの Cisco UCS Directorに格納されている BaseDNが消去されま
す。ユーザおよびグループに関する情報は維持されます。

重要

ステップ 4 ローカル認証の場合は、[保存]をクリックします。

ステップ 5 [VeriSign ID保護]を選択した場合は、次の手順を実行します。
a) [参照]をクリックして VIP証明書をアップロードします。
証明書を探して選択し、[アップロード]をクリックします。

b) [パスワード]にパスワードを入力します。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

次の作業

認証の環境設定で LDAPを優先するように設定した場合は、LDAPクレデンシャルを設定する必
要があります。

LDAP 統合
LDAP統合を使用して、LDAPサーバのグループおよびユーザと Cisco UCS Directorを同期できま
す。 LDAP認証により、同期されたユーザが LDAPサーバを使用して認証できるようになりま
す。 LDAPのユーザおよびグループは、自動的に、または手動で同期できます。また、LDAP同
期はシステムタスクとしても利用可能です。
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グループまたはドメインユーザグループに所属していないユーザは、LDAPで [どのグループ
にも所属していないユーザ]として表示されます。これらのユーザは、CiscoUCSDirectorのド
メインユーザグループに追加されます。

（注）

ローカルに存在するユーザとグループは選択できません。また、Cisco UCS Directorで外部から同
期されるユーザとグループも選択できません。

LDAP 統合のルールと制限事項

グループ同期のルール

•選択した LDAPグループがすでに Cisco UCS Directorに存在し、ソースが [ローカル]タイプ
である場合は、同期中にグループが無視されます。

•選択した LDAPグループがすでに Cisco UCS Directorに存在し、グループのソースが [外部]
タイプである場合は、グループの説明と電子メールの属性が Cisco UCS Director内で更新さ
れます。

•高度な検索オプションを使用する場合は、手動検索の選択対象として最大 1000ユーザが表
示されます（可能な場合）。このオプションは、[LDAPの手動同期のリクエスト]をクリッ
クすると使用可能になります。

ユーザ同期のルール

•選択した LDAPグループがすでに Cisco UCS Directorに存在し、ソースが [ローカル]タイプ
である場合は、ユーザ

が同期中に無視されます。

•選択した LDAPグループがすでに Cisco UCS Directorに存在し、ソースのタイプが [外部]で
ある場合は、ユーザの名前、説明、電子メールなどの属性がそのユーザに合わせて更新され

ます。

ユーザ同期の制限事項

•ユーザパスワードはLDAPサーバから取得できません。代わりに、LDAPの同期中にユーザ
に対してランダムなパスワードが生成されます。

• 1人のユーザが複数のグループメンバーシップを所有していても、そのユーザが Cisco UCS
Directorで所有できるグループメンバーシップの数は 1つだけです。

LDAP同期のプロセスが済んだら、ユーザを適切なグループに割り当ててください。（注）
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LDAP 統合の管理

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザとグループ]を選択します。

ステップ 2 [LDAP統合]タブを選択して、LDAPサーバの同期のステータスを表示します。

ステップ 3 （任意） サーバを選択し、必要に応じて次のボタンをクリックして LDAP統合を管理します。

説明名前

検索するドメインの識別名を選択できます。

LDAP同期プロセスが完了すると、選択した組
織のすべてのユーザとグループが Cisco UCS
Directorに取得されます。このアクションは、
自動同期プロセスであるとも見なされます。

LDAPサーバの同期をシステムタス
クとして開始できます。詳細につい

ては、LDAP同期システムタスクの
実行, （55ページ）を参照してくだ
さい。

（注）

[ベースDNの検索]ボタン

LDAPサーバのオンデマンドの同期を有効にし
ます。このアクションでは、[ベース DNの検
索]で選択した組織のユーザとグループを同期
します。LDAPから追加されたグループとユー
ザは [外部]タイプとして表示されます。 Cisco
UCSDirectorによって追加されたグループとユー
ザは [ローカル]タイプとして表示されます。

[送信]をクリックしてサーバを同期します。

LDAPユーザの変更は即座に反映されます。
LDAP同期が処理された後、ユーザが
正しいグループに割り当てられてい

ることを確認してください。

（注）

ステップ 4に進みます。

LDAP同期のリクエスト

LDAPユーザとグループを取得するための基本
または高度な検索条件を指定できるダイアログ

ボックスが表示されます。

ステップ 6に進みます。

LDAPの手動同期のリクエスト
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ステップ 4 （任意） LDAP同期リクエストの場合は、IPアドレスやドメイン名を確認し、[送信]をクリック
します。

ステップ 5 （任意） LDAPの手動サーバ同期を選択した場合は、次のフィールドに入力します。

説明名前

チェックボックスをオンにすると、組織ユニッ

トごとの基本検索が有効になります。

オンにした場合は、ステップ 6に進みます。

[基本検索]フィールド

チェックボックスをオンにすると、高度な検索

が有効になります。

オンにした場合は、ステップ 8に進みます。

[詳細検索]フィールド

ステップ 6 基本検索の場合は、[選択]をクリックします。

ステップ 7 検索する識別名を選択して、[選択]をクリックします。

ステップ 8 高度な検索の場合は、[ユーザとグループの選択]ペインで、[ユーザフィルタとグループフィルタ]
の属性名を追加または編集します。

ステップ 9 [次へ]をクリックします。

ステップ 10 [LDAPグループ]と [LDAPユーザ]を選択します。

ステップ 11 [送信]をクリックして LDAPサーバを同期します。

LDAP 同期システムタスクの実行

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [システム]を選択します。

ステップ 2 [システムのタスク]を選択します。

ステップ 3 [フィルタ]フィールドに [LDAP]と入力します。

ステップ 4 [システムのタスク]テーブルから [LDAP同期タスク]を選択します。

ステップ 5 [今すぐ実行]をクリックします。

ステップ 6 （任意） [タスクの管理]をクリックすると、同期プロセスが有効または無効になります。
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シングルサインオン

Cisco UCS Directorには、単一ログインを利用したシングルサインオン機能があります。シング
ルサインオン機能を使用すると、ユーザはパスワードを何度も入力しなくても目的のアプリケー

ションにアクセスできます。単一ログイン機能が有効になっている場合、ユーザは目的のポータ

ルにログインして Cisco UCS Directorへアクセスすることが可能です。

Cisco UCS Directorでシングルサインオン機能を利用できるようになるのは、単一ログイン証
明書の登録後です。

（注）

シングルサインオンの有効化

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザとグループ]を選択します。

ステップ 2 [シングルサインオン]タブを選択します。

ステップ 3 [シングルサインオン]ペインで、[シングルサインオンの有効化]チェックボックスをオンにしま
す。

ステップ 4 [アップロードするファイルの選択]フィールドで、OneLogin証明書ファイルを参照して選択しま
す。

ステップ 5 [アップロード]をクリックします。

ステップ 6 アップロードが完了したら、[送信]をクリックします。

グループとお客様の組織のブランディング

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザとグループ]を選択します。

ステップ 2 [ユーザグループ]タブを選択します。

ステップ 3 ブランディングの対象となるグループを選択します。

ステップ 4 [ブランディング]をクリックします。

ステップ 5 [グループブランディング]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明フィールド名

ロゴイメージをアップロードするには、チェッ

クボックスをオンにします。

ステップ 6に進みます。

[ロゴイメージ]チェックボックス

アプリケーションヘッダーに表示されるアプリ

ケーションラベルをカスタマイズするには、

チェックボックスをオンにします。

ステップ 8に進みます。

[アプリケーションラベル]チェックボックス

ログアウト時に特定の URLに転送するには、
チェックボックスをオンにします。

ステップ 9に進みます。

[ログアウト時のURL転送]チェックボックス

カスタムリンクのブランディングを行うには、

チェックボックスをオンにします。

ステップ 10に進みます。

[カスタムリンク]チェックボックス

ステップ 6 [アップロードするファイルの選択]フィールドで、ロゴイメージのファイルを参照して選択しま
す。

ロゴイメージは PNG、JPG、または GIF形式にしてください。最適なイメージサイズ
は、幅 200ピクセル、高さ 100ピクセルです。ダウンロード時間の短縮のため、ファ
イルサイズを小さくすることをお勧めします。

（注）

ステップ 7 [アップロード]をクリックします。

ステップ 8 （任意） アプリケーションラベルの場合、少なくとも 1つのアプリケーションラベルを [ラベル
1]フィールドと [ラベル2]フィールドに入力します。

ステップ 9 （任意） [URL]フィールドに、ログアウトしたユーザを誘導する URLを入力します。

ステップ 10 （任意） 少なくとも最初の 2つのフィールドに入力します。

説明名前

カスタムリンク 1のラベル。[カスタムリンク1のラベル]フィールド

カスタムリンク 1の URL。[カスタムリンク1のURL]フィールド

カスタムリンク 2のラベル。[カスタムリンク2のラベル]フィールド

カスタムリンク 2の URL。[カスタムリンク2のURL]フィールド

ステップ 11 [送信]をクリックします。
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ログインページのブランディング
ログインページは、ドメイン名に関連したロゴが表示されるように設定できます。このようにす

ると、そのドメインからエンドユーザがログインすると、ログインページにカスタムロゴが表示

されます。ロゴの最適なイメージサイズは、255ピクセルを空白部分として考慮して、幅 890ピ
クセル、高さ 470ピクセルとなります。より速くダウンロードできるように、イメージサイズは
小さく保つことをお勧めします。

ブランディングする場合は、グループまたはお客様の組織のログインページを最初に設定（有

効化）する必要があります。

（注）

カスタムドメインロゴの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザとグループ]を選択します。

ステップ 2 [ログインページブランディング]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]をクリックします。

ステップ 4 [ドメインブランディング]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブランディングの対象となるドメイン名。[ドメイン名]フィールド

アップロードするロゴファイル。

ロゴの最適なイメージサイズは、幅

890ピクセル、高さ470ピクセル、余
白 255ピクセルです。ダウンロード
時間の短縮のため、イメージサイズ

を小さくすることをお勧めします。

（注）

[アップロードするファイルの選択]フィールド

チェックボックスをオンにすると、指定したド

メイン名のログインページのブランディングが

有効になります。

[カスタムドメインロゴ]チェックボックス

ステップ 5 [送信]をクリックします。
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第 4 章

システム管理設定の管理

この章は、次の内容で構成されています。

• 送信メールサーバの設定, 61 ページ

• 電子メールテンプレートの使用, 62 ページ

• 電子メールテンプレートのカスタマイズ, 63 ページ

• システムパラメータの設定（オプション）, 65 ページ

• ライセンスの更新, 67 ページ

• ライセンス使用状況の確認, 68 ページ

• ライセンス使用状況履歴の表示, 68 ページ

• リソース使用率のデータの表示, 69 ページ

• アプリケーションカテゴリの編集, 69 ページ

• ポータルのカスタマイズ, 70 ページ

• レポートのカスタマイズ, 74 ページ

• 詳細な制御, 74 ページ

• ユーザメニュー, 76 ページ

• ユーザ権限の設定, 77 ページ

• システムタスクの管理, 77 ページ

• アイコンの管理, 82 ページ

• サポート情報, 85 ページ

送信メールサーバの設定
Cisco UCS Directorからのすべての送信電子メールに SMTPサーバが必要です。
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手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [システム]を選択します。

ステップ 2 [電子メール設定]タブを選択します。

ステップ 3 [電子メール設定]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

送信 SMTPサーバアドレス。[送信電子メールサーバ(SMTP)]フィールド

送信 SMTPサーバポート番号。[送信SMTPポート]フィールド

ユーザ ID。[送信SMTPユーザ]フィールド

ユーザのパスワード。[送信SMTPパスワード]フィールド

送信者のメールアドレス。[アドレス]フィールド

Cisco UCS Director仮想アプライアンスの IPア
ドレスまたは DNS名。このフィールドは、電
子メールでユーザワークフローアクションの

適切なリンクを作成するために使用します。

[テスト電子メールの送信]チェックボックス。
現在の電子メール設定をチェックするには、こ

のチェックボックスをオンにします。

[CloupiaサーバIPアドレス]フィールド

ステップ 4 [保存]をクリックします。

電子メールテンプレートの使用
Cisco UCS Directorに備えられた通知メカニズムを使用して、特定のイベントが発生したときに電
子メールが管理者に送信されるように設定できます。たとえば、VMがプロビジョニングされる
と通知されるように設定します。また、承認が必要な場合に、電子メール通知が管理者またはグ

ループ管理者に送信されるようにすることができます。電子メールのメッセージ以外に、フォン

ト、色、表の枠線などの書式設定や表示方法を編集できます。

電子メールテンプレートは、サーバアプライアンスのファイルシステムで、HTML形式で利用
できます。テンプレートは次の場所から取得できます。

/opt/infra/inframgr/EmailTemplates

サーバアプライアンスにログインして、ファイルシステムにアクセスし、電子メール通知の電子

メールメッセージまたは書式設定のスタイルをカスタマイズできます。
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利用可能な電子メールテンプレートと、それに対応する編集可能なHTMLファイルは次のとおり
です。

HTML ファイル名テンプレート名

LifeCycleNotificationEmailTemplate.htmlライフサイクル通知電子メールテン

プレート

FailureNotificationEmailTemplate.htmlエラー通知電子メールテンプレート

CreateVMNotificationEmailTemplate.htmlCreateVM通知電子メールテンプレー
ト

TriggerNotificationEmailTemplate.htmlトリガー通知電子メールテンプレー

ト

UserVMActionNotificationEmailTemplate.htmlユーザ VMアクション通知電子メー
ルテンプレート

WorkflowNotificationEmailTemplate.htmlワークフロー通知電子メールテンプ

レート

NotificationEmailSender.htmlVMプロビジョニング通知電子メール
テンプレート

TechnicalEmailSender.html技術的通知電子メールテンプレート

電子メールテンプレートのカスタマイズ

はじめる前に

•このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

•電子メールテンプレートを編集する前に、バックアップを作成してください。これにより、
後で元のテンプレートに戻すことができます。

手順

ステップ 1 サーバアプライアンスのファイルシステムにある [電子メールテンプレート]フォルダに移動しま
す。
[root@xyz] # cd opt
[root@xyz opt] # cd infra
[root@xyz infra] # cd inframgr
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[root@xyz inframgr] # cd EmailTemplates
[root@xyz EmailTemplates] #

ステップ 2 lsコマンドを実行して、使用可能な電子メールテンプレートとそれに対応するHTMLバージョン
のリストを表示します。

ステップ 3 カスタマイズするテンプレートファイルを開きます。
[root@xyz] # vi LifecycleNotificationEmailTemplate.html

必ずテンプレートの .htmlバージョンを開いてください。 XMLファイルは編集しないで
ください。

重要

ステップ 4 カスタマイズするフィールドを編集します。

テンプレートに含まれている Javaコード関連情報やコール名は変更しないでください。

電子メールテンプレートはさまざまな言語でサポートされています。この多言語サポー

トは、各パラメータの rbutil.getstringフレーズで定義されています。テンプレートの編
集中にこの文字列を削除してしまうと、現在のテンプレートに加えた変更が他の言語では

利用できなくなります。

重要

ステップ 5 ファイル権限はデフォルトの権限と同じにしてください。

電子メールテンプレートの編集の例

[root@xyz] # cd opt
[root@xyz opt] # cd infra
[root@xyz infra] # cd inframgr
[root@xyz inframgr] # cd EmailTemplates
[root@xyz EmailTemplates] # ls

LifeCycleNotificationEmailTemplate.html
LifeCycleNotificationEmailTemplate.xml
FailureNotificationEmailTemplate.html
FailureNotificationEmailTemplate.xml
CreateVMNotificationEmailTemplate.html
CreateVMNotificationEmailTemplate.xml
TriggerNotificationEmailTemplate.html
TriggerNotificationEmailTemplate.xml
UserVMActionNotificationEmailTemplate.html
UserVMActionNotificationEmailTemplate.xml
WorkflowNotificationEmailTemplate.html
WorkflowNotificationEmailTemplate.xml
NotificationEmailSender.html
NotificationEmailSender.xml
TechnicalEmailSender.html
TechnicalEmailSender.xml

[root@xyz inframgr] # vi CreateVMNotificationEmailTemplate.html

<head>
<style type='text/css'>\r\n
out.println(".c1 {font-weight: normal;\r\ntext-align: left;\r\nfont-size: 8pt;\r\nfont-family:
Verdana, Arial, sans-serif}\r\n");
out.println(".c2 {font-weight: bold;\r\ntext-align: left;\r\nfont-size: 8pt;\r\nfont-family:
Verdana, Arial, sans-serif}\r\n");
</style>
</head>

<body bgcolor=#ffffff>
<table class='c1' border=0 cellspacing=2 cellpadding=1 width=100%>
<tr>

<td bgcolor=#BFDBFD><b> + rbutil.getstring ("System.string.ET.vm.id")</b></td>
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<td bgcolor=#BFDBFD><b> + rbutil.getstring ("System.string.ET.Cloud.name")</b></td>
<td bgcolor=#BFDBFD><b> + rbutil.getstring ("System.string.ET.instance.name")</b></td>
<td bgcolor=#BFDBFD><b> + rbutil.getstring ("System.string.ET.ip.address")</b></td>
<td bgcolor=#BFDBFD><b> + rbutil.getstring ("System.string.ET.hostname")</b></td>
</tr>
<Cloupia:ReportScript>

var dataObject = request.getDataObject();

for(var i = 0; i< dataObject.size(); i =i+1)
{
var vmc = dataObject.get(i);

println("<tr>");

println("<td bgcolor=#ffffff>");
println(""+vmc.gvm.getVmId());
println("</td>");

println("<td bgcolor=#ffffff>");
println(""+vmc.gvm.getAccountName());
println("</td>");

println("<td bgcolor=#ffffff>");
println(""+vmc.gvm.getInstanceId());
println("</td>");

println("<td bgcolor=#ffffff>");
println(""+vmc.gvm.getHostName());
println("</td>");

println("<td bgcolor=#ffffff>");
println(""+vmc.gvm.getIpAddress());
println("</td>");

println("</tr>");

}

</Cloupia:ReportScript>

</table>

</td></tr></table>
</body>

[root@xyz EmailTemplates]# ls -l *html
-rw-r--r-- 1 root root 7040 Mar 27 02:59 CreateVMNotificationEmailTemplate.html
-rw-r--r-- 1 root root 4674 Mar 27 02:59 FailureNotificationEmailTemplate.html
-rw-r--r-- 1 root root 1569 Mar 27 02:59 LifeCycleNotificationEmailTemplate.html
-rw-r--r-- 1 root root 12753 Mar 27 02:59 NotificationEmailSender.html
-rw-r--r-- 1 root root 8946 Mar 27 02:59 TechnicalEmailSender.html
-rw-r--r-- 1 root root 4387 Mar 27 02:59 TriggerNotificationEmailTemplate.html
-rw-r--r-- 1 root root 3946 Mar 27 02:59 UserVMActionNotificationEmailTemplate.html
-rw-r--r-- 1 root root 4517 Mar 27 02:59 WorkflowNotificationEmailTemplate.html

システムパラメータの設定（オプション）

システムパラメータの設定

システムパラメータを編集するのは、そのデフォルト値を変更する必要がある場合のみとしてく

ださい。
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手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [システム]を選択します。

ステップ 2 [システムパラメータ]タブを選択します。

ステップ 3 [システム]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

VMデータをシステムに保持する日数（ユーザ
定義）。

[削除したVMのデータを保持する日数]フィー
ルド

すべてのイベントをシステムに保持する日数

（ユーザ定義）。

指定した期間を超えたイベントは削

除されます。

（注）

[イベントを保持する日数]フィールド

インベントリの傾向データまたは履歴データ

（CPU、ストレージ、メモリの使用状況など）
をシステムに保持する日数（ユーザ定義）。

このデータはレポートに使用されま

す。

（注）

[傾向データを保持する日数]フィールド

VMの計測記録をシステムに保持する日数を選
択します。

このデータは VMとそのリソースに
固有です。

（注）

[計測データを保持する日数]ドロップダウンリ
スト

VMロックコントロールのURLを指定します。

このファイルはXML形式である必要
があります。

（注）

[URLからのVMロックコントロールのダウン
ロード]フィールド

使用する通貨のタイプを選択します。

使用可能な通貨は、[US]、[EURO]、[GBP]、
[KRW]、[CAD]、[CHF]、[CLP]、[NR]、[JPY]、
[AUD]、[NZD]、[SGD]、[HKD]、[MYR]、
[MXN]、[BRL]、[AED]、[DKK]、[SEK]、
[KWD]、[CYN]、[RUB]、[ZAR]、および [その
他]です。

[通貨]ドロップダウンリスト

通貨名を（1つだけ）入力します。

このフィールドは、通貨として [その
他]を選択した場合に表示されます。

（注）

[通貨]フィールド

通貨の小数点以下の桁数を選択します。 0～ 5
桁の範囲で指定できます。

[通貨の精度(小数点以下の桁数)]ドロップダウ
ンリスト
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説明名前

資金の利用可能状況をチェックする間隔を選択

します。

[資金利用可能状況チェック間隔（分）]ドロッ
プダウンリスト

ステップ 4 [保存]をクリックします。

インフラストラクチャシステムパラメータの設定（オプション）

仮想システムインフラストラクチャリソースおよび物理システムインフラストラクチャリソー

スをポーリングするためのパラメータを設定できます。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [システム]を選択します。

ステップ 2 [インフラストラクチャシステムパラメータ]タブを選択します。

ステップ 3 入力ボックスに、システムインフラストラクチャの傾向データを保持する日数を入力します。デ

フォルトは 30日です。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

ライセンスの更新
製品認証キー（PAK）を使用してライセンスを更新できます。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ライセンス]を選択します。

ステップ 2 [ライセンスキー]タブを選択します。

ステップ 3 [ライセンスの更新]オプションをクリックします。
[PAKの更新]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [参照]をクリックして PAKライセンスファイルに移動し、選択します。

ステップ 5 [アップロード]をクリックして PAKライセンスファイルをアップロードします。
ライセンスファイルがアップロードされない場合は、チェックボックスをオンにし、

ライセンステキストをコピーしてライセンステキストフィールドに貼り付けます。

（注）

ステップ 6 [送信]をクリックします。
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ライセンスが更新されました。

ライセンス使用状況の確認
[ライセンス使用状況]ページには、使用中のライセンスおよびライセンス制限、使用可能数量、
ステータス、コメントを含む各ライセンスの詳細が表示されます。ライセンス監査もこのページ

から実行できます。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ライセンス]を選択します。

ステップ 2 [ライセンス使用状況]タブを選択します。

ステップ 3 Cisco UCS Directorアプライアンスを選択します。

ステップ 4 （オプション）ライセンス監査を実行するには、[ライセンス監査の実行]をクリックします。

ステップ 5 [ライセンス監査の実行]ダイアログボックスで、[送信]をクリックします。このプロセスの実行
には数分かかります。

ライセンス使用状況履歴の表示
ネットワークリソースの利用状況を把握するために、ライセンス済みのネットワークコントロー

ラとストレージコントローラ、サーバ、サーバとデスクトップのVM、およびSmallPodとMedium
Podの数を経時的にトラッキングできます。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ライセンス]を選択します。

ステップ 2 [ライセンス使用状況履歴]タブを選択します。
次のリソースカテゴリのライセンス使用状況履歴がタイムスタンプとともに表示されます。

•ネットワークコントローラ

•ストレージコントローラ

•サーバ

•サーバ VM

•デスクトップ VM

• Small Pod
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• Medium Pod

リソース使用率のデータの表示
環境内のリソースの使用率を表示できます。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ライセンス]を選択します。

ステップ 2 [リソース使用率のデータ]タブを選択します。
利用可能なレポートのカテゴリは次のとおりです。

•リソース名：Cisco UCS Directorに関連付けられた利用可能なリソースの名前。

•リソース数：利用可能なリソースの数。

アプリケーションカテゴリの編集
Cisco UCS Directorを使用してプロビジョニングされたすべてのVMは、そのタイプに基づいて分
類されます。VMのタイプは、Webサーバ、データベース、アプリケーションサーバなどの場合
があります。 Cisco UCS Directorには、検出された VMに関する別のカテゴリもあります。

次に、使用または編集できるアプリケーションカテゴリを示します。

•検出された VM

•汎用 VM

• Webサーバ

•アプリケーションサーバ

•データベース

•アプリケーション：CPUを大量に使用

•アプリケーション：メモリを大量に使用

•アプリケーション：ディスクを大量に使用

•アプリケーション：ネットワークを大量に使用

•その他のアプリケーション 1
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•その他のアプリケーション 2

•その他のアプリケーション 3

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [システム]を選択します。

ステップ 2 [アプリケーションカテゴリ]タブを選択します。

ステップ 3 アプリケーションカテゴリを選択します。

ステップ 4 [編集]をクリックします。

ステップ 5 [カテゴリの編集]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

システムによってカテゴリに付けられた数値。[カテゴリID]表示のみのフィールド

カテゴリタイプ。[カテゴリラベル]フィールド

VMとホストの名称。[カテゴリコード]フィールド

カテゴリの説明。[説明]表示のみのフィールド

デフォルトでは、このチェックボックスはオン

になっています。

[有効になっているカテゴリ]表示のみのチェッ
クボックス

アルゴリズムを選択します。[デフォルトのスマート割り当てアルゴリズム]
ドロップダウンリスト

ステップ 6 [送信]をクリックします。

ポータルのカスタマイズ
Self-Service Portalはカスタマイズが可能です。ブランディングおよびユーザインターフェイス関
連の変更のために、ロゴ、ログインページ、ホームページなどをカスタマイズできます。

ログインページとバックグラウンドイメージのカスタマイズ

カスタムイメージをアップロードして、ログインページとバックグラウンドイメージを変更で

きます。
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手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザインターフェイス設定]を選択します。

ステップ 2 [ログインページ]をクリックします。

ステップ 3 [カスタマイズ可能なログインページの使用]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [ロゴイメージとバックグラウンドイメージ]ペインで、項目を選択するか、[追加]をクリックし
て、ロゴイメージまたはバックグラウンドイメージを追加します。

ステップ 5 [送信]をクリックします。

アプリケーションロゴのカスタマイズ

カスタムイメージをアップロードして、ホームページのアプリケーションロゴをカスタマイズで

きます。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザインターフェイス設定]を選択します。

ステップ 2 [アプリケーションのロゴ]タブを選択します。

ステップ 3 [イメージ]ペインで、イメージを選択するか、[追加]をクリックして、リストされていない新し
いイメージを追加します。

ステップ 4 [送信]をクリックします。

ファビコンのカスタマイズ

ブラウザのアドレスバーまたはブックマークされたページ名の横に表示されるお気に入りアイコ

ン（ファビコン）はカスタマイズ可能です。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザインターフェイス設定]を選択します。

ステップ 2 [ファビコン]タブを選択します。

ステップ 3 [イメージラベル]列で、イメージを選択するか、[追加]をクリックしてリストにない新しいイメー
ジを追加します。

ステップ 4 [送信]をクリックします。
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アプリケーションヘッダーのカスタマイズ

お客様のロゴの横にある Self-Service Portalのラベルは、既存のラベルの変更によりカスタマイズ
できます。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザインターフェイス設定]を選択します。

ステップ 2 [アプリケーションヘッダー]タブを選択します。

ステップ 3 [アプリケーションヘッダー]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ヘッダーセクションを非表示にするには、

チェックボックスをオンにします。オンにする

と、ロゴイメージ、アプリケーション名、およ

び [ログアウト]などのリンクを含むヘッダーが
非表示になります。

[全ヘッダーを非表示]チェックボックス

製品名の続き。[製品名]フィールド

製品名の続き。[製品名の2行目]フィールド

チェックボックスをオンにすると、ヘッダーの

[バージョン情報]リンクが有効になります。
チェックボックスをオフにすると、ヘッダーの

[バージョン情報]リンクが無効になります。

[[バージョン情報]ダイアログの有効化]チェッ
クボックス

管理者ポータル

管理者ポータルのカスタムリンクラベル 1。[カスタムリンク1のラベル]フィールド

管理者ポータルのカスタムリンク URL 1。[カスタムリンク1のURL]フィールド

管理者ポータルのカスタムリンクラベル 2。[カスタムリンク2のラベル]フィールド

管理者ポータルのカスタムリンク URL 2。[カスタムリンク2のURL]フィールド

エンドユーザポータル

エンドユーザポータルのカスタムリンクラベ

ル 1。
[カスタムリンク1のラベル]フィールド

エンドユーザポータルのカスタムリンク URL
1。

[カスタムリンク1のURL]フィールド
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説明名前

エンドユーザポータルのカスタムリンクラベ

ル 2。
[カスタムリンク2のラベル]フィールド

エンドユーザポータルのカスタムリンク URL
2。

[カスタムリンク2のURL]フィールド

ステップ 4 [保存]をクリックします。

日付表示のカスタマイズ

さまざまな日付表示形式がサポートされています。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザインターフェイス設定]を選択します。

ステップ 2 [日付の表示]タブを選択します。

ステップ 3 日付形式を編集します。

ステップ 4 必要に応じて、[タイムゾーンの非表示]をクリックしてユーザインターフェイスからタイムゾー
ン表示を非表示にします。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

カラーテーマのカスタマイズ

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザインターフェイス設定]を選択します。

ステップ 2 [カラーテーマ]タブを選択します。

ステップ 3 ドロップダウンリストから、使用可能なテーマスタイルを選択します。

ステップ 4 [保存]をクリックします。
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ログアウト時のリダイレクト先のカスタマイズ

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザインターフェイス設定]を選択します。

ステップ 2 [ログアウトリダイレクト]タブを選択します。

ステップ 3 URLを入力します。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

レポートのカスタマイズ
レポートのカスタマイズにより、カスタムラベルの作成や、使用可能なレポートの非表示などが

可能です。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザインターフェイス設定]を選択します。

ステップ 2 [レポートのカスタマイズ]タブを選択します。

ステップ 3 レポートを選択します。

ステップ 4 [編集]をクリックします。

ステップ 5 ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

レポートを非表示にするには、チェックボック

スをオンにします。レポートを表示するには、

チェックボックスをオフにします。

[レポートを非表示]チェックボックス

必要に応じたレポートの新しいラベル。[新しいラベル]フィールド

ステップ 6 [保存]をクリックします。

詳細な制御
詳細な制御を使用して、Cisco UCS Directorの一部のプロパティを有効化または無効化できます。
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詳細な制御の有効化

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [システム]を選択します。

ステップ 2 [詳細な制御]タブを選択します。

ステップ 3 次の手順を実行します。

説明名前

チェックボックスをオンにすると、仮想インフ

ラストラクチャモニタリング、物理インフラス

トラクチャモニタリング、および外部クラウド

モニタリングが有効になります。

必要に応じて、このカテゴリの追加のチェック

ボックスをすべてオンにします。

[モニタリング]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、VM計測機
能のモニタリングが有効になります。

VM計測機能を無効にした場合、
チャージバックは機能しません。

（注）

[リソースの計測]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、仮想および

物理インフラストラクチャイベントが有効にな

ります。

[イベントのモニタリング]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、仮想インフ

ラストラクチャのヒートマップレポートの生

成が有効になります。

[ヒートマップレポートコンピューティング]
チェックボックス

仮想アセスメントに関するレポートを生成する

には、チェックボックスをオンにします。

[自動アセスメント]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、さまざまな

ホストパラメータについて、4時間ごとにホス
トの負荷指標を計算できます。

これらの指標は、カタログの適応型プロビジョ

ニングに使用されます。指標が低い場合、ホス

トがプロビジョニングに使用される可能性が高

くなることを示します。このプロセスは、特定

の VDCのコンピューティングポリシーに従っ
て機能します。

[適応型プロビジョニング指標付け]チェック
ボックス
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説明名前

チェックボックスをオンにすると、管理者が指

定した時間が経過した後、VDCの非アクティブ
な（電源がオフの）VMを削除できるようにな
ります。このプロパティは、VDCの [非アク
ティブなVMを削除するまでの期間]フィールド
に関連付けられています。

デフォルトでは、このプロパティ

ボックスはオフになっています。

（注）

[非アクティブなVMをVDCポリシーに基づいて
削除]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、リモートで

の実行が管理上有効になります。

[システムタスクのリモート処理]チェックボッ
クス

チェックボックスをオンにすると、Cisco UCS
Directorでサービスプロバイダーが有効になり
ます。

[サービスプロバイダー機能の有効化（システ
ムの再起動が必要）]チェックボックス

ステップ 4 [送信]をクリックします。

ユーザメニュー
標準的なユーザロールで利用できるデフォルトのメニュー操作とは別に、個々のユーザロールに

合わせてメニュー操作をカスタマイズすることが可能です。

使用できるメニュー設定は、ユーザ権限によって異なります。たとえば、メニュー操作を表

示または実行できるのは、読み取り/書き込み権限が与えられた場合だけです。
（注）
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ユーザメニューの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [システム]を選択します。

ステップ 2 [メニュー設定]タブを選択します。

ステップ 3 ドロップダウンリストから、ユーザロールを選択します。

ステップ 4 メニューチェックボックスをオンまたはオフにしてそのロールにメニューを許可するか、[デフォ
ルトにリセット]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [送信]をクリックします。

ユーザ権限の設定

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [システム]を選択します。

ステップ 2 [ユーザの権限]タブを選択します。

ステップ 3 ドロップダウンリストから、ユーザロールを選択します。

ステップ 4 [許可されている操作]ダイアログボックスで、選択したユーザロールの読み取り操作と書き込み
操作を表示できます。

ステップ 5 チェックボックスをオンまたはオフにして個々のロールに読み取り操作と書き込み操作を許可す

るか、[デフォルトにリセット]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [送信]をクリックします。

システムタスクの管理
マルチノードの設定により、実行されるシステムタスクと、それを実行するサービスノードが定

義されます。

データ収集などのシステムタスクの処理は、VMサービスノードに委任できます。ノードの数
は、処理タスクの規模によって異なります。
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すべてのリモート VMノードに Cisco UCS Directorがインストールされ、かつそれらの VM
ノードでマルチノードの設定が行われていることを確認してください。詳細については、Cisco
UCS Directorのインストールとアップグレードに関するガイドを参照してください。

（注）

ノードプールの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [システム]を選択します。

ステップ 2 [サービスノード]タブを選択します。

ステップ 3 [サービスノードプール]アイコンをクリックします。 [サービスノードプール]ダイアログボック
スが表示されます。

ステップ 4 [+]（プラス）アイコンをクリックします。 [サービスノードプールにエントリを追加]ダイアログ
ボックスが表示されます。

ステップ 5 [名前]フィールドに、ノードプール名を入力します。

ステップ 6 （オプション）[説明]フィールドに、ノードプール名の説明を入力します。

ステップ 7 [送信]をクリックします。ノードプールが作成されます。

システムタスクポリシーの作成

どのノードでどのシステムタスクが実行されているかを後で確認できるように、システムタスク

をシステムタスクポリシーにグループ化できます。

デフォルトのシステムタスクポリシー以外に、管理者が 1つ以上のポリシーが必要であると
判断したときに、新しいシステムタスクポリシーが作成されます。

（注）
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手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [システム]を選択します。

ステップ 2 [システムタスクポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]アイコンをクリックします。 [追加]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [名前]フィールドに、システムタスクポリシーに割り当てた名前を入力します。

ステップ 5 （任意） [説明]フィールドに、システムタスクポリシーの説明を入力します。

ステップ 6 [ノードプール]ドロップダウンリストから、該当するシステムタスクポリシーが属するノード
プールを選択します。

ステップ 7 [送信]をクリックします。選択したノードプールが新規に作成したシステムタスクポリシーに
属します。

ノードプールのシステムポリシータスクへの割り当て

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [システム]を選択します。

ステップ 2 [システムタスクポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [名前]列から既存のシステムタスクポリシーを選択し、[編集]アイコンをクリックします。 [編
集]ダイアログボックスが表示されます。

デフォルトのシステムタスクポリシーを使用する場合は、このポリシーにサービス

ノードを割り当てることができます。デフォルト以外のポリシーを設定する場合は、

システムタスクポリシーの作成, （78ページ）の項を参照してください。

（注）

ステップ 4 [システムタスクポリシー]の該当するシステムタスクポリシーが属するノードプールを [ノード
プール]ドロップダウンリストから選択します。

ステップ 5 [送信]をクリックします。選択したノードプールがシステムタスクポリシーに属するようにな
ります。
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サービスノードの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [システム]を選択します。

ステップ 2 [サービスノード]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [サービスノード]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

サービスノードの名前を入力します。[ノード名]フィールド

サービスは該当するノードのロールとして表さ

れます。

[ロール]フィールド

デフォルトのサービスノードプールが選択さ

れています。

[サービスノードプール]ドロップダウンリスト

サービスノードのDNS名または IPアドレスを
入力します。

このフィールドでは、プライマリ

ノードの IPアドレスを使用すること
はできません。有効なサービスノー

ドのDNS名または IPアドレスを入力
してください。

（注）

[DNS名]フィールド

サービスノードの説明。[説明]フィールド

[http]（デフォルト）または [https]を選択しま
す。

[プロトコル]ドロップダウンリスト

デフォルトでは、ハイパーテキスト転送プロト

コル（HTTP）のデフォルトのTCPポート80が
入力されています。必要に応じて、別の TCP
ポートを入力します。

[ポート]フィールド
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説明名前

デフォルトでは、infraUserというユーザ名が入
力されています。 infraUserは、デフォルトで作
成されるユーザアカウントです。このユーザ

アカウントを確認する場合は、メニューバーで

[管理] > [ユーザとグループ]を選択します。 [ロ
グインユーザ]タブを選択して、[ログイン名]
列でユーザアカウント infraUserを探します。

ユーザ名 InfraUserは、UCS Director
システム自体にログインするデフォ

ルトの管理者ユーザではありません。

（注）

このフィールドには、別のユーザ名を追加でき

ます。このユーザのAPIキーは、サービスノー
ドでの認証に使用されます。

[ユーザ名]フィールド

ステップ 5 [送信]をクリックします。

システムポリシーのシステムタスクへの割り当て

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [システム]を選択します。

ステップ 2 [システムのタスク]タブを選択します。

ステップ 3 システムタスクが含まれているフォルダを選択します。フォルダの矢印をクリックしてタスクを

展開します。

128のシステムタスクを使用できま
す。

（注）

ステップ 4 タスクを選択し、[タスクの管理]アイコンをクリックします。 [タスクの管理]ダイアログボック
スが表示されます。

ステップ 5 [タスクの実行]ドロップダウンリストから、[有効化]を選択します。

ステップ 6 [システムタスクポリシー]ドロップダウンリストから、システムポリシーを選択します。

ステップ 7 [送信]をクリックします。選択したシステムポリシーにシステムタスクが割り当てられます。
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システムタスクの実行

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [システム]を選択します。

ステップ 2 [システムのタスク]タブを選択します。

ステップ 3 リストからタスクを選択します。

ステップ 4 [今すぐ実行]をクリックします。選択したタスクの情報が更新されます。

システムタスクの無効化

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [システム]を選択します。

ステップ 2 [システムのタスク]タブを選択します。

ステップ 3 システムタスクが含まれているフォルダを選択します。フォルダの矢印をクリックしてタスクを

展開します。

128のシステムタスクを使用できま
す。

（注）

タスクを選択し、[タスクの管理]アイコンをクリックします。 [タスクの管理]ダイアログボック
スが表示されます。

ステップ 4 [タスクの実行]ドロップダウンリストから [無効]を選択します。

ステップ 5 [送信]をクリックします。

アイコンの管理
Cisco UCS Directorは、カタログアイコンのカスタマイズと管理をサポートします。各アイコン
セットには、多くのイメージが含まれています。アイコンセット内のイメージは、カタログ作成

フォームで使用できるアイコンにそれぞれ対応しています。

次の 4つのアイコンセットが事前設定されています。

•コンテナカタログアイコンセット

•詳細カタログアイコンセット

•標準カタログアイコンセット
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• VDIカタログアイコンセット

アイコンの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザインターフェイス設定]を選択します。

ステップ 2 [アイコン管理]タブを選択します。

ステップ 3 アイコンセットカテゴリを選択します。

ステップ 4 [アイコンイメージ]をクリックします。

ステップ 5 [アイコンイメージの管理]ウィンドウで、[追加]（+）をクリックします。

ステップ 6 [アイコンイメージへのエントリの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

イメージの新しいラベル。このラベルは、カタ

ログ作成時にアイコンのドロップダウンリスト

の設定に使用されます。

[イメージラベル]フィールド

イメージの説明。[説明]フィールド

ファイルを参照してアップロードします。[アップロードするファイルの選択]フィールド
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アイコンの編集

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザインターフェイス設定]を選択します。

ステップ 2 [アイコン管理]タブを選択します。

ステップ 3 アイコンカテゴリを選択します。

ステップ 4 [アイコンイメージ]をクリックします。

ステップ 5 [アイコンイメージの管理]ウィンドウで、アイコンのイメージを選択して編集します。

ステップ 6 [編集]（鉛筆）をクリックします。

ステップ 7 [アイコンイメージエントリの編集]ダイアログボックスで、[説明]を編集します。

ステップ 8 [参照]をクリックしてアップロードする置換ファイルを選択し、イメージを参照します。

ステップ 9 [アップロード]をクリックします。

ステップ 10 アップロードが完了したら、[送信]をクリックします。

アイコンの削除

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザインターフェイス設定]を選択します。

ステップ 2 [アイコン管理]タブを選択します。

ステップ 3 [アイコンイメージの管理]ウィンドウで、アイコンのイメージを選択して [削除]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 4 [削除]（X）をクリックします。
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アイコンのプレビュー

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザインターフェイス設定]を選択します。

ステップ 2 [アイコン管理]タブを選択します。

ステップ 3 [アイコンイメージ]をクリックします。

ステップ 4 [アイコンイメージの管理]ウィンドウで、アイコンのイメージを選択してプレビューします。

ステップ 5 [情報]アイコンをクリックしてイメージをプレビューします。

サポート情報
CiscoUCSDirectorサポートでは、ライセンスステータス、データベーステーブル、バージョン、
リソース使用状況、ログ、トラブルシューティング用のデバッグプロセスを含む、基本システム

情報および詳細システム情報が提供されます。

サポート情報の表示

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [サポート情報]を選択します。

ステップ 2 [システム情報]タブを選択します。

ステップ 3 [システム情報とログのリンクページ]リンクをクリックします。 [Cisco UCS Director製品のシス
テム情報]ウィンドウが表示されます。

システム情報の表示

基本システム情報には、バージョン、稼働時間、サービスステータス、システムライセンスス

テータス、使用状況、コンピューティングアカウントステータス、コンピューティングサーバ

ステータス、ストレージアカウントステータス、システムカタログ、ネットワークデバイスス

テータス、クラウドステータスなどがあります。

詳細システム情報には、基本システム情報に加えて、データベーステーブルサマリー、製品構

成、上位プロセス情報などのほか、プロセッサ、メモリ、ディスク、ログファイル、ネットワー
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ク、ログインなどの情報が含まれます。システムタスクステータス、クラウドインベントリ、

モニタリングステータスも確認できます。

ログの表示

ドロップダウンリストからいずれかのログファイルを選択できます。 [ログの表示]をクリックす
ると、ログの末尾数行を表示できます。

ログのダウンロード

[すべてのログのダウンロード]をクリックして、Zip形式ですべてのログファイルをダウンロー
ドできます。

デバッグログの開始

デバッグロギングにより、最長 30分間のデバッグログをログファイルに記録できます。

手順

ステップ 1 [デバッグロギングの開始]をクリックします。

ステップ 2 デバッグが完了したら、[デバッグロギングの停止]をクリックします。

ステップ 3 [HH.MM.SS]（時間）から [デバッグログのダウンロード]をクリックして、ファイルをダウンロー
ドします。
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第 5 章

統合設定の管理

この章は、次の内容で構成されています。

• 構成管理データベースの統合, 87 ページ

• 計測データのエクスポート, 88 ページ

• レコードの変更, 89 ページ

• システムログ, 89 ページ

• ストレージと OVFのアップロード, 90 ページ

• 多言語のサポート, 91 ページ

構成管理データベースの統合
構成管理データベース（CMDB）は、システム内の変更の追跡と管理に使用されます。CMDBで
は、通常、仮想マシン（VM）、サービスリクエスト、グループなどのリソースのADD、DELETE、
またはMODIFYイベントタイプが表示されます。

CMBD 統合の設定

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [統合]を選択します。

ステップ 2 [CMDB統合設定]タブを選択し、次のフィールドに入力します。

説明名前

変更レコードをFTPサーバにエクスポートする
には、チェックボックスをオンにします。

[FTPサーバにエクスポート]チェックボックス
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説明名前

CSVまたは XMLのいずれかのエクスポート形
式を選択します。

[エクスポート形式]ドロップダウンリスト

FTPサーバアドレス。[FTPサーバ]フィールド

FTPサーバポート番号。[FTPポート]フィールド

FTPユーザ ID。[FTPユーザ]フィールド

FTPユーザパスワード。[FTPパスワード]フィールド

変更レコードをFTPサーバにエクスポートする
頻度を選択します。

[FTPエクスポート頻度]ドロップダウンリスト

エクスポートされる変更レコードのファイル

名。対象のFTPサーバにファイルがエクスポー
トされるたびに、次の変数を使用して新しい

ファイル名を作成できます。

MONTH、WEEK、DAY、YEAR、HOUR、
MIN、SEC、MLLIS。

例：XYZ-$DAY-$HOUR-$MIN-$SEC

[FTPファイル名]フィールド

FTP設定をテストするには、チェックボックス
をオンにします。

[FTPのテスト]チェックボックス

ステップ 3 [保存]をクリックします。

計測データのエクスポート
計測データのエクスポートを設定して、VMのリソース使用状況やリソースアカウンティングの
詳細などの傾向データをサーバにエクスポートできます。
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計測データのエクスポートの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [統合]を選択します。

ステップ 2 [計測データのエクスポートの設定]タブを選択し、CMDBの設定で使用するフィールドに入力し
ます。

ステップ 3 [保存]をクリックします。

レコードの変更

レコードの変更の表示

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [システム]を選択します。

ステップ 2 [レコードの変更]タブを選択します。
レコードは最大 1000件表示できま
す。

（注）

システムログ
システムログ（syslog）情報は、設定されたサーバに転送できます。各システムメッセージには、
重大度と重大度の最小値レベルが関連付けられます。

システムログの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [統合]を選択します。

ステップ 2 [syslog]タブを選択します。

ステップ 3 [Syslog転送の有効化]チェックボックスをオンにして、次のサーバフィールドに入力します。
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説明フィールド

チェックボックスをオンにすると、syslogが有
効になります。

[Syslog転送の有効化]チェックボックス

重要でないシステムメッセージが syslogサーバ
に転送されないようにフィルタする重大度の最

小値レベルを選択します。

[重大度の最小値]ドロップダウンリスト

プライマリ Syslogサーバ

プライマリサーバのアドレス。[サーバアドレス]フィールド

UDPまたは TCPのいずれかのプロトコルを選
択します。

[プロトコル]ドロップダウンリスト

ポート番号。[ポート]フィールド

XMLまたはプレーンテキストのいずれかのメッ
セージ形式を選択します。

[syslogメッセージフォーマット]ドロップダウ
ンリスト

セカンダリ Syslogサーバ

セカンダリサーバのアドレス。[サーバアドレス]フィールド

UDPまたは TCPのいずれかのプロトコルを選
択します。

[プロトコル]ドロップダウンリスト

ポート番号。[ポート]フィールド

XMLまたはプレーンテキストのいずれかのメッ
セージ形式を選択します。

[Syslogメッセージ形式]ドロップダウンリスト

ステップ 4 [保存]をクリックします。

ストレージと OVF のアップロード
管理者、グループ管理者、エンドユーザのいずれかによってアップロードされるファイルの保存

場所は設定可能です。アップロードされたファイルは、ローカルに保存することも、外部のNFS
共有マウントポイントに保存されるように設定することもできます。ネットワークファイルシ

ステム（NFS）の場所は管理者が設定します。
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ファイルのアップロード機能により、管理者、グループ管理者、またはエンドユーザ（サービス

エンドユーザポータル）は、ローカルストレージまたは外部の NFS共有マウントポイントに
Open Virtualization Format（OVF）ファイルをアップロードできます。NFSの場所は管理者が設定
します。詳細については、『OVFUploadGuide（OVFアップロードガイド）』を参照してくださ
い。

多言語のサポート
Cisco UCS Directorでは、表示と入力の両方で多言語がサポートされます。 2バイト文字セットを
利用するすべての言語がサポートされています。あらゆる入力フィールドに、ユーザが選択した

言語でテキストを入力できます。
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第 6 章

物理インフラストラクチャの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• 物理インフラストラクチャの管理について, 93 ページ

• 接続のテスト, 100 ページ

• デバイス検出の有効化, 102 ページ

物理インフラストラクチャの管理について
Cisco UCS Directorでは、物理および仮想の両方のインフラストラクチャを管理できます。Cisco
UCS Directorでは、新しく作成された物理アカウントのすべてのコンポーネントを検出します。
通常、検出プロセスには約 5分かかります。ポッドを追加することも、デフォルトのポッドを使
用することも可能です。物理アカウントは、デフォルトのポッドにも、追加したポッドにも関連

付けることができます。

物理と仮想、どちらのタイプのインフラストラクチャを先に追加しても構いません。 Cisco
UCS Directorの物理アカウントには、仮想（クラウド）アカウントとの依存関係はありませ
ん。

（注）
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サイトの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [物理アカウント]を選択します。

ステップ 2 [サイト管理]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [サイトの追加] ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

サイトの記述名。[サイト名]フィールド

サイトの説明（ロケーション、重要度など）。[説明]フィールド（オプション）

該当するサイトの担当者の名前。[連絡先名]フィールド

ステップ 5 [送信]をクリックします。

Pod の追加

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [物理アカウント]の順に選択します。

ステップ 2 [POD]タブをクリックします。

ステップ 3 [追加]をクリックします。

ステップ 4 [PODの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

Podの記述名です。[名前]フィールド

Podを追加するサイトを選択します。環境にサイトがない場
合は、このステップを省略できます。

[サイト]ドロップダウンリスト
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説明名前

追加する Podのタイプを選択します。次のサポートされた
タイプのいずれかを指定できます。

• [FlexPod]

• [汎用]

• [ExpressPodミディアム]

• [VSPEX]

• [ExpressPodスモール]

• [Vblock]

一般タイプ以外のPodを選択した場合は、そのPodタイプに
対応するライセンスが必要になります。また、一般タイプ以

外の Podには、特定の物理コンポーネントおよび仮想コン
ポーネントのみが対応しています。一般 Podには、特定の
Podライセンスは不要です。一般Podには任意のタイプの物
理コンポーネントまたは仮想コンポーネントを追加できま

す。Podライセンスについての詳細は、『CiscoUCSDirector
Install and Upgrade Guides』を参照してください。

[タイプ]ドロップダウンリスト

（オプション）Podの説明です。[説明]フィールド

Podの物理ロケーションです。たとえば、このフィールドに
はPodの市区町村、またはその他の内部的な識別子を入力し
ます。

[住所]フィールド

統合チェックビューにPodを表示しない場合は、このチェッ
クボックスをオンにしてPodを非表示にします。Podからア
カウントの追加または削除は引き続き実行できます。

たとえば、物理要素または仮想要素が何も存在しないPodを
統合ビューで非表示にするには、このチェックボックスを使

用できます。

[PODを非表示]チェックボックス

ステップ 5 [追加]をクリックします。

次の作業

Podにアカウントを 1つ以上追加します。
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物理アカウントの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [物理アカウント]を選択します。

ステップ 2 [物理アカウント]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [アカウントの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

該当する物理アカウントが属するポッドを選択

します。

[ポッド]ドロップダウンリスト

カテゴリタイプ（[コンピューティング]または
[ストレージ]）を選択します。 [ストレージ]を
選択した場合、ステップ 5に進みます。

[カテゴリ]ドロップダウンリスト

該当する物理アカウントのアカウントタイプを

次の中から選択します。

• UCSM

• HP ILO

•シスコのラックサーバ（CIMC）

• IPMI

[アカウントタイプ]ドロップダウンリスト

該当するアカウントに使用する認証タイプを次

の中から選択します。

• [ローカル認証]：ローカル認証ユーザアカ
ウントは、ファブリックインターコネク

トを通して直接認証され、管理者権限また

は AAA権限のあるすべてのユーザにより
有効化または無効化が可能です。

[リモート認証]：リモート認証ユーザアカウン
トは、LDAP、RADIUS、またはTACACS+を通
して認証されるユーザアカウントです。

[認証タイプ]ドロップダウンリスト
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説明名前

次のいずれかのオプションを選択して、該当す

るアカウントでのサーバの管理方法を選択しま

す。

•すべてのサーバを管理

•選択されたサーバのみ管理

[サーバ管理]ドロップダウンリスト

追加する物理アカウントに割り当てる一意の名

前。

[アカウント名]フィールド

サーバの IPアドレス。[サーバアドレス]フィールド

該当するアカウントにアクセスするためのユー

ザ名。

[ユーザ ID]フィールド

ユーザ名に対応するパスワード。[パスワード]フィールド

アカウントに使用する転送タイプを選択しま

す。

転送タイプは次のいずれかになります。

• http

• https

[転送タイプ]ドロップダウンリスト

サーバポート番号。[ポート]フィールド

アカウントの説明。[説明]フィールド

アカウントの連絡先電子メールアドレス。[連絡先の電子メール]フィールド（オプショ
ン）

ロケーション。[ロケーション]フィールド（オプション）

サービスプロバイダーの名前（存在する場

合）。

[サービスプロバイダー]フィールド（オプショ
ン）

ステップ 5 該当するアカウントが [ストレージ]の場合、適切なアカウントタイプ（[NetAppONTAP]、[NetApp
OnCommand]、[EMC VNX]、[EMC VMAX Solutions Enabler]、または [WHIPTAIL]）を選択しま
す。

ステップ 6 [追加]をクリックします。
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マルチドメインマネージャアカウントの追加

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [物理アカウント]を選択します。

ステップ 2 [マルチドメインマネージャ]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [アカウントの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

該当するマルチドメインマネージャアカウン

トが属するアカウント名を選択します。

[アカウント名]フィールド

（オプション）アカウントの説明。[説明]フィールド

該当するマルチドメインマネージャアカウン

トのアカウントタイプを次の中から選択しま

す。

• [PNSC]：Cisco Prime Network Services
Controllerアカウント。

• [UCS Central]：Cisco UCS Centralアカウン
ト。

[アカウントタイプ]ドロップダウンリスト

マルチドメインマネージャアカウントを管理

するサーバの IPアドレスを入力します。
[サーバアドレス]フィールド

追加する物理アカウントに割り当てる一意の名

前。

[アカウント名]フィールド

サーバの IPアドレス。[サーバアドレス]フィールド

該当するアカウントにアクセスするためのユー

ザ名。

[ユーザ ID]フィールド

ユーザ名に対応するパスワード。[パスワード]フィールド

    Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 4.1
98 OL-30729-02-J   

物理インフラストラクチャの管理

マルチドメインマネージャアカウントの追加



説明名前

アカウントに使用する転送タイプを選択しま

す。次のいずれかになります。

• http

• https

[転送タイプ]ドロップダウンリスト

サーバポート番号。デフォルトのポートは443
です。

[ポート]フィールド

（オプション）アカウントの連絡先電子メール

アドレス。

[連絡先の電子メール]フィールド

（オプション）ロケーション。[ロケーション]フィールド

ステップ 5 [送信]をクリックします。

ネットワーク機器の追加

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [物理アカウント]を選択します。

ステップ 2 [管理するネットワーク機器]タブを選択します。

ステップ 3 [ネットワーク機器の追加]をクリックします。

ステップ 4 [ネットワーク機器の追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ネットワーク要素が属するポッドを選択しま

す。

[ポッド]ドロップダウンリスト

該当するネットワーク要素のデバイスカテゴリ

を選択します。

[デバイスカテゴリ]ドロップダウンリスト

該当するデバイスの IPアドレス。[デバイスIP]フィールド

Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 4.1    
    OL-30729-02-J 99

物理インフラストラクチャの管理

ネットワーク機器の追加



説明名前

使用するプロトコルを選択します。次のいずれ

かになります。

• telnet

• ssh

[プロトコル]ドロップダウンリスト

使用するポート。[ポート]フィールド

ログイン名。[ログイン]フィールド

ログイン名に対応するパスワード。[パスワード]フィールド

該当するネットワーク要素のイネーブルパス

ワード。

[イネーブルパスワード]フィールド

ステップ 5 [送信]をクリックします。

DHCP ロギングの有効化

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [物理アカウント]を選択します。

ステップ 2 [ネットワークサービスエージェント]タブを選択します。

ステップ 3 [組み込みネットワークサービス]をクリックします。

ステップ 4 [組み込みネットワークサービス]ダイアログボックスで、[DHCPロギングを有効にする]チェック
ボックスをオンにします。

接続のテスト
管理するネットワーク機器および物理アカウントの接続をテストできます。

    Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 4.1
100 OL-30729-02-J   

物理インフラストラクチャの管理

DHCP ロギングの有効化



管理するネットワーク機器の接続のテスト

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [物理アカウント]を選択します。

ステップ 2 [管理するネットワーク機器]タブを選択します。

ステップ 3 接続をテストするポッドを選択します。

ステップ 4 [テスト接続]をクリックします。

物理アカウントへの接続のテスト

Podへのアカウントの追加後は、いつでも接続をテストできます。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [物理アカウント]を選択します。

ステップ 2 テストするアカウントのタイプに対応するタブをクリックします。

たとえば、[物理アカウント]タブまたは [マルチドメインマネージャ]タブをクリックします。

ステップ 3 テーブルで、接続をテストするアカウントの行をクリックします。

ステップ 4 [テスト接続]をクリックします。

ステップ 5 接続テストが完了したら、[閉じる]をクリックします。

次の作業

接続に失敗する場合は、ユーザ名やパスワードなど、アカウントの設定を確認してください。こ

れらが正しい場合は、ネットワーク接続の問題がないかどうかを確認します。
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デバイス検出の有効化

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [物理アカウント]を選択します。

ステップ 2 デバイス検出を確認するアカウントをクリックします。

ステップ 3 [検出されたデバイス]タブを選択します。

ステップ 4 [設定の検出]アイコンをクリックします。最初の [設定の検出]ダイアログボックスが表示されま
す。

ステップ 5 検出を有効にするには、[検出を有効にする]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [設定の検出]ダイアログボックスで、IPアドレス範囲フィールドに入力し、次のフィールドのデ
フォルト値が環境に適切かどうかを確認します。

説明名前

このアカウントのデバイス検出を有効にするた

めに、チェックボックスはデフォルトでオンに

なっています。

[検出を有効にする]チェックボックス

デバイス検出の IPアドレス範囲。IP範囲

TCPタイムアウト（ミリ秒単位）（デフォルト
値は 2000ミリ秒）。

TCPタイムアウト(ミリ秒単位)

SNMPタイムアウト（ミリ秒単位）（デフォル
ト値は 1500ミリ秒）。

SNMPタイムアウト(ミリ秒単位)

SNMPコミュニティストリング（デフォルトは
public）。

SNMPコミュニティストリング

ステップ 7 [送信]をクリックします。
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第 7 章

仮想インフラストラクチャの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• WMwareの管理について, 103 ページ

• クラウドの検出と接続の検証, 106 ページ

• vCenterプラグインの表示, 107 ページ

WMware の管理について
Cisco UCS DirectorCisco UCS Directorは、vCenterを介して VMwareをサポートします（ESX 3.5、
ESX/ESXi 4.x、5.x）。 Cisco UCS Directorでは、新しく追加されたクラウドアカウントの、既存
の仮想マシン（VM）とイメージがすべて自動的に検出されます。通常、検出プロセスには約 5
分かかります。 VMwareクラウドおよび PowerShellエージェントを追加できます。

ここでは、「クラウド」という用語は、1つの vCenterインストール環境を表します。（注）

クラウドの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [仮想アカウント]を選択します。

ステップ 2 [仮想アカウント]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [クラウドの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

VMwareを選択します。

VMwareを選択すると、次のフィール
ドが表示されます。他のクラウドタ

イプの場合、該当するクラウドタイ

プに固有のフィールドが表示されま

す。

（注）

[クラウドタイプ]ドロップダウンリスト

クラウド名。名前に一重引用符を含めることは

できません。

各クラウドの名前は Cisco UCS
Directorで一意にする必要がありま
す。クラウドを追加すると、すべて

のレポートでクラウドの参照にこの

クラウド名が使用されます。

（注）

[クラウド名]フィールド

vCenterサーバアドレス。[サーバアドレス]フィールド

vCenterサーバのユーザ名。[サーバのユーザID]フィールド

vCenterサーバのパスワード。[サーバのパスワード]フィールド

サーバポート番号。[サーバアクセスポート]フィールド

vCenterアカウントのデータセンター名。

この名前を使用して、指定したポッドのリソー

スを検出、モニタ、および管理できます。

vCenterアカウント全体が Cisco UCS Directorで
管理される場合は、このフィールドを空白のま

まにしてください。

[VMwareデータセンター]フィールド

サーバにアクセスするための URL。[サーバアクセスURL]フィールド

クラウドの説明。[説明]フィールド

クラウドの連絡先電子メールアドレス。[連絡先の電子メール]フィールド

ロケーション。[ロケーション]フィールド

統合インフラストラクチャポッドを選択しま

す。

ポッド名を選択すると、統合インフラストラク

チャスタックに VMwareクラウドアカウント
が表示されます。

[ポッド]ドロップダウンリスト
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説明名前

サービスプロバイダーの名前。[サービスプロバイダー]フィールド

ステップ 5 [追加]をクリックします。

PowerShell エージェントインストーラのダウンロード
PowerShellエージェントは、Windows Server 2008 R2またはWindows Server 2012 64ビット仮想マ
シンにインストールされています。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [仮想アカウント]を選択します。

ステップ 2 [PowerShellエージェント]タブを選択します。

ステップ 3 [インストーラのダウンロード]をクリックします。

ステップ 4 [エージェントインストーラのダウンロード]ダイアログボックスで、リストされたインストール
要件をシステムが満たしているかどうかをチェックします。要件を満たしている場合は、[送信]
をクリックします。

ステップ 5 要件を満たしている場合は、[送信]をクリックします。
[PSASetup.exeを開く]ダイアログボックスで、実行可能ファイルを保存するように求められます。

ステップ 6 [ファイルの保存]をクリックします。
システムのダウンロード先の場所にファイルが保存されます。

ステップ 7 PSASetup.exeファイルをWindows Server 2008 R2またはWindows Server 2012 64ビット仮想マシ
ン（VM）にインストールします。

PowerShell エージェントの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [仮想アカウント]を選択します。

ステップ 2 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 3 [エージェントの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

エージェント名。[エージェント名]フィールド

エージェントアドレス。[エージェントアドレス]フィールド

エージェントのアクセスポート番号。[エージェントのアクセスポート]フィールド

アクセスキー。[アクセスキー]フィールド

エージェントの説明。[説明]フィールド

クラウドの検出と接続の検証

接続のテスト

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [仮想アカウント]を選択します。

ステップ 2 [仮想アカウント]タブを選択します。

ステップ 3 テストする VMwareアカウントを選択します。

ステップ 4 [接続のテスト]をクリックします。
1つ以上のクラウドアカウントを Cisco UCS Directorに追加した後、[サマリー]タブを
使用して、クラウドとそのデータが収集されていることを確認できます。

（注）

ステップ 5 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 6 [要約]タブを選択します。
データの自動検出と入力が完了するまで数分かかることがあります。ステータス詳細

を表示するクラウド名を選択します。

（注）
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vCenter プラグインの表示

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [仮想アカウント]を選択します。

ステップ 2 [プラグイン]タブを選択します。このタブには、Cisco UCS Directorに追加された vCenterに必要
なすべてのプラグインが表示されます。
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第 8 章

ポリシーの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• ポリシー, 109 ページ

• データコレクションポリシー, 113 ページ

• ストレージポリシー, 115 ページ

ポリシー
Cisco UCS Directorでは Self-Service Portalを使用できます。このポータルでは、管理者が設定した
定義済みポリシーを使用して、割り当て済みリソースのプールから仮想マシン（VM）がプロビ
ジョニングされます。

ポリシーとは、新しいVMがシステムリソースの可用性に基づいてインフラストラクチャ内でプ
ロビジョニングされる場所と仕組みを決定する一連のルールのことです。

Cisco UCS Directorでは、VMをプロビジョニングするために、次のポリシーを設定する必要があ
ります。

•コンピューティング

•ストレージ

•ネットワーク

•システム

VMをプロビジョニングするためのポリシーを設定する前に、クラウドアカウントが存在する
必要があります。

重要
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コンピューティングポリシー

コンピューティングポリシーでは、プロビジョニング中に使用される、グループまたはワーク

ロードの要件を満たすコンピューティングリソースを決定します。

管理者は、コンピューティングポリシーでさまざまな条件を組み合わせ、照合することによっ

て、詳細なポリシーを定義できます。

条件の組み合わせによっては、Self-Serviceのプロビジョニング中にホストマシンが存在しな
くなる可能性があるため、コンピューティングポリシーのすべてのフィールドについて十分

に理解することをお勧めします。

（注）

コンピューティングポリシーの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 [VMwareコンピューティングポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [コンピューティングポリシーの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前はカタログ定義中に使用さ

れます。

（注）

[ポリシー名]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド

リソース割り当てを行うクラウドを選択しま

す。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

導入の適用範囲を選択します。

すべてのオプションを使用するか、選

択したオプションを含めるか、または

選択したオプションを除外するように

指定することで、導入の適用範囲を狭

めることができます。選択した内容

に応じて表示される新しいフィールド

で、必要なホストまたはクラスタを選

択できます。

（注）

[ホストノードまたはクラスタスコープ]ドロッ
プダウンリスト

リソースプールを選択します。[リソースプール]ドロップダウンリスト
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説明名前

ESXインストールタイプとして [ESX]、
[ESXi]、または [両方]を選択します。

[ESXタイプ]ドロップダウンリスト

ESXのバージョンを選択します。[ESXバージョン]ドロップダウンリスト

満たしたい 1つ以上の条件に対応するチェック
ボックスをオンにします。これらの条件を満た

さないホストは除外されます。複数の条件を選

択した場合は、選択したすべての条件を満たす

必要があります。

[条件の最小値]チェックボックス

導入オプション

テンプレートのプロパティを上書きするには、

チェックボックスをオンにします。 CPUとメ
モリについては、カスタム設定を入力するため

のオプションが用意されています。

[テンプレートのオーバーライド]チェックボッ
クス

vCPUのカスタム数。1つのVMに対するvCPU
の数は、ホストノードまたはクラスタの指定適

用範囲に含まれるコアの総数を超えないように

指定してください。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]を選択した場合に表
示されます。

（注）

[vCPU数]フィールド

VM用に予約するCPU。この予約は、指定した
vCPUの数に左右されます。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]を選択した場合に表
示されます。

（注）

[CPU予約(MHz)]フィールド

VMに対する CPU制限。 CPU制限は、ホスト
ノードまたはクラスタの指定適用範囲に基づい

て決定されます。

[CPUの制限(MHz)]フィールド

CPU共有の度合い（低、標準、高のいずれか）
を選択します。複数の VM間で CPUリソース
の競合が発生したときに CPUリソースを取得
する VMは、この CPU共有の設定によって決
定されます。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]を選択した場合に表
示されます。

（注）

[CPU共有]ドロップダウンリスト
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説明名前

VMのカスタムメモリ。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]を選択した場合に表
示されます。

（注）

[メモリ]フィールド

VM用に予約するメモリ。この予約は、指定し
たメモリに左右されます。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]を選択した場合に表
示されます。

（注）

[メモリ予約(MB)]フィールド

VMに対するメモリ制限。メモリ制限は、ホス
トノードまたはクラスタの指定適用範囲に基づ

いて決定されます。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]を選択した場合に表
示されます。

（注）

[メモリ制限(MHz)]フィールド

メモリ共有の度合い（低、標準、高のいずれ

か）を選択します。複数の VM間でメモリリ
ソースの競合が発生したときにメモリリソース

を取得する VMは、このメモリ共有の設定に
よって決定されます。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]を選択した場合に表
示されます。

（注）

[メモリ共有]ドロップダウンリスト

サイズ変更オプション

チェックボックスをオンにすると、プロビジョ

ニング前にVMのサイズを変更したり、既存の
VMのサイズを変更できるようになります。

[VMのサイズ変更を許可]チェックボックス

VMのプロビジョニング中、または既存の VM
のサイズ変更中に使用される vCPUの範囲。
VMのプロビジョニング中またはサイズ変更中
に8を超す範囲が表示されるのは、選択された
クラウド（vCenter）が 5以上で、その VMの
バージョンが8である場合のみです。ボックス
で指定した値のみが表示されます。

このオプションは、[VMのサイズ変
更を許可]を選択した場合に表示され
ます。

（注）

[vCPUの許容値]フィールド

    Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 4.1
112 OL-30729-02-J   

ポリシーの管理

コンピューティングポリシー



説明名前

VMのプロビジョニング中、または既存の VM
のサイズ変更中に使用されるメモリの範囲。

例：512、768、1024、1536、2048、3072、4096
などボックスで指定した値のみが表示されま

す。

このオプションは、[VMのサイズ変
更を許可]を選択した場合に表示され
ます。

（注）

[メモリの許容値(MB単位)]フィールド

該当するポリシーを使用して作成されたVMは
カスタムフォルダに展開できます。 Cisco UCS
Directorでは、グループ名または Cisco UCS
Directorに用意されているマクロから、フォル
ダ名を自動的に作成できます。詳細について

は、『Cisco UCS Director Orchestration Guide
（Cisco UCS Directorオーケストレーションガ
イド）』を参照してください。

${GROUP_NAME}と指定すると、そのポリシー
を使用するグループ名からフォルダが作成され

ます。新規のフォルダ名も既存のフォルダ名も

指定できます。

[フォルダに展開]フィールド

ステップ 5 [追加]をクリックします。

データコレクションポリシー
データコレクションポリシーを作成して、各 VMwareアカウントが vCenterから取得できるパラ
メータの数を制御できます。データコレクションポリシーで指定された各パラメータは、収集

されて Cisco UCS Directorの特定の傾向レポートで使用されます。

サポートされる仮想アカウントタイプは、VMwareのみとなります。VMwareアカウントが追
加されると、デフォルトでは、デフォルトのデータコレクションポリシーに関連付けられま

す。

（注）
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仮想アカウントのデータコレクションポリシーの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [サービスの提供]を選択します。

ステップ 2 [データコレクションポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

データコレクションポリシーの名前。

この名前はカタログ定義中に使用さ

れます。

（注）

[名前]フィールド

ポリシーの説明。[説明]フィールド

VMware仮想アカウントを選択します。[アカウントタイプ]ドロップダウンリスト

vCenterパラメータが含まれているデータコレ
クショングループを選択します。たとえば、

CPUなどです。鉛筆アイコンをクリックして
データコレクショングループを編集します。

[リソースエントリの編集]ダイアログボックス
で、[コレクションの有効化]チェックボックス
のオン/オフを切り替えてデータコレクション
を有効化または無効化できます。

[リソース]ウィンドウ

ステップ 5 [送信]をクリックします。
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仮想アカウントのデータコレクションポリシーの関連付け

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [サービスの提供]を選択します。

ステップ 2 [データコレクションポリシーの関連付け]タブを選択します。

ステップ 3 仮想（VMware）アカウントを選択し、[編集]をクリックします。

ステップ 4 [編集]ダイアログボックスで、「仮想アカウントのデータコレクションポリシーの設定」セク
ションで設定したデータ収集ポリシーを [ポリシー]ドロップダウンリストから選択します。

ステップ 5 [送信]をクリックします。VMwareアカウントがデータコレクションポリシーに関連付けられま
す。

ストレージポリシー
ストレージポリシーは、データストアの対象範囲、使用するストレージのタイプ、容量の最小条

件、遅延などのリソースを定義するポリシーです。

また、ストレージポリシーを使用すると、マルチディスクに対する追加のディスクポリシーを設

定することや、サービスリクエストの作成中に使用するデータストアを選択できるようにするこ

とができます。

複数の VM ディスクのストレージポリシー
Cisco UCS Directorでは、複数のデータストア上で、複数のディスクを使用したVMプロビジョニ
ングを実行できます。

ディスクは、システム、データ、データベース、スワップ、ログという 5つのタイプに分類され
ます。システムディスクポリシーを先に設定し、次にそれ以外のディスクを要件に応じて設定

できます。ディスクタイプ別にディスクポリシーを設定することも、ディスクごとにデフォル

トのシステムディスクポリシーを選択することも可能です。

マルチディスクに対応したテンプレートのストレージポリシーを作成する場合は、第 10章
「マルチディスク VMプロビジョニング」を参照してください。

（注）

Cisco UCS Directorでは、VMプロビジョニングのサービスリクエストを作成しているときにデー
タストアを選択できます。また、サービスリクエストの作成中にエンドユーザがデータストアを

選択できるかどうかを指定するオプションが用意されています。サービスリクエストの作成中に

VDCに関連付けられたストレージポリシーで指定されている対象範囲条件によって、リストされ
るデータストアは異なります。
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ストレージポリシーの追加と設定

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [ストレージ]を選択します。

ステップ 2 [VMwareストレージポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ストレージリソース割り当てポリシーの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力し
ます。

説明名前

リソース割り当てが発生するクラウドを選択し

ます。

[ポリシー名]フィールド

導入の適用範囲を絞り込むには、すべてを使用

するか、選択されたデータストアを含めるか、

または選択されたデータストアの除外を選択し

ます。

[ポリシーの説明]フィールド

リソース割り当てが発生するクラウドを選択し

ます。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

システムディスクスコープ

導入の適用範囲を絞り込むには、すべてを使用

するか、選択されたデータストアを含めるか、

または選択されたデータストアの除外を選択し

ます。

[データストアのスコープ]ドロップダウンリス
ト

共有データストアのみを使用する場合は、

チェックボックスをオンにします。

[共有データストアのみの使用]チェックボック
ス

ストレージオプション

ローカルストレージを使用するには、チェック

ボックスをオンにします。デフォルトでは、こ

のフィールドはオンになっています。

[ローカルストレージの使用]チェックボックス

NFSストレージを使用するには、チェックボッ
クスをオンにします。デフォルトでは、この

フィールドはオンになっています。

[NFSの使用]チェックボックス
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説明名前

SANストレージを使用するには、チェックボッ
クスをオンにします。デフォルトでは、この

フィールドはオンになっています。

[SANの使用]チェックボックス

満たす必要のある条件を 1つ以上選択するに
は、チェックボックスをオンにします。

これらの条件を満たさないデータストアは考慮

されません。複数の条件を選択した場合は、そ

れらすべてを満たす必要があります。

[条件の最小値]チェックボックス

テンプレートのプロパティを上書きするには、

チェックボックスをオンにします。シンプロ

ビジョニングの使用や、カスタムディスクサ

イズなどのカスタム設定を入力するオプション

があります。

[テンプレートのオーバーライド]チェックボッ
クス

VMライフサイクルのサイズ変更オプション

プロビジョニング前にエンドユーザがVMディ
スクサイズを指定できるようにするには、

チェックボックスをオンにします。

[ディスクのサイズ変更を許可]チェックボック
ス

VMをプロビジョニングする際に指定されるディ
スクサイズ値のカスタム範囲。たとえば、1、
5、10、50、100、500、1024、5120、10240など
です。このオプションは、[ディスクのサイズ
変更を許可]チェックボックスをオンにした場
合に表示されます。

[ディスクの許容値(GB単位)]フィールド

サービスリクエストの作成時にエンドユーザが

データストアを選択できるようにするには、

チェックボックスをオンにします。

[スコープからのデータストアの選択をユーザに
許可します]チェックボックス

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [追加のディスクポリシー]ペインで、設定するディスクタイプを選択します。

ステップ 7 [編集]（鉛筆）をクリックしてディスクタイプを編集します。
デフォルトでは、ディスクのディスクポリシーは [システムディスクポリシー]の内容
と同じになります。

（注）
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ステップ 8 [ポリシーエントリの編集]ダイアログボックスで、[システムディスクポリシーと同じ]チェック
ボックスをオフにしてディスクポリシーを設定します。

ステップ 9 [送信]をクリックします。

ステップ 10 [エントリの編集]ダイアログボックスで、追加のディスクポリシーを設定します。

ステップ 11 [送信]をクリックします。
追加のディスクポリシーを使用して作成したストレージポリシーを使用するには、VM
プロビジョニングに使用される VDCにポリシーを関連付ける必要があります。

ポリシーで設定した追加のディスクポリシーを使用する場合は、マルチディスクテン

プレート用のカタログ作成時に [単一データストアのすべてのディスクをプロビジョニ
ングします]チェックボックスをオフにしてください。カタログ作成の詳細について
は、カタログの管理, （145ページ）を参照してください。

（注）

仮想ストレージのカタログ

仮想ストレージのカタログを使用してストレージポリシーをカスタマイズできます。仮想スト

レージのカタログを使用すると、複数のストレージポリシーを選択し、カスタムストレージエ

ントリ名を割り当てることができます。

ストレージカタログは、カタログの作成中に有効化することによってカタログに登録されます。

カタログを使用してサービスリクエストを発行するときには、[ストレージ階層]の選択肢が示さ
れます。

仮想ストレージのカタログの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [ストレージ]を選択します。

ステップ 2 [仮想ストレージのカタログ]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [仮想ストレージのカタログ]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

カタログの名前。

この名前はカタログのカスタムアクションの定

義中に使用されます。

[カタログ名]フィールド

カタログの説明。[カタログの説明]フィールド

クラウドアカウントを選択します。[クラウド名]ドロップダウンリスト
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説明名前

エントリ番号を選択します。範囲は 1～ 10で
す。選択する番号に応じて、後続のダイアログ

ボックスにストレージエントリオプションが

表示されます。

[エントリ番号の選択]ドロップダウンリスト

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [エントリの追加]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ストレージエントリ #1

ストレージエントリの名前。[ストレージエントリ名]フィールド

ストレージポリシーを選択します。[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

ストレージエントリ #2

2番目のポリシーのストレージエントリ名。[ストレージエントリ名]フィールド

ストレージポリシーを選択します。[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [送信]をクリックします。

次の作業

•カタログの作成時に仮想ストレージのカタログをマップできます。

「カタログの管理」を参照してください（xref追加予定）。

•サービスリクエストの作成時にストレージ階層オプションを表示できます。

「Self-Serviceのプロビジョニングの使用方法」を参照してください（xref追加予定）。

ネットワークポリシー

ネットワークポリシーには、ネットワーク設定、DHCP、スタティック IPなどのリソースと、こ
のポリシーを使用してプロビジョニングされる VM用に複数の vNICを追加するオプションが含
まれます。
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静的 IP プールポリシーの追加
必要に応じて、静的 IPプールポリシーを設定してネットワークポリシーで使用できます。

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [ネットワーク]を選択します。

ステップ 2 [静的IPプールポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [静的IPプールポリシー情報]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ネットワークポリシーの名前。[ポリシー名]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド

ステップ 5 [静的IPプール]セクションで [追加]（+）をクリックして、複数の静的 IPプールを追加して設定し
ます。

ステップ 6 [静的IPプールへのエントリの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

静的 IPプール。

例：10.5.0.1～ 10.5.0.50、10.5.0.100、10.5.1.20
～ 10.5.1.70

[静的IPプール]フィールド

プールのサブネットワークマスク。例：
255.255.255.0

[サブネットマスク]フィールド

該当するネットワークのデフォルトゲートウェ

イの IPアドレス。
[ゲートウェイIPアドレス]フィールド

ステップ 7 [送信]をクリックします。

ステップ 8 [静的IPポリシー情報]ダイアログボックスで [送信]をクリックします。
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ネットワークポリシーの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [ネットワーク]を選択します。

ステップ 2 [VMWareネットワークポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ネットワークポリシーの情報]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ネットワークポリシーの名前。[ポリシー名]フィールド

ネットワークポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド

ポリシーが適用されるクラウドアカウントを選

択します。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

サービスリクエスト導入設定の作成時に vNIC
を選択できるようにする場合、このチェック

ボックスをオンにします。

[エンドユーザにオプションのNICの選択を許可]
チェックボックス

ステップ 5 [VMネットワーク]セクションで [追加]（+）をクリックして、複数の vNICを追加して設定しま
す。これらの vNICは、該当するポリシーを使用してプロビジョニングされる VMに適用されま
す。

プロビジョニングまたは検出された VMの vNICを VMアクションによって追加または
置換するには、vNICを設定する必要があります。

（注）

ステップ 6 [VMネットワークへのエントリの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

新しい NICの名前。[NICエイリアス]フィールド
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説明名前

[ネットワークポリシー]ダイアログボックスで
[エンドユーザにオプションのNICの選択を許可]
チェックボックスをオンにした場合、この

チェックボックスはあらかじめオンになってい

ます。 [ネットワークポリシー]ダイアログボッ
クスでオフにし、このチェックボックスもオフ

にした場合、[NICエイリアス]フィールドはオ
プションになります。

少なくとも 1つの NICの [必須]オプ
ションをオンにする必要があります。

[必須]フィールドをオンにした NIC
がVMプロビジョニングに使用され、
VMサービスリクエストの作成時に
ユーザにオプションは提供されませ

ん。

（注）

[必須]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、プロビジョ

ニングするときに、エンドユーザがポートグ

ループを選択できるようになります。

[エンドユーザによるポートグループ選択を許
可]チェックボックス

カスタム設定が必要でない場合は、チェック

ボックスをオンにします。カスタム設定を使用

する場合は、オフにします。

[テンプレートからのアダプタのコピー]チェッ
クボックス

アダプタのタイプを選択します。テンプレート

設定と同じアダプタタイプをユーザが希望する

場合は、該当するオプションをオンにします。

[テンプレートからのアダプタのコ
ピー]オプションをオンにした場合、
このオプションは表示されません。

（注）

[アダプタのタイプ]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [ポートグループ]セクションで [追加]（+）をクリックします。 [ポートグループへのエントリの
追加]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 8 [選択]をクリックしてポートグループ名を選択します。

ステップ 9 [IPアドレスのタイプの選択]ドロップダウンフィールドから [DHCP]（デフォルト）または [スタ
ティック]を選択します。
a) [スタティック]を選択した場合、[エントリの追加]ダイアログボックスが表示されます。 [IP
プールポリシー]（デフォルト）または [インライン IPプール]を選択します。
[IPプールポリシー]を選択した場合は、[静的IPプールの選択]をクリックします。 [選択]ダイ
アログボックスで、設定済みの静的 IPプールのリストから選択します。設定済みの静的 IP
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プールが存在しない場合の詳細については、「Adding a Static IP Policy（静的 IPポリシーの追
加）」を参照してください。

b) [インライン IPプール]を選択した場合は、次のフィールドに入力します。

説明名前

静的 IPプール。例：10.5.0.1～ 10.5.0.50、
10.5.0.100、10.5.1.20～ 10.5.1.70

[静的IPプール]フィールド

プールのサブネットワークマスク。例：
255.255.255.0

[サブネットマスク]フィールド

該当するネットワークのデフォルトゲート

ウェイの IPアドレス。
[ゲートウェイIPアドレス]フィールド

ステップ 10 [送信]をクリックします。

ステップ 11 [VMネットワークへのエントリの追加]ダイアログボックスで [送信]をクリックします。

ステップ 12 [ネットワークポリシーの情報]ダイアログボックスで [送信]をクリックします。

ネットワークプロビジョニングポリシー

ネットワークプロビジョニングポリシーは、オーケストレーションワークフロータスクで使用

されます。このポリシーは、ネットワーク内のスイッチに対して、レイヤ 2ネットワーク構成と
アクセスコントロールリスト（ACL）を定義するポリシーです。

ネットワークプロビジョニングポリシーの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [ネットワーク]を選択します。

ステップ 2 [ネットワークプロビジョニングポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]をクリックします。

ステップ 4 [ポリシーの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

一般情報

ポリシーの名前。[ポリシー名]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド
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説明名前

L2ネットワーク構成 VLAN

オンにすると、次のフィールドに値が自動的に

入力されます。

• [プライベートVLANタイプ]：[コミュニ
ティ]

• [プライマリVLAN ID]：0

• [セカンダリVLANの範囲 -開始ID]：500

• [セカンダリVLANの範囲 -終了ID]：1000

[プライベートVLANの使用]チェックボックス

VLAN範囲の開始 ID。デフォルトの範囲の開
始 IDは 500です。

[VLAN範囲 -開始ID]フィールド

VLAN範囲の終了 ID。デフォルトの範囲の終
了 IDは 1000です。

[VLAN範囲 -終了ID]フィールド

VLANの基本プロファイル名。このプロファイ
ルには、ネストされたプロファイル割り当てが

1つ以上含まれます。

[基本プロファイル名]フィールド

アクセスコントロールリスト

現在使用可能なオプションは [シンプル]（デ
フォルト）のみです。VLANで ICMPを許可す
るには、チェックボックスをオンにします。

[ACLタイプ]ドロップダウンリスト
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説明名前

[選択]ボタンをクリックします。 [項目の選択]
ダイアログボックスが表示されます。次のオプ

ションを使用できます。

• FTP

• SSH

• Telnet

• SMTP

• POP3

• HTTP

• HTTPS

• MySQL

必要なオプションの横のチェックボックスをオ

ンにするか、[すべて選択]ボタンをクリックし
ます。前のエントリをクリアするには、[すべ
てオフ]ボタンをクリックします。

[TCPポートへの着信トラフィックを許可]フィー
ルド

[選択]ボタンをクリックします。 [項目の選択]
ダイアログボックスが表示されます。次のオプ

ションを使用できます。

• SNMP

• Syslog

必要なオプションの横のチェックボックスをオ

ンにするか、[すべて選択]ボタンをクリックし
ます。前のエントリをクリアするには、[すべ
てオフ]ボタンをクリックします。

[UDPポートへの着信トラフィックを許可]
フィールド

ステップ 5 [送信]をクリックします。

VLAN プールポリシー
VLANプールポリシーは、ポッドの VLAN範囲を定義するポリシーです。このポリシーは、ポ
リシーで指定された定義済みの範囲を起点とした、空いている VLAN IDを生成するオーケスト
レーションワークフローで使用されます。
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VLAN プールポリシーの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [ネットワーク]を選択します。

ステップ 2 [VLANプールポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ポリシーの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ポッドを選択します。[ポッド]ドロップダウンリスト

ポリシー名。このポリシー名は、オーケスト

レーションワークフローで使用されます。

[ポリシー名]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド

VLAN範囲。たとえば、1、3、5～ 15。[VLAN範囲]フィールド

ステップ 5 [送信]をクリックします。

システムポリシー

システムポリシーは、使用するテンプレート、時間帯、OS固有情報など、システム固有の情報
を定義するポリシーです。

システムポリシーの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [サービスの提供]を選択します。

ステップ 2 [VMwareシステムポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [システムポリシー情報]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。この名前はカタログ定義中に

使用されます。

[ポリシー名]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド

使用する VM名テンプレート。

CiscoUCSDirectorでは、VM名を自動的に作成
できます。VM名は、一連の変数名を使用して
自動的に作成できます。各変数は、

${VARIABLE_NAME}という形式にする必要が
あります。例：
vm-${GROUP_NAME}-SR${SR_ID}

[VM名のテンプレート]フィールド

ステップ 5 必要に応じて、[VM名のテンプレート]の次の機能を選択します。

説明名前

チェックボックスをオンにすると、VMプロビ
ジョニングのサービスリクエストを作成すると

き、ユーザがVM名のプレフィクスを追加でき
るようになります。

[エンドユーザVM名のプレフィクス]チェック
ボックス

該当するポリシーを使用して導入されたすべて

のVMの電源が自動的にオンになるようにする
には、チェックボックスをオンにします。

[導入後に電源をオンにします。]チェックボッ
クス

一連の変数名を使用して自動的に作成できる

VMホスト名。各変数は、${VARIABLE}とい
う形式にする必要があります。

[ホスト名のテンプレート]フィールド

ステップ 6 [ホスト名のテンプレート]の変数名を選択します。例：${VMNAME}

ステップ 7 次のフィールドに入力します。

説明名前

VM用に使用する IPドメイン。[DNSドメイン]フィールド

タイムゾーンを選択します。[Linuxタイムゾーン]ドロップダウンリスト

DNSルックアップ用に設定する DNSサフィク
ス。サフィクスが複数ある場合は、それぞれを

カンマで区切ります。

[DNSサフィックスリスト]フィールド
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説明名前

DNSサーバの IPアドレスのリスト。サーバが
複数ある場合はカンマで区切ります。

[DNSサーバリスト]フィールド

VMにインストールするイメージの OSを選択
します。 [WindowsおよびLinux]または [Linuxの
み]を選択します。

[VMイメージのタイプ]ドロップダウンリスト

Windows

Windows製品 IDまたはライセンスキー。製品
IDまたはライセンスキーは、このフィールド
またはOSライセンスプールで入力できます。
OSライセンスプールで入力したキーは、ここ
で入力したキーよりも優先されます。

[製品ID]フィールド

Windowsライセンス所有者名。[ライセンス所有者名]フィールド

VM内で設定する会社名。[組織]フィールド

シート別またはサーバ別を選択します。[ライセンスモード]ドロップダウンリスト

ライセンスユーザ数または接続数。[ライセンスユーザ数]

WINSサーバの IPアドレス。値が複数ある場
合はカンマで区切ります。

[WINSサーバリスト]フィールド

チェックボックスをオンにすると、自動ログオ

ンが有効になります。

[自動ログ�ン]チェックボックス

自動ログオンの実行回数。[自動ログオン回数]フィールド

管理者アカウントのパスワード。[管理者パスワード]フィールド

[ドメイン]または [ワークグループ]を選択しま
す。

[ドメインまたはワークグループ]ドロップダウ
ンリスト

ワークグループの名前。

このオプションは、[ドメインまたはワークグ
ループ]ドロップダウンリストの値として [ワー
クグループ]が選択されている場合に表示され
ます。

[ワークグループ]フィールド
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説明名前

Windowsドメインの名前。

このオプションは、[ドメインまたは
ワークグループ]ドロップダウンリス
トの値として [ドメイン]が選択され
ている場合に表示されます。

（注）

[ドメイン]フィールド

Windowsドメイン管理者のユーザ名。

このオプションは、[ドメインまたは
ワークグループ]ドロップダウンリス
トの値として [ドメイン]が選択され
ている場合に表示されます。

（注）

[ドメインユーザ名]フィールド

Windowsドメイン管理者のパスワード。

このオプションは、[ドメインまたは
ワークグループ]ドロップダウンリス
トの値として [ドメイン]が選択され
ている場合に表示されます。

（注）

[ドメインパスワード]フィールド

タイムゾーンを選択します。[Windowsタイムゾーン]ドロップダウンリスト

VMに注記を指定するには、チェックボックス
をオンにします。

注記の一部としてメモやカスタム属性を指定で

きます。このチェックボックスをオンにした場

合は、次のフィールドに入力します。

• [VMの注記]フィールド

VMの説明を入力します。

• [カスタム属性]

[追加]（+）をクリックして、[名前]、[タ
イプ]、および [値]を指定します。

VM注記の一部として追加した情報
は、VMの [VMの詳細]ページに表示
されます。

（注）

[VMの注記の定義]チェックボックス

ステップ 8 [追加]をクリックします。
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OS ライセンス
Cisco UCS Directorでは、ユーザがWindows OSライセンスを追加できます。これらのライセンス
は、カタログの作成時にWindowsイメージへマッピングされます。VMwareシステムポリシーで
WindowsイメージにWindowsOSライセンスを提供することも、カタログの作成時にOSバージョ
ンフィールドからキーを選択することもできます。

OS ライセンスの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [サービスの提供]を選択します。

ステップ 2 [OSライセンス]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ライセンスの詳細の追加]ページで、次のフィールドに入力します。

説明名前

Windowsのバージョン名。[Windowsのバージョン名]フィールド

Windows製品 IDまたはライセンスキー。この
フィールドでは KMSクライアントセットアッ
プキーが許容されます。

[ライセンス]フィールド

Windowsライセンス所有者名。[ライセンス所有者名]フィールド

VM内で設定する会社名。[組織]フィールド

シート別またはサーバ別を選択します。[ライセンスモード]ドロップダウンリスト

ライセンスユーザ数または接続数。[ライセンス取得済みのユーザ数]フィールド

ステップ 5 [送信]をクリックします。
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第 9 章

仮想データセンターの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• 仮想データセンターの管理について, 131 ページ

• VDCアクション, 132 ページ

• 仮想データセンターサービスプロファイル, 141 ページ

仮想データセンターの管理について
仮想データセンター（VDC）は、仮想リソース、運用の詳細、ルール、およびポリシーを組み合
わせて特定のグループ要件を管理する環境です。

グループまたは組織は、複数の VDC、イメージ、テンプレート、およびポリシーを管理できま
す。組織では、VDCレベルでクォータを割り振り、個々のグループのリソース制限を割り当てる
ことができます。

また、VDCに固有の承認者を定義することもできます。特定の VDCの承認者は、ユーザからの
VMプロビジョニングリクエストを承認する必要があります。

CiscoUCSDirectorにはデフォルトVDCがあり、検出されたVMはすべてこのデフォルトVDC
に属します。検出されたVMとは、CiscoUCSDirector以外で作成されたVMまたはCiscoUCS
Directorのインストール前に vCenterですでに作成されていたVMを指します。このようなVM
は、 Cisco UCS Directorによって自動的に検出され、デフォルト VDCに追加されます。

（注）

サービスリクエストを使用してプロビジョニングされる VMは、VDCに関連付けることができ
ます。サービスリクエストを作成するときに、その VMがどの VDCに基づいてプロビジョニン
グされるかを選択できます。特定のグループで利用可能な VDCのリストを確認し、VMをプロ
ビジョニングするときに要求される VDCを選択できます。
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VDC アクション

仮想データセンターの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [仮想データセンター]を選択します。

ステップ 2 [VDC]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [VDCの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

VDCの名前。

一度入力した名前の変更はできません。

[vDC名]フィールド

チェックボックスをオンにすると、以後の導入

に、その VDCを使用できなくなります。この
VDC内の既存の VMに対するアクションは無
効化されます。チェックボックスをオフにする

と、以後の導入に、その VDCを使用できるよ
うになります。

[ロック済みのvDC]チェックボックス

VDC固有の説明。[vDCの説明]フィールド

VDCの設定の対象となるグループを選択しま
す。

[グループ]ドロップダウンリスト

VDCの設定の対象となるクラウドを選択しま
す。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

承認者および連絡先

サービスリクエストを承認する必要があるユー

ザ。

[第1承認者のユーザ名]フィールド

サービスリクエストを承認する 2番目のユー
ザ。

[第2承認者のユーザ名]フィールド

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。

その VDCを使用した VMプロビジョニングに
関する通知を受ける個人。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレ
ス]フィールド
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説明名前

この VDCに関する通知のコピーを送信する別
の電子メール。

[電子メールアドレスへの通知をコピー]フィー
ルド

ポリシー

VDCに適用できるシステムポリシーを選択し
ます。

[システムポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコンピューティングポリシー
を選択します。

[コンピューティングポリシー]ドロップダウン
リスト

VDCに適用できるネットワークポリシーを選
択します。

[ネットワークポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるストレージポリシーを選択
します。

[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコストモデルを選択します。[コストモデル]ドロップダウンリスト

チェックボックスをオンにすると、その VDC
のサービスリクエストサマリーと電子メール

ページにコストが表示されなくなります。

[サービスリクエストサマリーと電子メールペー
ジへのコストの表示を無効化]チェックボック
ス

VMのプロビジョニング後、オーケストレーショ
ンワークフローの実行に使用されるポリシーを

選択します。選択したワークフローは、VDC
内のVM用のアクションボタンとして表示され
ます。

[ユーザアクションポリシー]ドロップダウンリ
スト

End User Self-Serviceポリシー

チェックボックスをオンにすると、その VDC
に属しているVMに対するすべてのVM電力管
理アクションが有効になります。

[VMの電力管理]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、その VDC
のVMに対するVMサイズ変更アクションが有
効になります。

[VMのサイズ変更]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、その VDC
の VMに対するすべてのストレージスナップ
ショットアクションが有効になります。

[VMスナップショット管理]チェックボックス
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説明名前

チェックボックスをオンにすると、その VDC
のVMに対するVM削除アクションが有効にな
ります。

[VMの削除]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、その VDC
のVMに対するVMディスク管理アクションが
有効になります。

[VMディスク管理]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、その VDC
に属しているVMに対するネットワーク管理が
有効になります。

[VMネットワーク管理]チェックボックス

非アクティブなVMを削除する前に待機する日
数を選択します。非アクティブな状態のVMと
は、電源オンの状態でないということです。

ここでの選択内容を想定どおりに機能

させるために、[管理] > [システム]の
[詳細な制御]タブで [非アクティブな
VMをVDCポリシーに基づいて削除]
チェックボックスがオンになっている

ことを確認してください。詳細につ

いては、「詳細な制御の有効化」を参

照してください。

（注）

[非アクティブなVMを削除するまでの期間]ド
ロップダウンリスト

ステップ 5 [追加]をクリックします。

仮想データセンターの表示

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [仮想データセンター]を選択します。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ]ペインで、表示する VDCを含む VDCグループを選択します。

ステップ 3 [VDC]タブを選択します。

ステップ 4 メインの表示ペインで、表示する VDCを選択します。

ステップ 5 [表示]をクリックして、[VDCの詳細]ページを開きます。
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仮想データセンターの編集

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [仮想データセンター]を選択します。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ]ペインで、編集する VDCグループを選択します。

ステップ 3 [VDC]タブを選択します。

ステップ 4 [編集]をクリックします。

ステップ 5 [vDCの編集]ダイアログボックスで、次のフィールドを編集します。

説明名前

VDCの名前。

一度入力した名前の変更はできません。

[vDC名]フィールド

チェックボックスをオンにすると、以後の導入

に、その VDCを使用できなくなります。この
VDC内の既存の VMに対するアクションは無
効化されます。チェックボックスをオフにする

と、以後の導入に、その VDCを使用できるよ
うになります。

[ロック済みのvDC]チェックボックス

VDC固有の説明。[vDCの説明]フィールド

VDCの設定の対象となるグループを選択しま
す。

[グループ]ドロップダウンリスト

VDCの設定の対象となるクラウドを選択しま
す。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

承認者および連絡先

サービスリクエストを承認する必要があるユー

ザ。

[第1承認者のユーザ名]フィールド

サービスリクエストを承認する 2番目のユー
ザ。

[第2承認者のユーザ名]フィールド

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。

その VDCを使用した VMプロビジョニングに
関する通知を受ける個人。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレ
ス]フィールド
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説明名前

この VDCに関する通知のコピーを送信する別
の電子メール。

[電子メールアドレスへの通知をコピー]フィー
ルド

ポリシー

VDCに適用できるシステムポリシーを選択し
ます。

[システムポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコンピューティングポリシー
を選択します。

[コンピューティングポリシー]ドロップダウン
リスト

VDCに適用できるネットワークポリシーを選
択します。

[ネットワークポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるストレージポリシーを選択
します。

[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコストモデルを選択します。[コストモデル]ドロップダウンリスト

チェックボックスをオンにすると、その VDC
のサービスリクエストサマリーと電子メール

ページにコストが表示されなくなります。

[サービスリクエストサマリーと電子メールペー
ジへのコストの表示を無効化]チェックボック
ス

VMのプロビジョニング後、オーケストレーショ
ンワークフローの実行に使用されるポリシーを

選択します。選択したワークフローは、VDC
内のVM用のアクションボタンとして表示され
ます。

[ユーザアクションポリシー]ドロップダウンリ
スト

End User Self-Serviceポリシー

チェックボックスをオンにすると、その VDC
に属しているVMに対するすべてのVM電力管
理アクションが有効になります。

[VMの電力管理]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、その VDC
のVMに対するVMサイズ変更アクションが有
効になります。

[VMのサイズ変更]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、その VDC
の VMに対するすべてのストレージスナップ
ショットアクションが有効になります。

[VMスナップショット管理]チェックボックス
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説明名前

チェックボックスをオンにすると、その VDC
のVMに対するVM削除アクションが有効にな
ります。

[VMの削除]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、その VDC
のVMに対するVMディスク管理アクションが
有効になります。

[VMディスク管理]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、その VDC
に属しているVMに対するネットワーク管理が
有効になります。

[VMネットワーク管理]チェックボックス

非アクティブなVMを削除する前に待機する日
数を選択します。非アクティブな状態のVMと
は、電源オンの状態でないということです。

ここでの選択内容を想定どおりに機能

させるために、[管理] > [システム]の
[詳細な制御]タブで [非アクティブな
VMをVDCポリシーに基づいて削除]
チェックボックスがオンになっている

ことを確認してください。詳細につ

いては、「詳細な制御の有効化」を参

照してください。

（注）

[非アクティブなVMを削除するまでの期間]ド
ロップダウンリスト

ステップ 6 [保存]をクリックします。

仮想データセンターの削除

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [仮想データセンター]を選択します。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ]ペインで、削除する VDCグループを選択します。

ステップ 3 [VDC]タブを選択します。

ステップ 4 メイン表示ペインで、削除する VDCを選択します。

ステップ 5 [削除]をクリックします。
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仮想データセンターのクローニング

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [仮想データセンター]を選択します。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ]ペインで、クローニングする必要があるVDCグループを選択します。

ステップ 3 [VDC]タブを選択します。

ステップ 4 メイン表示ペインで、クローニングする VDCを選択します。

ステップ 5 [クローン]をクリックします。

ステップ 6 [vDCの複製]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

VDCの名前。

一度入力した名前の変更はできません。

[vDC名]フィールド

チェックボックスをオンにすると、以後の導入

に、その VDCを使用できなくなります。この
VDC内の既存の VMに対するアクションは無
効化されます。チェックボックスをオフにする

と、以後の導入に、その VDCを使用できるよ
うになります。

[ロック済みのvDC]チェックボックス

VDC固有の説明。[vDCの説明]フィールド

VDCの設定の対象となるグループを選択しま
す。

[グループ]ドロップダウンリスト

VDCの設定の対象となるクラウドを選択しま
す。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

承認者および連絡先

サービスリクエストを承認する必要があるユー

ザ。

[第1承認者のユーザ名]フィールド

サービスリクエストを承認する 2番目のユー
ザ。

[第2承認者のユーザ名]フィールド

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。

その VDCを使用した VMプロビジョニングに
関する通知を受ける個人。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレ
ス]フィールド
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説明名前

この VDCに関する通知のコピーを送信する別
の電子メール。

[電子メールアドレスへの通知をコピー]フィー
ルド

ポリシー

VDCに適用できるシステムポリシーを選択し
ます。

[システムポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコンピューティングポリシー
を選択します。

[コンピューティングポリシー]ドロップダウン
リスト

VDCに適用できるネットワークポリシーを選
択します。

[ネットワークポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるストレージポリシーを選択
します。

[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコストモデルを選択します。[コストモデル]ドロップダウンリスト

チェックボックスをオンにすると、その VDC
のサービスリクエストサマリーと電子メール

ページにコストが表示されなくなります。

[サービスリクエストサマリーと電子メールペー
ジへのコストの表示を無効化]チェックボック
ス

VMのプロビジョニング後、オーケストレーショ
ンワークフローの実行に使用されるポリシーを

選択します。選択したワークフローは、VDC
内のVM用のアクションボタンとして表示され
ます。

[ユーザアクションポリシー]ドロップダウンリ
スト

End User Self-Serviceポリシー

チェックボックスをオンにすると、その VDC
に属しているVMに対するすべてのVM電力管
理アクションが有効になります。

[VMの電力管理]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、その VDC
のVMに対するVMサイズ変更アクションが有
効になります。

[VMのサイズ変更]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、その VDC
の VMに対するすべてのストレージスナップ
ショットアクションが有効になります。

[VMスナップショット管理]チェックボックス
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説明名前

チェックボックスをオンにすると、その VDC
のVMに対するVM削除アクションが有効にな
ります。

[VMの削除]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、その VDC
のVMに対するVMディスク管理アクションが
有効になります。

[VMディスク管理]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、その VDC
に属しているVMに対するネットワーク管理が
有効になります。

[VMネットワーク管理]チェックボックス

非アクティブなVMを削除する前に待機する日
数を選択します。非アクティブな状態のVMと
は、電源オンの状態でないということです。

ここでの選択内容を想定どおりに機能

させるために、[管理] > [システム]の
[詳細な制御]タブで [非アクティブな
VMをVDCポリシーに基づいて削除]
チェックボックスがオンになっている

ことを確認してください。詳細につ

いては、「詳細な制御の有効化」を参

照してください。

（注）

[非アクティブなVMを削除するまでの期間]ド
ロップダウンリスト

ステップ 7 [保存]をクリックします。

仮想データセンターのアプリケーションカテゴリの管理

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [仮想データセンター]を選択します。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ]ペインで、VDCを含む VDCグループを選択します。

ステップ 3 [VDC]タブを選択します。

ステップ 4 メイン表示ペインで、編集する VDCを選択します。

ステップ 5 [カテゴリの管理]をクリックします。

ステップ 6 [アプリケーションカテゴリの編集]ダイアログボックスで、システムポリシー、コンピューティ
ングポリシー、ネットワークポリシー、またはストレージポリシーを任意で変更する場合に適
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用するいずれかのフィールドを編集します。コストモデルとスマート割り当てポリシーを変更す

ることもできます。

ステップ 7 [保存]をクリックします。

仮想データセンターサービスプロファイル
この機能は VDCの追加に似ていますが、[vDCサービスプロファイル]で作成された VDCがオー
ケストレーションワークフローで使用されます。この機能により、ワークフロータスクで VDC
を作成するときに使用できる、ゴールド、シルバー、ブロンズの各 VDCを作成できます。

仮想データセンターサービスプロファイルの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [仮想データセンター]を選択します。

ステップ 2 [vDCサービスプロファイル]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [vDCサービスプロファイルの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

VDCプロファイルの名前。

一度入力した名前の変更はできません。

[vDCプロファイル名]フィールド

チェックボックスをオンにすると、以後の導入

に、その VDCを使用できなくなります。この
VDC内の既存の VMに対するアクションは無
効化されます。チェックボックスをオフにする

と、以後の導入に、その VDCを使用できるよ
うになります。

[ロック済みのvDC]チェックボックス

VDC固有の説明。[vDCの説明]フィールド

VDCの設定の対象となるグループを選択しま
す。

[グループ]ドロップダウンリスト

VDCの設定の対象となるクラウドを選択しま
す。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

承認者および連絡先
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説明名前

サービスリクエストを承認する必要があるユー

ザ。

[第1承認者のユーザ名]フィールド

サービスリクエストを承認する必要がある2番
目のユーザ。

[第2承認者のユーザ名]フィールド

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。

その VDCを使用した VMプロビジョニングに
関する通知を受ける個人。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレ
ス]フィールド

この VDCに関する通知のコピーを送信する別
の電子メール。

[電子メールアドレスへの通知をコピー]フィー
ルド

ポリシー

VDCサービスプロファイルに適用できるシス
テムポリシーを選択します。

[システムポリシー]ドロップダウンリスト

VDCサービスプロファイルに適用できるコン
ピューティングポリシーを選択します。

[コンピューティングポリシー]ドロップダウン
リスト

VDCサービスプロファイルに適用できるネッ
トワークポリシーを選択します。

[ネットワークポリシー]ドロップダウンリスト

VDCサービスプロファイルに適用できるスト
レージポリシーを選択します。

[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

VDCサービスプロファイルに適用できるコス
トモデルを選択します。

[コストモデル]ドロップダウンリスト

チェックボックスをオンにすると、その VDC
サービスプロファイルのサービスリクエスト

サマリーと電子メールページにコストが表示さ

れなくなります。

[サービスリクエストサマリーと電子メールペー
ジへのコストの表示を無効化]チェックボック
ス

VMのプロビジョニング後、オーケストレーショ
ンワークフローの実行に使用されるポリシーを

選択します。選択したワークフローは、VDC
内のVM用のアクションボタンとして表示され
ます。

[ユーザアクションポリシー]ドロップダウンリ
スト

End User Self-Serviceオプション
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説明名前

チェックボックスをオンにすると、その VDC
に属しているVMに対して、すべてのVM電力
管理アクションが有効になります。

[VMの電力管理]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、その VDC
に属しているVMに対して、VMサイズ変更ア
クションが有効になります。

[VMのサイズ変更]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、その VDC
のVMに対して、すべてのストレージスナップ
ショットアクションが有効になります。

[VMスナップショット管理]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、その VDC
のVMに対して、VM削除アクションが有効に
なります。

[VMの削除]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、その VDC
のVMに対して、VMディスク管理アクション
が有効になります。

[VMディスク管理]チェックボックス

チェックボックスをオンにすると、その VDC
に属しているVMに対して、ネットワーク管理
が有効になります。

[VMネットワーク管理]チェックボックス

非アクティブなVMを削除する前に待機する日
数を選択します。非アクティブな状態のVMと
は、電源オンの状態でないということです。

[非アクティブなVMを削除するまでの期間]ド
ロップダウンリスト

ステップ 5 [追加]をクリックします。
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第 10 章

カタログの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• カタログの管理について, 145 ページ

• カタログのパブリッシング, 146 ページ

• 詳細カタログのパブリッシングについて, 151 ページ

• 詳細カタログのパブリッシング, 151 ページ

• カタログの表示, 152 ページ

• カタログの編集, 153 ページ

• カタログの削除, 158 ページ

• カタログのクローニング, 158 ページ

• 導入のためのホストへのアクセス, 159 ページ

カタログの管理について
定義済みカタログ項目を使用して仮想マシン（VM）をセルフプロビジョニングできます。カタ
ログ項目はシステム管理者が作成します。カタログ項目により、クラウド名やグループ名などの

VMにバインドされるパラメータが定義されます。
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カタログのパブリッシング

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [カタログ]を選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [カタログの作成]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

[基本情報]ペイン

カタログの名前。

一度作成したカタログの名前は変更

できません。

（注）

[カタログ名]フィールド

カタログの説明。[カタログの説明]フィールド

カタログのタイプ。次のいずれかになります。

•標準：クラウドのリストからイメージを使
用してVMプロビジョニング用にカタログ
を作成するために使用されます。

•詳細：カタログ項目などのオーケストレー
ションワークフローのパブリッシングに

使用されます。

•サービスコンテナ：カタログ項目としての
アプリケーションコンテナのパブリッシ

ングに使用されます。

• VDI：カタログ項目としての XenDesktop
のパブリッシングに使用されます。

[カタログタイプ]ドロップダウンリスト

このカタログをイメージに関連付けるアイコン

をリストから選択します。このカタログを使用

してサービスリクエストを作成しているときに

このアイコンが表示されます。

[カタログアイコン]ドロップダウンリスト

チェックボックスをオンにすると、すべてのグ

ループがこのカタログを使用できるようになり

ます。他のグループで使用できないようにする

には、チェックボックスをオフにします。

[すべてのグループに適用]チェックボックス
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説明名前

[項目の選択]ダイアログボックスから追加した
グループのチェックボックスをオンにします。

選択したグループでは、このカタログを使用し

て新しい VMをプロビジョニングします。

[選択されたグループ]チェックボックスリスト

VMプロビジョニングのイメージを含むクラウ
ドを選択します。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

このカタログを使用してVMをプロビジョニン
グするときに使用するイメージのタイプ（イ

メージを構成するWindows、Linux、その他の
ファイルなどの既存のテンプレート）を選択し

ます。

[イメージ]ドロップダウンリスト

Windowsライセンスを選択します。

このオプションは、Windowsイメー
ジを選択した場合に表示されます。

（注）

[Windowsラインセンスプール]フィールド

単一のデータストアのすべてのディスクをプロ

ビジョニングするには、このチェックボックス

をオンにします。ストレージポリシーで各ディ

スクに対して設定されたデータストアの使用を

選択することもできます。

複数のディスクストレージポリシー作成の詳

細については、「ポリシーの管理」（8-1ペー
ジ）を参照してください。

このオプションは、選択したテンプ

レートに複数のディスクがある場合

に表示されます。

（注）

[単一データストアのすべてのディスクをプロビ
ジョニングします]チェックボックス

リストからテンプレートを選択します。

このオプションは、選択したカタロ

グタイプが [サービスコンテナ]の場
合に表示されます。

（注）

[サービスコンテナテンプレート名]ドロップダ
ウンリスト

Desktop Studioで設定された XenDesktop専用の
カタログのリストからテンプレートを選択しま

す。

このオプションは、選択したカタロ

グタイプが [VDI]の場合に表示され
ます。

（注）

[XenDesktopカタログ]ドロップダウンリスト
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ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [アプリケーションの詳細]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

VDCカテゴリを選択します。[カテゴリ]ドロップダウンリスト

このカタログ項目を使用してサービスリクエス

トが作成されたときに通知する担当者のメール

アドレス。

[サポートの問い合わせ先の電子メールアドレ
ス]フィールド

VMのプロビジョニング時にVMにインストー
ルされている OSのタイプを選択します。

[OSの指定]ドロップダウンリスト

[OSの指定]リストにない OS。[他のOSの指定]フィールド

[項目の選択]ダイアログボックスからのアプリ
ケーションのチェックボックスをオンにしま

す。これらのアプリケーションは、プロビジョ

ニング中に VMにインストールされます。

[アプリケーションの指定]チェックボックスリ
スト

[項目の選択]ダイアログボックスにないアプリ
ケーション。

[他のアプリケーションの指定]フィールド

VM名で使用されるアプリケーションコード。
アプリケーションコードは 1～ 4文字を指定で
きます（例：W2K3、DB、WS）。アプリケー
ションコードは、変数 ${APPCODE}を使用し
て、VM名のシステムポリシーで使用できま
す。

たとえば、VM名テンプレートが
vm-${GROUP_NAME}-${APPCODE}の場合、
システムポリシーを使用してプロビジョニング

される VMの名前は vm-groupname-W2K3にな
ります。

[アプリケーションコード]フィールド

ステップ 7 [次へ]をクリックします。

ステップ 8 [ユーザクレデンシャル]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

VMアクセスクレデンシャル（共有）の取得を
ユーザに許可するかどうかを選択します。

[クレデンシャルオプション]ドロップダウンリ
スト
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説明名前

ユーザ ID。

このオプションは、[クレデンシャル
オプション]でいずれかの共有オプ
ションを選択した場合に表示されま

す。

（注）

[ユーザ ID]フィールド

ユーザのパスワード。

このオプションは、[クレデンシャル
オプション]でいずれかの共有オプ
ションを選択した場合に表示されま

す。

（注）

[パスワード]フィールド

ステップ 9 [次へ]をクリックします。

ステップ 10 [カスタマイズ]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

チェックボックスをオンにすると、VMプロビ
ジョニング後に実行されるオーケストレーショ

ンワークフローが有効になります。

[プロビジョニング後のカスタムアクション]
チェックボックス

プロビジョニングの定義済みワークフローを選

択します。

このオプションは、[プロビジョニン
グ後のカスタムアクション]をオンに
した場合に表示されます。

（注）

[ワークフロー]ドロップダウンリスト

[毎時]または [毎月]を選択します。[VMアプリケーションの請求間隔]ドロップダ
ウンリスト

テンプレートに含まれるアプリケーションのコ

スト。

[アクティブなVMアプリケーションのコスト]
フィールド

このカタログに対する、非アクティブな状態の

VMの毎時または毎月のコスト。
[非アクティブなVMアプリケーションのコスト]
フィールド

ステップ 11 [次へ]をクリックします。

ステップ 12 [VMアクセス]ペインで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

チェックボックスをオンにすると、VMへの
Webアクセスが有効になります。チェックボッ
クスをオフにすると、VMへのWebアクセスが
無効になります。

[Webアクセス設定]チェックボックス

VMの URL。

このオプションは、[Webアクセス設
定]をオンにした場合に表示されま
す。

（注）

[URL]フィールド

この URLに対して定義されるラベル。

このオプションは、[Webアクセス設
定]をオンにした場合に表示されま
す。

（注）

[ラベル]フィールド

チェックボックスをオンにすると、VMへのリ
モートデスクトップアクセスが有効になりま

す。チェックボックスをオフにすると、VMへ
のリモートデスクトップアクセスが無効にな

ります。

[リモートデスクトップのアクセス設定]チェッ
クボックス

リモートアクセス用のサーバの IPアドレス。

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]をオンにした
場合に表示されます。

（注）

[サーバ]フィールド

リモートアクセス用のサーバのポート番号。

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]をオンにした
場合に表示されます。

（注）

[ポート]フィールド

このリモートアクセスに対して定義されるラベ

ル。

このオプションは、[リモートデスク
トップアクセス設定]をオンにした場
合に表示されます。

（注）

[ラベル]フィールド

ステップ 13 [次へ]をクリックします。

ステップ 14 [サマリー]ページでカタログ情報を確認します。

ステップ 15 [送信]をクリックします。
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詳細カタログのパブリッシングについて
カタログタイプとして [詳細]を選択した場合は、エンドユーザにワークフローカタログをプロビ
ジョニングすることができます。エンドユーザは、ワークフローを実行するサービスリクエスト

中に、これらのカタログを使用できます。詳細カタログ項目は、グループ名やワークフローなど

のパラメータを定義して作成します。

詳細カタログのパブリッシング

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [カタログ]を選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]をクリックします。

ステップ 4 [カタログの作成]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

[基本情報]ペイン

カタログの名前。[カタログ名]フィールド

カタログの説明。[カタログの説明]フィールド

[詳細]を選択します。カタログタイプ

このカタログを画像に関連付けるアイコンを選

択します。このカタログを使用してサービス

リクエストを作成しているときにアイコンが表

示されます。

[カタログアイコン]ドロップダウンリスト

チェックボックスをオンにすると、すべてのグ

ループがこのカタログを使用できるようになり

ます。他のグループで使用できないようにする

には、チェックボックスをオフにします。

[すべてのグループに適用]チェックボックス
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説明名前

[選択]をクリックして、次の操作を実行しま
す。

1 （オプション）[すべて選択]をクリックして
すべてのカテゴリを選択するか、[すべてオ
フ]をクリックしてすべてのカテゴリを選択
解除します。

2 [項目の選択]ダイアログボックスで、追加す
る適切なグループを選択します。選択した

グループでは、このカタログを使用して新

しい VMをプロビジョニングできます。

3 [選択]をクリックして、カテゴリの選択を終
了します。

選択されたグループ

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [vAppワークフロー]ペインで、[ワークフロー選択]をクリックします。

ステップ 7 [選択]ダイアログボックスで、使用するワークフローの横のチェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [選択]をクリックします。

ステップ 9 [サマリー]ページでカタログ情報を確認します。

ステップ 10 [送信]をクリックします。

カタログの表示

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [カタログ]を選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 表示するカタログの名前を選択します。

ステップ 4 [送信]をクリックします。
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カタログの編集

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [カタログ]を選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 編集するカタログの名前を選択します。

ステップ 4 [編集]をクリックします。

ステップ 5 [カタログの修正]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

[基本情報]ペイン

カタログの名前。

一度作成したカタログの名前は変更

できません。

（注）

[カタログ名]フィールド

カタログの説明。[カタログの説明]フィールド

カタログのタイプ。次のいずれかになります。

•標準：クラウドのリストからイメージを使
用してVMプロビジョニング用にカタログ
を作成するために使用されます。

•詳細：カタログ項目などのオーケストレー
ションワークフローのパブリッシングに

使用されます。

•サービスコンテナ：カタログ項目としての
アプリケーションコンテナのパブリッシ

ングに使用されます。

• VDI：カタログ項目としての XenDesktop
のパブリッシングに使用されます。

[カタログタイプ]ドロップダウンリスト

このカタログをイメージに関連付けるアイコン

をリストから選択します。このカタログを使用

してサービスリクエストを作成しているときに

このアイコンが表示されます。

[カタログアイコン]ドロップダウンリスト
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説明名前

チェックボックスをオンにすると、すべてのグ

ループがこのカタログを使用できるようになり

ます。他のグループで使用できないようにする

には、チェックボックスをオフにします。

[すべてのグループに適用]チェックボックス

[項目の選択]ダイアログボックスから追加した
グループのチェックボックスをオンにします。

選択したグループでは、このカタログを使用し

て新しい VMをプロビジョニングします。

[選択されたグループ]チェックボックスリスト

VMプロビジョニングのイメージを含むクラウ
ドを選択します。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

このカタログを使用してVMをプロビジョニン
グするときに使用するイメージのタイプ（イ

メージを構成するWindows、Linux、その他の
ファイルなどの既存のテンプレート）を選択し

ます。

[イメージ]ドロップダウンリスト

Windowsライセンスを選択します。

このオプションは、Windowsイメー
ジを選択した場合に表示されます。

（注）

[Windowsラインセンスプール]フィールド

単一のデータストアのすべてのディスクをプロ

ビジョニングするには、このチェックボックス

をオンにします。ストレージポリシーで各ディ

スクに対して設定されたデータストアの使用を

選択することもできます。

複数のディスクストレージポリシー作成の詳

細については、「ポリシーの管理」（8-1ペー
ジ）を参照してください。

このオプションは、選択したテンプ

レートに複数のディスクがある場合

に表示されます。

（注）

[単一データストアのすべてのディスクをプロビ
ジョニングします]チェックボックス

リストからテンプレートを選択します。

このオプションは、選択したカタロ

グタイプが [サービスコンテナ]の場
合に表示されます。

（注）

[サービスコンテナテンプレート名]ドロップダ
ウンリスト
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説明名前

Desktop Studioで設定された XenDesktop専用の
カタログのリストからテンプレートを選択しま

す。

このオプションは、選択したカタロ

グタイプが [VDI]の場合に表示され
ます。

（注）

[XenDesktopカタログ]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [次へ]をクリックします。

ステップ 7 [アプリケーションの詳細]ペインで、次のフィールドを編集します。

説明名前

VDCカテゴリを選択します。[カテゴリ]ドロップダウンリスト

このカタログ項目を使用してサービスリクエス

トが作成されたときに通知する担当者のメール

アドレス。

[サポートの問い合わせ先の電子メールアドレ
ス]フィールド

VMのプロビジョニング時にVMにインストー
ルされている OSのタイプを選択します。

[OSの指定]ドロップダウンリスト

[OSの指定]リストにない OS。[他のOSの指定]フィールド

[項目の選択]ダイアログボックスからのアプリ
ケーションのチェックボックスをオンにしま

す。これらのアプリケーションは、プロビジョ

ニング中に VMにインストールされます。

[アプリケーションの指定]チェックボックスリ
スト

[項目の選択]ダイアログボックスにないアプリ
ケーション。

[他のアプリケーションの指定]フィールド

VM名で使用されるアプリケーションコード。
アプリケーションコードは 1～ 4文字を指定で
きます（例：W2K3、DB、WS）。アプリケー
ションコードは、変数 ${APPCODE}を使用し
て、VM名のシステムポリシーで使用できま
す。

たとえば、VM名テンプレートが
vm-${GROUP_NAME}-${APPCODE}の場合、
システムポリシーを使用してプロビジョニング

される VMの名前は vm-groupname-W2K3にな
ります。

[アプリケーションコード]フィールド
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ステップ 8 [次へ]をクリックします。

ステップ 9 [ユーザクレデンシャル]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

VMアクセスクレデンシャル（共有）の取得を
ユーザに許可するかどうかを選択します。

[クレデンシャルオプション]ドロップダウンリ
スト

ユーザ ID。

このオプションは、[クレデンシャル
オプション]でいずれかの共有オプ
ションを選択した場合に表示されま

す。

（注）

[ユーザ ID]フィールド

ユーザのパスワード。

このオプションは、[クレデンシャル
オプション]でいずれかの共有オプ
ションを選択した場合に表示されま

す。

（注）

[パスワード]フィールド

ステップ 10 [次へ]をクリックします。

ステップ 11 [カスタマイズ]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

チェックボックスをオンにすると、VMプロビ
ジョニング後に実行されるオーケストレーショ

ンワークフローが有効になります。

[プロビジョニング後のカスタムアクション]
チェックボックス

プロビジョニングの定義済みワークフローを選

択します。

このオプションは、[プロビジョニン
グ後のカスタムアクション]をオンに
した場合に表示されます。

（注）

[ワークフロー]ドロップダウンリスト

[毎時]または [毎月]を選択します。[VMアプリケーションの請求間隔]ドロップダ
ウンリスト

テンプレートに含まれるアプリケーションのコ

スト。

[アクティブなVMアプリケーションのコスト]
フィールド

このカタログに対する、非アクティブな状態の

VMの毎時または毎月のコスト。
[非アクティブなVMアプリケーションのコスト]
フィールド
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ステップ 12 [次へ]をクリックします。

ステップ 13 [VMアクセス]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

チェックボックスをオンにすると、VMへの
Webアクセスが有効になります。チェックボッ
クスをオフにすると、VMへのWebアクセスが
無効になります。

[Webアクセス設定]チェックボックス

VMの URL。

このオプションは、[Webアクセス設
定]をオンにした場合に表示されま
す。

（注）

[URL]フィールド

この URLに対して定義されるラベル。

このオプションは、[Webアクセス設
定]をオンにした場合に表示されま
す。

（注）

[ラベル]フィールド

チェックボックスをオンにすると、VMへのリ
モートデスクトップアクセスが有効になりま

す。チェックボックスをオフにすると、VMへ
のリモートデスクトップアクセスが無効にな

ります。

[リモートデスクトップのアクセス設定]チェッ
クボックス

リモートアクセス用のサーバの IPアドレス。

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]をオンにした
場合に表示されます。

（注）

[サーバ]フィールド

リモートアクセス用のサーバのポート番号。

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]をオンにした
場合に表示されます。

（注）

[ポート]フィールド

このリモートアクセスに対して定義されるラベ

ル。

このオプションは、[リモートデスク
トップアクセス設定]をオンにした場
合に表示されます。

（注）

[ラベル]フィールド
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ステップ 14 [次へ]をクリックします。

ステップ 15 [サマリー]ページでカタログ情報を確認します。

ステップ 16 [送信]をクリックします。

カタログの削除

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [カタログ]を選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 削除するカタログの名前を選択します。

ステップ 4 [削除]をクリックします。

カタログのクローニング
クローン機能を使用してカタログ項目をクローニングできます。クローニングするカタログ項目

を選択すると、カタログの [名前]と [説明]を除き、既存のプロパティがすべて新しいカタログに
コピーされます。 [名前]と [説明]を定義した後で、他のプロパティを変更できます。

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [カタログ]を選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 クローニングするカタログの名前を選択します。

ステップ 4 [クローン]をクリックします。

ステップ 5 [カタログの複製]ダイアログボックスで、カタログの名前と説明を入力します。

ステップ 6 必要に応じてカタログの詳細を編集します。

ステップ 7 [送信]をクリックします。
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導入のためのホストへのアクセス
カタログ項目を選択すると、導入可能なホストのアセスメントを行い、ホストを除外する場合は

その理由を入力できます。

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [カタログ]を選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 [カタログエントリ]でアセスメントの対象を選択します。

ステップ 4 [導入可能性に関するアセスメント]をクリックします。
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第 11 章

Self-Service のプロビジョニングの使用方法

この章は、次の内容で構成されています。

• Self-Serviceのプロビジョニングについて, 161 ページ

• サービスリクエストについて, 161 ページ

• サービスリクエストワークフローと詳細, 167 ページ

• サービスリクエストのスケジュール設定について, 170 ページ

• サービスリクエストの再送信について, 171 ページ

• その他のサービスリクエスト機能, 172 ページ

• サービスリクエストの承認プロセス, 174 ページ

• サービスリクエストの予算, 177 ページ

Self-Service のプロビジョニングについて
Self-Serviceのプロビジョニングを使用して、仮想マシン（VM）をプロビジョニングすることが
できます。ただし、VMをプロビジョニングする前に、サービスリクエストを作成する必要があ
ります。このアクションによって VM作成ワークフローが開始されます。このワークフローに
は、予算の検証、動的リソース割り当て、承認、プロビジョニング、ライフサイクルの設定、サー

ビスリクエストのステータスの通知が含まれます。

サービスリクエストについて
セルフサービスプロビジョニング機能を使用してサービスリクエストを作成し、仮想マシン

（VM）、サービス、またはアプリケーションをプロビジョニングできます。サービスリクエス
トプロセスではVM作成用のプロビジョニングワークフローを作成しますが、これには次のアク
ションが含まれます。

•予算の検証
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•動的なリソース割り当て

•承認

•プロビジョニング

•ライフサイクルの設定および通知

VMをプロビジョニングするまたはオーケストレーションワークフローを実行するには、最初に
サービスリクエストを作成する必要があります。管理者または該当のユーザがサービスリクエ

ストを承認すると、VMがプロビジョニングされます。 VMはただちに承認することも、オリジ
ナルのリクエストから 90日以内に承認するようにスケジュールすることもできます。

サービスリクエスト承認プロセスはオプションです。（注）

管理者はオーケストレーションワークフローをカタログとしてセルフサービスポータルに提供で

きます。サービスリクエストの承認プロセスは 1人または 2人のユーザによる承認が必要です。
このようなシナリオでは、VMをプロビジョニングするには管理者および IT管理者がリクエスト
を承認する必要があります。

標準カタログタイプを使用したサービスリクエストの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [サービスリクエスト]を選択します。

ステップ 2 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 3 [リクエストの作成]をクリックします。

ステップ 4 [サービスの作成]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

[カタログ選択リクエスト]ペイン

新しい VMプロビジョニングの対象となるグ
ループを選択します。

[グループの選択]ドロップダウンリスト
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説明名前

カタログタイプを選択します。次のいずれか

になります。

•標準

•詳細

•サービスコンテナ

• VDI

[詳細]はオーケストレーションワー
クフローに使用されます。

（注）

[カタログタイプ]ドロップダウンリスト

VMプロビジョニングに使用されるカタログを
選択します。

[カタログの選択]ドロップダウンリスト

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [導入設定]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

VMをプロビジョニングする VDCを選択しま
す。

VDCは管理者が定義します。

[VDCの選択]ドロップダウンリスト

VM名または VMプレフィクス。[VM名またはVMプレフィクス]フィールド

導入の設定に関するコメント。[コメント]フィールド

[現在]または [あとで]を選択します。

[現在]を選択した場合、VMは即座に、または
今後 90日以内にプロビジョニングされます。
[あとで]を選択した場合、日付を選択するカレ
ンダー、時間と分を選択するドロップダウンリ

スト、午前または午後を選択するオプションボ

タンが表示されます。

[プロビジョニング]ドロップダウンリスト

何日後にVMを終了させるのかを選択します。

このオプションは [次の期間後にVM
の電源をオフにする]チェックボック
スがオンの場合に表示されます。

（注）

[日]カレンダー

Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 4.1    
    OL-30729-02-J 163

Self-Service のプロビジョニングの使用方法
標準カタログタイプを使用したサービスリクエストの作成



説明名前

何時間後にVMを終了させるかを選択します。

このオプションは [次の期間後にVM
の電源をオフにする]チェックボック
スがオンの場合に表示されます。

（注）

[時間]ドロップダウンリスト

何分後に VMを終了させるかを選択します。

このオプションは [次の期間後にVM
の電源をオフにする]チェックボック
スがオンの場合に表示されます。

（注）

[分]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [次へ]をクリックします。

ステップ 8 [カスタム仕様]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

プロビジョニングされる VMの CPUコアを選
択します。

このリストは、[コンピューティング
ポリシー]ダイアログボックスでサイ
ズ変更オプションを選択した場合に

表示されます。

（注）

[CPUコア]ドロップダウンリスト

プロビジョニングされるVMのメモリ量を選択
します。

このリストは、[コンピューティング
ポリシー]ダイアログボックスでサイ
ズ変更オプションを選択した場合に

表示されます。

（注）

[メモリ]ドロップダウンリスト
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説明名前

プロビジョニングされるVMのストレージエン
トリをカスタマイズするためのオプションを選

択します。

このカスタムリストは、選択したカ

タログの作成時に [仮想ストレージの
カタログ]を有効化した場合に表示さ
れます。

仮想ストレージカタログの作成の詳

細については、「ポリシーの管理」

（P.8-1）を参照してください。カタ
ログの作成時にこのオプションを有効

化する方法の詳細については、「カタ

ログの管理」（P.10-1）を参照してく
ださい。

（注）

[ストレージ階層]ドロップダウンリスト

VMプロビジョニング用の推奨ハードディスク
サイズを選択します。利用可能なデータストア

のリストは、ストレージポリシーで指定される

適用範囲条件によって異なります。このオプ

ションは、ストレージポリシーで有効化または

無効化できます。

[ディスク]ドロップダウンリスト

ステップ 9 ディスク用のデータストアを選択するには、リストからディスクを選択し、鉛筆アイコンをクリッ

クします。

ステップ 10 [選択]をクリックして、利用可能なデータストアを表示します。

ステップ 11 リストからデータストアを選択し、[選択]をクリックします。

ステップ 12 [送信]をクリックします。

ステップ 13 （任意） マルチディスクに対応したテンプレートの場合は、ディスクごとにデータストアを 1つ
選択する必要があります。

ステップ 14 [カスタム仕様]ペインで、[選択]をクリックして、利用可能な VMネットワークを表示します。
このオプションは、該当する VMプロビジョニングのサービスリクエストに対して選
択したVDCに関連するネットワークポリシーで、[エンドユーザにオプションのNICの
選択を許可]チェックボックスまたは [エンドユーザによるポートグループ選択を許可]
チェックボックスがオンになっている場合にのみ利用可能です。詳細については、

「ネットワークポリシーの追加」（P.8-8）を参照してください。

（注）

ステップ 15 リストから VMネットワークを選択し、[選択]をクリックします。

ステップ 16 [次へ]をクリックします。

ステップ 17 [カスタムワークフロー]ペインで詳細を入力します。
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カスタムワークフローの入力値が適用されるのは、VMプロビジョニング用に選択した
カタログで [プロビジョニング後のカスタムアクション]が有効になっている場合です。
上記のシナリオの場合、ユーザはプロビジョニング後のワークフローでカスタム入力値

を指定できます。

（注）

ステップ 18 [次へ]をクリックします。
利用可能なデータストアのリストは、ストレージポリシーで指定される適用範囲条件

によって異なります。データストアは、ディスクカテゴリ（システム、データ、デー

タベース、スワップ、ログ）ごとに 1つだけ選択できます。

（注）

ステップ 19 サービスリクエストのサマリーを確認します。

ステップ 20 [送信]をクリックします。

詳細カタログタイプを使用したサービスリクエストの作成

サービスリクエストの作成中に詳細カタログタイプを選択して、オーケストレーションワーク

フローを実行できます。詳細カタログの作成に関する詳細は、標準カタログを作成する場合とほ

ぼ同じです。

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [サービスリクエスト]を選択します。

ステップ 2 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 3 [リクエストの作成]をクリックします。

ステップ 4 [サービスリクエストの作成]ダイアログボックスの [カタログの選択]セクションで、[グループ]、
[カタログタイプ]（[詳細]）、および [カタログ]（ワークフロー）を選択します。

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [サービスリクエストの作成]ダイアログボックスの [カスタムワークフロー]セクションで、カス
タムワークフローの入力値を指定します。

ステップ 7 [次へ]をクリックします。

ステップ 8 サービスリクエストのサマリーを確認します。

ステップ 9 [送信]をクリックします。
これらの入力値は、ワークフローの作成時にユーザが入力した値に応じて、サービスリクエスト

中に反映されます。
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サービスリクエストワークフローと詳細
サービスリクエストの作成後は、そのステータスとワークフローの確認、リクエストのキャンセ

ル、リクエストの再送信などを実行できます。これらのアクションは、サービスリクエストリ

ストの上部にあるツールバーボタンを使用して制御します。

サービスリクエストワークフロー

[ワークフローステータス]ボックスには、サービスリクエストとそのワークフローステップに関
する詳細情報が表示されます。通常、サービスリクエストのワークフローには次のステップが含

まれます。

1 開始：ユーザがサービスリクエストを開始します。

2 リソースの割り当て：VMに必要なリソースを割り当てます。

3 承認：VMプロビジョニングの前に、ユーザの承認プロセスを実行します。カタログの作成時
に定義した承認者へ電子メールが送信されます。このカタログは、VMプロビジョニングに使
用されるカタログです。

4 プロビジョニング：VMのプロビジョニングプロセスを実行します。

5 ライフサイクルスケジュールの設定：ライフサイクルスケジュールを設定し、設定時間、予

定時間、および終了時間を指定します。

6 通知：VMプロビジョニングに関する通知を電子メールでユーザに送信します。

サービスリクエストのワークフローのオプションステップには、予算の監視やリソース制限の確

認などがあります。

1 予算の監視：管理者が、グループの予算作成機能を有効にする必要があります。このステップ

により、使用できる予算が十分にあり、そのグループの新しいVMをプロビジョニングできる
かどうかが判定されます。

2 リソース制限の確認：グループのリソース制限は、管理者が有効にする必要があります。これ

により、新しいVMをプロビジョニングできるだけのリソースがグループにあるかどうか判定
されます。

サービスリクエストの詳細

サービスリクエストの [概要]、[所有権]、[カタログ情報]、および [現在のステータス]に、サービ
スリクエスト詳細の各種項目が表示されます。

説明名前

概要
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説明名前

サービスリクエスト ID番号。リクエストID

リクエストのタイプ（この場合、VMの作成）。リクエストのタイプ

VMがプロビジョニングされる VDC。VDC

VMのプロビジョニングに使用されるイメージ。イメージ

サービスリクエストの作成時間。リクエスト日時

サービスリクエストのステータス（[完了]、
[キャンセル済み]、[失敗]など）。

リクエストのステータス

任意のコメント。コメント

所有権

サービスリクエストの送信元ユーザが属するグ

ループ。

グループ

サービスリクエストを送信したユーザ。送信ユーザ

VMがアクティブになっている期間。定義した
場合は、指定された時間が経過した後でVMが
削除されます。

期間(時間)

VMのプロビジョニングが開始されるまでの時
間。定義した場合、VMはスケジュール日の午
前6時にプロビジョニングされます。定義され
ていない場合は、サービスリクエストのワーク

フローステップが完了するとただちにVMがプ
ロビジョニングされます。

スケジュール時刻

カタログ情報

VDCの作成時に管理者から提供された電子メー
ル ID。

vDC所有者の電子メール

VMプロビジョニングのサービスリクエストの
承認を担当するユーザ（定義済みの場合）。

承認ユーザ

VMのプロビジョニングに使用されるカタログ
項目の名前。

カタログ名

カタログ項目の説明。カタログの説明
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説明名前

VMのプロビジョニングコスト（予想）。この
コストは、カタログ項目に定義されているコス

トモデルに基づいて決定されます。

サービスリクエストコスト

各ワークフローステップのステータスを確認できます。警告メッセージやエラーメッセージ、

リクエスト時間などの詳細も表示されます。ワークフローステップは、それぞれのステータスに

応じて次のように色分けされます。

説明カラーコード

ステップは未完了です。グレー

ステップは正常に完了しました。グリーン

ステップは失敗しました。失敗の理由も示され

ます。

赤

ステップを完了するには、追加の入力が必要で

す。たとえば、サービスリクエストの承認者

が定義されている場合、リクエストが承認され

るまで、このステップは完了しません。

青

承認者は、自分に割り当てられたサービスリクエストを [承認]タブで確認できます。（注）

サービスリクエストのワークフローのステータスの表示

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [サービスリクエスト]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、ユーザグループを選択します。

デフォルトは、すべてのサービスリクエストがリストされる [すべてのユーザグループ]です。

ステップ 3 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 4 サービスリクエストを選択します。

ステップ 5 [詳細の表示]をクリックして、サービスリクエストの詳細とステータスを表示します。デフォル
トでは、[ワークフローステータス]タブがダイアログボックスに表示されます。
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サービスリクエストのログの詳細の表示

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [サービスリクエスト]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、ユーザグループを選択します。

デフォルトは、すべてのサービスリクエストがリストされる [すべてのユーザグループ]です。

ステップ 3 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 4 サービスリクエストを選択します。

ステップ 5 [詳細の表示]をクリックして、[ログ]タブを選択します。

サービスリクエストのスケジュール設定について
遅延プロビジョニングを使用して、後日の VMプロビジョニングをスケジュール設定できます。
デフォルトのプロビジョニング時間は、スケジュール日の午前 8時 30分です。日付を設定する
と、ワークフローのVMプロビジョニングステータスには、プロビジョニングが後日にスケジュー
ル設定済みとして示されます。

サービスリクエストのスケジュール設定

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [サービスリクエスト]を選択します。

ステップ 2 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 3 [リクエストの作成]をクリックします。

ステップ 4 グループ、カタログタイプ、およびカタログを選択します。詳細については、「標準カタログタ

イプを使用したサービスリクエストの作成」（P.11-1）を参照してください。

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [プロビジョニング]フィールドの [後で]オプションを選択し、[サービスリクエスト]ダイアログ
ボックスでプロビジョニング日付を選択します。

ステップ 7 [サマリー]ウィンドウが表示されるまで [次へ]をクリックします。

ステップ 8 [送信]をクリックします。
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サービスリクエストの再送信について
失敗したサービスリクエストを再送信できます。サービスリクエストが失敗する理由として次

のものがあります。

• VMがプロビジョニングされるグループに対する予算制限（管理者が定義している場合）を
超過した場合。

• VMがプロビジョニングされるグループに対するリソース制限（管理者が定義している場合）
を超過した場合。

•サービスリクエストの作成時に関連情報が入力されていない場合は、プロビジョニングが失
敗することがあります。

サービスリクエストを再送信すると、前回の送信で失敗したワークフローステップからプロセス

が再開されます。たとえば、サービスリクエストがリソース割り当てワークフロー（ステップ

2）で失敗した場合、このサービスリクエストを再送信すると、そのステップからプロセスが開
始されます。

サービスリクエストの再送信

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [サービスリクエスト]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、ユーザグループを選択します。

デフォルトは、すべてのサービスリクエストがリストされる [すべてのユーザグループ]です。

ステップ 3 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 4 再送信するサービスリクエストを選択します。

ステップ 5 [リクエストの再送信]をクリックします。
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その他のサービスリクエスト機能

サービスリクエストのキャンセル

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [サービスリクエスト]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、ユーザグループを選択します。

デフォルトは、すべてのサービスリクエストがリストされる [すべてのユーザグループ]です。

ステップ 3 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 4 キャンセルするサービスリクエストエントリを選択します。

ステップ 5 [リクエストをキャンセルする]をクリックします。

ステップ 6 [送信]をクリックしてサービスリクエストをキャンセルします。

サービスリクエストのロールバック

オーケストレーションワークフローやフェンスドコンテナの導入を使用してサービスリクエス

トが作成された場合は、サービスリクエストをロールバックできます。

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [サービスリクエスト]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、ユーザグループを選択します。

デフォルトは、すべてのサービスリクエストがリストされる [すべてのユーザグループ]です。

ステップ 3 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 4 アーカイブするサービスリクエストを選択します。

ステップ 5 [アーカイブ]をクリックします。

ステップ 6 [リクエストのアーカイブ]ダイアログボックスで、[アーカイブ]をクリックします。
アーカイブされたすべてのリクエストを表示するには、[アーカイブ済みのサービスリクエスト]
タブを選択します。
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特定グループのサービスリクエストの表示

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [サービスリクエスト]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、ユーザグループを選択します。

デフォルトは、すべてのサービスリクエストがリストされる [すべてのユーザグループ]です。

ステップ 3 [サービスリクエスト]タブを選択します。

グループのサービスリクエスト履歴の検索

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [サービスリクエスト]を選択します。

ステップ 2 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 3 ツールバーで、[検索と置換]をクリックします。

ステップ 4 [検索と置換]ダイアログボックスで、検索フィールドに検索キーワードを入力します。

ステップ 5 [送信]をクリックします。

グループのサービスリクエスト履歴のエクスポート

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [サービスリクエスト]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、グループ名を選択します。

ステップ 3 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 4 ツールバーの右側で、[レポートのエクスポート]アイコンをクリックします。

ステップ 5 [レポートのエクスポート]ダイアログボックスで、レポート形式を選択します。
レポート形式は、PDF、CSV、または XLSを選択できます。

ステップ 6 [レポートの作成]をクリックします。
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アーカイブ済みのサービスリクエストの再有効化

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [サービスリクエスト]を選択します。

ステップ 2 [アーカイブ済みのサービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 3 再有効化するサービスリクエストを選択します。

ステップ 4 [アーカイブ解除]をクリックします。

サービスリクエストの承認プロセス
VMプロビジョニングを実行する前に、VDCで定義された 1人以上の承認者がサービスリクエス
トを承認する必要があります。 1つのグループに承認者を 2人定義することが可能です。

•サービスリクエストのワークフローが作成されると、VMの承認を求める（承認者の名前が
表示された）ステップがそのワークフローに組み込まれます。

•承認者に対して、サービスリクエストの通知電子メールが送信されます。承認者は、すべ
てのリクエストを [承認]タブで確認できます。

•承認が済んだら、次のステップで VMプロビジョニングが開始されます。

承認者の定義の詳細については、「仮想データセンターの管理」（P.9-1）を参照してくださ
い。

（注）
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サービスリクエストの承認

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [サービスリクエスト]を選択します。

ステップ 2 [承認記録]タブを選択します。

ステップ 3 承認するサービスリクエストエントリを選択します。

ステップ 4 詳細を確認するには、[詳細の表示]をクリックします。

ステップ 5 [承認]をクリックします。

ステップ 6 必要に応じて、[サービスリクエスト]ダイアログボックスにコメントを追加します。

ステップ 7 [承認]をクリックします。

サービスリクエストの却下

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [サービスリクエスト]を選択します。

ステップ 2 [承認記録]タブを選択します。

ステップ 3 却下するサービスリクエストエントリを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示]をクリックして詳細を確認します。

ステップ 5 [却下]をクリックします。

ステップ 6 必要に応じて、[サービスリクエスト]ダイアログボックスにコメントを追加します。

ステップ 7 [却下]をクリックします。

サービスリクエストの承認履歴の表示

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [承認記録]を選択します。

ステップ 2 [承認記録]タブを選択します。
承認済みと保留中の区別にかかわらず、すべての承認がリストされます。
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サービスリクエストの承認履歴の検索

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [承認記録]を選択します。

ステップ 2 [承認記録]タブを選択します。
承認済みまたは保留中にかかわらず、すべての承認がリストされます。

ステップ 3 [検索]フィールドに、検索条件を入力します。
検索条件に一致するサービスリクエストが表示されます。

サービスリクエストの承認履歴のエクスポート

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [承認記録]を選択します。

ステップ 2 [承認記録]タブを選択します。

ステップ 3 リストから、グループ名を選択します。

ステップ 4 ツールバーの右側で、[レポートのエクスポート]アイコンをクリックします。

ステップ 5 [レポートのエクスポート]ダイアログボックスで、レポート形式を選択します。
レポート形式は、PDF、CSV、または XLSを選択できます。

ステップ 6 [レポートの作成]をクリックします。
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サービスリクエストの予算

今月の利用可能な予算

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [サービスリクエスト]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、[すべてのユーザグループ]または特定のユーザグループを選択します。

ステップ 3 [今月の利用可能な予算]タブを選択します。

予算エントリの表示

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [サービスリクエスト]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、ユーザグループを選択します。

ステップ 3 [予算エントリ]タブを選択します。

予算エントリの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [要約]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、ユーザグループを選択します。

ステップ 3 [予算エントリ]タブを選択します。

ステップ 4 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 5 [予算エントリの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

予算エントリの名前。[エントリ名]フィールド

1ヵ月あたりの予算金額。[予算額]フィールド
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説明名前

年を選択します。[年]ドロップダウンリスト

月を選択します。[月]ドロップダウンリスト

同じ予算金額を繰り返す月数を選択します。[リピートエントリ]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [追加]をクリックします。

予算エントリの編集

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [要約]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、ユーザグループを選択します。

ステップ 3 [予算エントリ]タブを選択します。

ステップ 4 メインページで、予算エントリを選択します。

ステップ 5 [編集]をクリックします。

ステップ 6 [予算エントリの編集]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

予算エントリの名前。[エントリ名]フィールド

1ヵ月あたりの予算金額。[予算額]フィールド

年を選択します。[年]ドロップダウンリスト

月を選択します。[月]ドロップダウンリスト

同じ予算金額を繰り返す月数を選択します。[リピートエントリ]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [保存]をクリックします。
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予算エントリの削除

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [要約]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、ユーザグループを選択します。

ステップ 3 [予算エントリ]タブを選択します。

ステップ 4 メインウィンドウで、予算エントリを選択します。

ステップ 5 [削除]（X）をクリックします。

ステップ 6 [エントリの削除]ダイアログボックスで、削除を確認します。
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第 12 章

マルチディスク VM プロビジョニング

この章は、次の内容で構成されています。

• マルチディスク VMプロビジョニングについて, 181 ページ

• マルチディスク VMプロビジョニングのワークフロー, 182 ページ

• マルチディスクに対応したテンプレートについて, 182 ページ

• ディスクカテゴリの割り当て, 182 ページ

• ストレージポリシーの定義, 183 ページ

• カタログの作成, 186 ページ

• VMディスクの作成, 191 ページ

マルチディスク VM プロビジョニングについて
CiscoUCSDirectorでは、1つのテンプレートからマルチディスク仮想マシン（VM）プロビジョニ
ングを実行できます。選択した 1つまたは複数のデータストアに対するVMディスクプロビジョ
ニングを設定できます。また、1つのテンプレートで追加ディスクごとに個別のディスクポリ
シーを設定することもできます。

Cisco UCS Directorでは、ディスクは次のカテゴリに分類されます。

•システム

•データ

•データベース

•スワップ

•ログ
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Cisco UCS Directorで定義されているディスクカテゴリはディスクのラべリング専用です。（注）

マルチディスク VM プロビジョニングのワークフロー

手順

ステップ 1 マルチディスクに対応したテンプレートを利用できることを確認します。

ステップ 2 ディスクカテゴリを割り当てます。

ステップ 3 ストレージポリシーを定義します。

ステップ 4 テンプレートのカタログを作成します。

マルチディスクに対応したテンプレートについて
マルチディスクの仮想マシン（VM）をプロビジョニングするためには、マルチディスクに対応し
たテンプレート（イメージ）を使用できる必要があります。マルチディスクに対応したテンプ

レートをVMプロビジョニングに使用する前に、各ディスクにディスクカテゴリを割り当てる必
要があります。

ディスクカテゴリの割り当て

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 VMwareクラウドを選択し、[イメージ]タブを選択します。

ステップ 3 マルチディスクに対応したテンプレートを選択します。

ステップ 4 ツールバーの [詳細の表示]ボタンをクリックします。

ステップ 5 [ディスク]タブをクリックします。

ステップ 6 ディスクを選択します。

ステップ 7 [ディスクタイプの割り当て]をクリックします。

ステップ 8 ディスクタイプを選択します。

次のいずれかになります。

•システム
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•データ

•データベース

•スワップ

•ログ

ステップ 9 [送信]をクリックします。

ストレージポリシーの定義
ストレージポリシーは、データストアの対象範囲、使用するストレージのタイプ、容量の最小条

件、遅延などのリソースを定義するポリシーです。また、ストレージポリシーを使用すると、マ

ルチディスクに対する追加のディスクポリシーを設定することや、サービスリクエストの作成中

にエンドユーザがデータストアを選択できるようにすることができます。

Cisco UCS Directorでは、複数のデータストア上で、複数のディスクを使用したVMプロビジョニ
ングを実行できます。ディスクは、システム、データ、データベース、スワップ、ログという 5
つのタイプに分類されます。システムディスクポリシーを先に設定し、次にそれ以外のディス

クを要件に応じて設定できます。ディスクタイプ別にディスクポリシーを設定することも、ディ

スクごとにデフォルトのシステムディスクポリシーを選択することも可能です。

追加のディスクポリシーを使用する場合、マルチディスクテンプレートのカタログの作成中は、

[単一データストアのすべてのディスクをプロビジョニングします]オプションを必ずオフにして
ください。カタログ作成の詳細については、カタログの追加, （186ページ）を参照してくださ
い。

また、Cisco UCS Directorには、エンドユーザがデータストアを選択できるかどうかを指定するオ
プションがあるため、VMプロビジョニングのサービスリクエストを作成するときにデータスト
アを選択できるようにすることができます。サービスリクエストの作成中に選択された VDCに
関連付けられたストレージポリシーで指定されている対象範囲条件によって、選択対象としてリ

ストされるデータストアは異なります。

ストレージポリシーの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [ストレージ]を選択します。

ステップ 2 [VMwareストレージポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ストレージリソース割り当てポリシーの追加 -システムディスクポリシー]ダイアログボックス
で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。この名前はカタログ定義中に

使用されます。

[ポリシー名]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド

リソース割り当てが発生するクラウドを選択し

ます。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

システムディスクスコープ

導入の適用範囲を選択します。すべてを使用す

るか、選択した項目を含めるか、選択した項目

を除外するかを指定します。

[データストアのスコープ]ドロップダウンリス
ト

共有データストアのみを使用する場合は、

チェックボックスをオンにします。

[共有データストアのみの使用]チェックボック
ス

ストレージオプション

ローカルストレージを使用するには、チェック

ボックスをオンにします。

デフォルトでは、このフィールドはオンになっ

ています。

[ローカルストレージの使用]チェックボックス

NFSストレージを使用するには、チェックボッ
クスをオンにします。

デフォルトでは、このフィールドはオンになっ

ています。

[NFSの使用]チェックボックス

SANストレージを使用するには、チェックボッ
クスをオンにします。

デフォルトでは、このフィールドはオンになっ

ています。

[SANの使用]チェックボックス

満たしたい 1つ以上の条件のチェックボックス
をオンにします。これらの基準を満たさないホ

ストやデータストアは考慮から除外されます。

複数の条件を選択した場合は、選択したすべて

の条件に一致する必要があります。

[条件の最小値]チェックボックスリスト
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説明名前

テンプレートのプロパティを上書きするには、

チェックボックスをオンにします。シンプロ

ビジョニングの使用や、カスタムディスクサ

イズなどのカスタム設定を入力するオプション

があります。

[テンプレートのオーバーライド]チェックボッ
クス

VMストレージのプロビジョニング時にシンプ
ロビジョニングを使用するには、チェックボッ

クスをオンにします。

シンプロビジョニングを使用すると、物理スト

レージ容量を動的に割り当てて、VMストレー
ジ使用率を高めることができます。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]をオンにした場合に
表示されます。

（注）

[シンプロビジョニングの使用]チェックボック
ス

VMプロビジョニングに使用されるテンプレー
トのディスクサイズを上書きするカスタムディ

スクサイズ。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]をオンにした場合に
表示されます。

（注）

カスタムディスクサイズ

VMライフサイクルのサイズ変更オプション

プロビジョニングの前にVMディスクサイズを
選択するオプションを提供するには、チェック

ボックスをオンにします。

ディスクのサイズ変更を許可

VMをプロビジョニングするためのディスクサ
イズの値。

このオプションは、[ディスクのサイ
ズ変更を許可]をオンにした場合に表
示されます。

（注）

[ディスクの許容値(GB単位)]フィールド

サービスリクエストの作成中にデータストアを

選択するオプションをユーザに提供するには、

チェックボックスをオンにします。

[スコープからのデータストアの選択をユーザに
許可します]チェックボックス

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [追加のディスクポリシー]ペインで、設定するディスクタイプを選択します。
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デフォルトでは、ディスクのディスクポリシーは [システムディスクポリシー]です。

ステップ 7 [鉛筆]アイコンをクリックすると、[ディスクポリシーエントリの編集]ダイアログボックスが表
示されます。

ステップ 8 ディスクポリシーを設定するには、[システムディスクポリシーと同じ]チェックボックスをオフ
にします。

ステップ 9 [エントリの編集]ダイアログボックスで、ディスクタイプの [ディスクスコープ]と [ストレージ
オプション]を選択します。

ステップ 10 [送信]をクリックします。

ステップ 11 必要に応じて、他のディスクタイプの設定に進みます。

ステップ 12 [送信]をクリックします。
追加のディスクポリシーで作成されたストレージポリシーを使用するには、VMプロ
ビジョニングに使用される VDCにポリシーを関連付ける必要があります。

（注）

カタログの作成

カタログの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [カタログ]を選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [カタログの作成]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

[基本情報]ペイン

カタログの名前。

一度作成したカタログの名前は変更

できません。

（注）

[カタログ名]フィールド

カタログの説明。[カタログの説明]フィールド
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説明名前

カタログのタイプ。次のいずれかになります。

•標準：クラウドのリストからイメージを使
用してVMプロビジョニング用にカタログ
を作成するために使用されます。

•詳細：カタログ項目などのオーケストレー
ションワークフローのパブリッシングに

使用されます。

•サービスコンテナ：カタログ項目としての
アプリケーションコンテナのパブリッシ

ングに使用されます。

• VDI：カタログ項目としての XenDesktop
のパブリッシングに使用されます。

[カタログタイプ]ドロップダウンリスト

このカタログをイメージに関連付けるアイコン

をリストから選択します。このカタログを使用

してサービスリクエストを作成しているときに

このアイコンが表示されます。

[カタログアイコン]ドロップダウンリスト

チェックボックスをオンにすると、すべてのグ

ループがこのカタログを使用できるようになり

ます。他のグループで使用できないようにする

には、チェックボックスをオフにします。

[すべてのグループに適用]チェックボックス

[項目の選択]ダイアログボックスから追加した
グループのチェックボックスをオンにします。

選択したグループでは、このカタログを使用し

て新しい VMをプロビジョニングします。

[選択されたグループ]チェックボックスリスト

VMプロビジョニングのイメージを含むクラウ
ドを選択します。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

このカタログを使用してVMをプロビジョニン
グするときに使用するイメージのタイプ（イ

メージを構成するWindows、Linux、その他の
ファイルなどの既存のテンプレート）を選択し

ます。

[イメージ]ドロップダウンリスト

Windowsライセンスを選択します。

このオプションは、Windowsイメー
ジを選択した場合に表示されます。

（注）

[Windowsラインセンスプール]フィールド
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説明名前

単一のデータストアのすべてのディスクをプロ

ビジョニングするには、このチェックボックス

をオンにします。ストレージポリシーで各ディ

スクに対して設定されたデータストアの使用を

選択することもできます。

複数のディスクストレージポリシー作成の詳

細については、「ポリシーの管理」（8-1ペー
ジ）を参照してください。

このオプションは、選択したテンプ

レートに複数のディスクがある場合

に表示されます。

（注）

[単一データストアのすべてのディスクをプロビ
ジョニングします]チェックボックス

リストからテンプレートを選択します。

このオプションは、選択したカタロ

グタイプが [サービスコンテナ]の場
合に表示されます。

（注）

[サービスコンテナテンプレート名]ドロップダ
ウンリスト

Desktop Studioで設定された XenDesktop専用の
カタログのリストからテンプレートを選択しま

す。

このオプションは、選択したカタロ

グタイプが [VDI]の場合に表示され
ます。

（注）

[XenDesktopカタログ]ドロップダウンリスト

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [アプリケーションの詳細]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

VDCカテゴリを選択します。[カテゴリ]ドロップダウンリスト

このカタログ項目を使用してサービスリクエス

トが作成されたときに通知する担当者のメール

アドレス。

[サポートの問い合わせ先の電子メールアドレ
ス]フィールド

VMのプロビジョニング時にVMにインストー
ルされている OSのタイプを選択します。

[OSの指定]ドロップダウンリスト

[OSの指定]リストにない OS。[他のOSの指定]フィールド

    Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 4.1
188 OL-30729-02-J   

マルチディスク VM プロビジョニング
カタログの追加



説明名前

[項目の選択]ダイアログボックスからのアプリ
ケーションのチェックボックスをオンにしま

す。これらのアプリケーションは、プロビジョ

ニング中に VMにインストールされます。

[アプリケーションの指定]チェックボックスリ
スト

[項目の選択]ダイアログボックスにないアプリ
ケーション。

[他のアプリケーションの指定]フィールド

VM名で使用されるアプリケーションコード。
アプリケーションコードは 1～ 4文字を指定で
きます（例：W2K3、DB、WS）。アプリケー
ションコードは、変数 ${APPCODE}を使用し
て、VM名のシステムポリシーで使用できま
す。

たとえば、VM名テンプレートが
vm-${GROUP_NAME}-${APPCODE}の場合、
システムポリシーを使用してプロビジョニング

される VMの名前は vm-groupname-W2K3にな
ります。

[アプリケーションコード]フィールド

ステップ 7 [次へ]をクリックします。

ステップ 8 [ユーザクレデンシャル]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

VMアクセスクレデンシャル（共有）の取得を
ユーザに許可するかどうかを選択します。

[クレデンシャルオプション]ドロップダウンリ
スト

ユーザ ID。

このオプションは、[クレデンシャル
オプション]でいずれかの共有オプ
ションを選択した場合に表示されま

す。

（注）

[ユーザ ID]フィールド

ユーザのパスワード。

このオプションは、[クレデンシャル
オプション]でいずれかの共有オプ
ションを選択した場合に表示されま

す。

（注）

[パスワード]フィールド
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ステップ 9 [次へ]をクリックします。

ステップ 10 [カスタマイズ]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

チェックボックスをオンにすると、VMプロビ
ジョニング後に実行されるオーケストレーショ

ンワークフローが有効になります。

[プロビジョニング後のカスタムアクション]
チェックボックス

プロビジョニングの定義済みワークフローを選

択します。

このオプションは、[プロビジョニン
グ後のカスタムアクション]をオンに
した場合に表示されます。

（注）

[ワークフロー]ドロップダウンリスト

[毎時]または [毎月]を選択します。[VMアプリケーションの請求間隔]ドロップダ
ウンリスト

テンプレートに含まれるアプリケーションのコ

スト。

[アクティブなVMアプリケーションのコスト]
フィールド

このカタログに対する、非アクティブな状態の

VMの毎時または毎月のコスト。
[非アクティブなVMアプリケーションのコスト]
フィールド

ステップ 11 [次へ]をクリックします。

ステップ 12 [VMアクセス]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

チェックボックスをオンにすると、VMへの
Webアクセスが有効になります。チェックボッ
クスをオフにすると、VMへのWebアクセスが
無効になります。

[Webアクセス設定]チェックボックス

VMの URL。

このオプションは、[Webアクセス設
定]をオンにした場合に表示されま
す。

（注）

[URL]フィールド

この URLに対して定義されるラベル。

このオプションは、[Webアクセス設
定]をオンにした場合に表示されま
す。

（注）

[ラベル]フィールド
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説明名前

チェックボックスをオンにすると、VMへのリ
モートデスクトップアクセスが有効になりま

す。チェックボックスをオフにすると、VMへ
のリモートデスクトップアクセスが無効にな

ります。

[リモートデスクトップのアクセス設定]チェッ
クボックス

リモートアクセス用のサーバの IPアドレス。

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]をオンにした
場合に表示されます。

（注）

[サーバ]フィールド

リモートアクセス用のサーバのポート番号。

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]をオンにした
場合に表示されます。

（注）

[ポート]フィールド

このリモートアクセスに対して定義されるラベ

ル。

このオプションは、[リモートデスク
トップアクセス設定]をオンにした場
合に表示されます。

（注）

[ラベル]フィールド

ステップ 13 [次へ]をクリックします。

ステップ 14 [サマリー]ページでカタログ情報を確認します。

ステップ 15 [送信]をクリックします。

VM ディスクの作成
[VM]アクションボタンから利用できる [VMディスクの作成]オプションを使用して、プロビジョ
ニングされたVMまたは検出されたVMに、カスタムサイズの増設ディスクを追加することがで
きます。
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手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 リストから VMを選択します。

ステップ 5 ツールバーの右側にある下矢印をクリックして、VMオプションのドロップダウンリストを開き
ます。

ステップ 6 [VMディスクの作成]を選択します。

ステップ 7 [VMディスクの作成]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

VMの名前。

VMの名前は編集できません。

[VM名]フィールド

VMのディスクサイズ（GB単位）。[新しいディスクサイズ(GB)]フィールド

ディスクラベルを選択します。ディスクラベ

ルは次のいずれかになります。

•システム

•データ

•データベース

•スワップ

•ログ

[ディスクタイプの選択]ドロップダウンリス
ト

データストアを選択します。データストアの選

択肢は、VMの VDCに関連付けられているス
トレージポリシーによって異なります。

[データストアの選択]ドロップダウンリスト

VMにシンプロビジョニングされたディスクを
追加するには、チェックボックスをオンにしま

す。

シンプロビジョニングを使用する

と、物理ストレージ容量を動的に割

り当て、VMストレージ使用率を高め
ることができます。

（注）

[Thinプロビジョニング]チェックボックス
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ステップ 8 [作成]をクリックします。
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第 13 章

チャージバックモジュールの使用方法

この章は、次の内容で構成されています。

• チャージバック機能について, 195 ページ

• 予算ポリシー, 196 ページ

• コストモデル, 197 ページ

• VDCの変更によるコストモデルの組み込み, 200 ページ

• パッケージベースのコストモデル, 203 ページ

• ストレージ階層のコストモデル, 205 ページ

• 階層へのデータストアの割り当てについて, 206 ページ

• チャージバックレポート, 207 ページ

• レコードの変更について, 211 ページ

• チャージバックの計算, 211 ページ

チャージバック機能について
CiscoUCSDirectorのチャージバックモジュールを使用して、仮想インフラストラクチャのコスト
を詳細に確認することができます。また、コストモデルを定義して部門内や組織内のポリシーに

割り当てることができます。リソースのコストが正確に計算されるように、仮想マシン（VM）
の計測データが頻繁に収集されます。

チャージバックモジュールの機能は次のとおりです。

•柔軟性：組織の要件に応じて、固定コスト、一括での支払いのコスト、割り当てコスト、使
用コスト、およびこれらのすべての組み合わせを提供できます。

•再利用可能なコストモデル：標準化されたコストモデルまたはテンプレートを使用してコ
ストモデルを VMに割り当てます。これらのテンプレートを使用して、新しい環境にすば
やくコストモデルを適用できます。
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•レポート：仮想インフラストラクチャのコストとリソース使用状況について、さまざまなサ
マリーレポートと比較レポートを生成します。レポートは、PDF、CSV、および XLS形式
でエクスポートされ、Webブラウザで表示できます。

•上位 5つのレポート：VMコスト、CPU、メモリ、ストレージコスト、ネットワークコスト
について、上位 5つの組織またはグループを示すレポートをモニタします。

•ダッシュボード：組み込みダッシュボードと多彩なグラフィカルウィジェットにより、VM
の計測情報とチャージバックをリアルタイムにモニタして分析します。

予算ポリシー
チャージバックモジュールでは、リソース全体が考慮されます。チャージバックとは別に、予算

の監視や予算超過の有効化または無効化に使用する予算ポリシーに個々のグループや組織を関連

付ける必要があります。

予算ポリシーの設定

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [ユーザとグループ]を選択します。

ステップ 2 [ユーザグループ]タブを選択します。

ステップ 3 グループを選択し、[予算ポリシー]をクリックします。

ステップ 4 [予算ポリシー]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

オンにすると、グループの予算の使用状況が監

視されます。オフにすると、該当するグループ

のすべての予算エントリが無視されます。

[予算の監視の有効化]チェックボックス

オンにすると、グループメンバーに対して、準

備された予算の超過が許可されます。オフにす

ると、予算がすべて消化された時点で、新しい

予算が追加されるまですべてのリクエストが却

下されます。

[予算超過を許可]チェックボックス

ステップ 5 [保存]をクリックします。
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コストモデル
コストモデルは、CPU、RAM、ストレージなどの仮想リソースのユニットレベルのコストを定
義するために使用されます。これらのコストは、仮想インフラストラクチャ内のVMのチャージ
バック計算に使用されます。コストモデルは、線形モデルのコストの定義を提供し、コストをユ

ニットレベルで定義できます。

VMの特定のリソースのコストは、その VMに割り当てられるユニットの数に基づいて計算され
ます。たとえば、1 GBの RAMのコストはコストモデル内で定義され、特定のVMの RAMのコ
ストを決定するためにこのユニットコストが使用されます。

1回限りのプロビジョニングコスト、アクティブまたは非アクティブの VMのコスト、および
CPUやメモリなどのリソースのプロビジョニング、予約、または使用コストを定義できます。こ
れらのコストは、使用状況に基づいて VMのコストの計算に使用されます。

コストモデルの作成

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [サービスの提供]を選択します。

ステップ 2 [コストモデル]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [コストモデルの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

コストモデルの名前。[コストモデル名]フィールド

コストモデルの説明。[コストモデルの説明]フィールド

コストモデルのタイプを選択します。

[標準]は、線形コストモデルを示します。 [詳
細]は、パッケージベースまたはスクリプトベー
スのコストモデルを示します。高度なコスト

モデルの説明と使用方法については、「パッ

ケージベースのコストモデル」（P.13-6）を参
照してください。該当する場合は [HyperV]を
選択することもできます。

[コストモデルタイプ]ドロップダウンリスト
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説明名前

VMのリソースコストを定義する頻度を選択し
ます。

リソースのコストを時間単位で指定する場合

は、[毎時]を選択します。リソースのコストを
月単位で指定する場合は、[毎月]を選択しま
す。

[課金頻度]ドロップダウンリスト

固定コスト

VMプロビジョニングにかかる一括での支払い
の固定コスト。

[一括での支払いのコスト]フィールド

VMコスト

アクティブ状態の VMの 1時間あたりのコス
ト。

[アクティブなVMのコスト]フィールド

非アクティブ状態のVMの 1時間あたりのコス
ト。

[非アクティブなVMのコスト]フィールド

CPUコスト

CPUのチャージユニット（GHzまたはコア数）
を選択します。

[CPUチャージユニット]ドロップダウンリスト

1時間あたり、CPUのチャージユニットあたり
のプロビジョニング済み CPUコスト。 VMに
対してプロビジョニングされた CPUのコスト
が考慮されます。

CPUチャージユニットがGHzの場合
のコスト。

[使用済み CPUコスト]フィールドに
値を入力する場合は、このフィール

ドを空白にしておく必要があります。

（注）

[プロビジョニング済みCPUコスト]フィールド
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説明名前

1時間あたり、1 GHzあたりの予約済み CPUコ
スト。

実際に VMに対して予約された CPUのコスト
が考慮され、プロビジョニング済み CPUコス
トの計算も含まれます。プロビジョニングコ

ストとは別に、予約済み CPUの追加コストが
ある場合は、ここで入力します。たとえば、プ

ロビジョニングコストが1ドル、予約済みコス
トが 1.4ドルである場合は、追加の予約コスト
を指定する必要があります。この場合の追加コ

ストは、1.4ドル - 1ドル = 0.4ドルです。

CPUチャージユニットがGHzの場合
のコスト。

[使用済み CPUコスト]フィールドに
値を入力する場合は、このフィール

ドを空白にしておく必要があります。

（注）

[予約済みCPUコスト]フィールド

1時間あたり、1 GHzあたりの使用済み CPUコ
スト。このコストは実際の CPU使用率に基づ
いています。

このコストでは、プロビジョニング済みコスト

および予約済みコストは考慮されません。 [使
用済みCPUコスト]フィールドに値を入力する
場合は、プロビジョニング済みコストと予約済

みコストのフィールドを空白にしておく必要が

あります。

CPUチャージユニットがGHzの場合
のコスト。

（注）

[使用済み CPUコスト]フィールド

メモリコスト

1時間あたり、1GBあたりのプロビジョニング
済みメモリコスト。

[プロビジョニング済みメモリのコスト]フィー
ルド

1時間あたり、1 GBあたりの予約済みメモリ
コスト。

[予約済みメモリコスト]フィールド

1時間あたり、1 GBあたりの使用済みメモリ
コスト。

[使用済みメモリコスト]フィールド

ネットワークコスト

Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 4.1    
    OL-30729-02-J 199

チャージバックモジュールの使用方法

コストモデルの作成



説明名前

1時間あたり、1 GBあたりの受信済みデータ
コスト。

[受信済みネットワークデータのコスト]フィー
ルド

1時間あたり、1 GBあたりの転送済みデータ
コスト。

[転送済みネットワークデータのコスト]フィー
ルド

ストレージコスト

1時間あたり、1GBあたりのコミット済みスト
レージコスト。

[コミット済みストレージコスト]フィールド

1時間あたり、1 GBあたりの未コミットスト
レージコスト。未コミットストレージは、未

使用でプロビジョニング済みのストレージとし

て定義されます。

[コミットされていないストレージのコスト]
フィールド

ステップ 5 [追加]をクリックします。

VDC の変更によるコストモデルの組み込み
既存のVDCを追加または編集して、そのVDCに、新しく作成したコストモデルを割り当てるこ
とができます。既存の VDCを編集するか、新しい VDCを作成して、その VDCにコストモデル
を割り当てることができます。

コストモデルがVDCに割り当てられると、そのVDCに含まれているVMはすべて、高度なコス
トモデルに基づいて課金されます。 VDCに含まれる VMのうち、標準タイプのコストモデルを
持つ VMは、そのまま標準コストモデルに従って課金されます。

VDC へのコストモデルの追加

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [仮想データセンター]を選択します。

ステップ 2 [VDC]タブを選択します。

ステップ 3 コストモデルに追加する VDCを選択します。

ステップ 4 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 5 [VDCの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

VDCの名前。[vDC名]フィールド

チェックボックスをオンにすると、以後の導入

に、その VDCを使用できなくなります。この
VDC内の既存の VMに対するアクションは無
効化されます。チェックボックスをオフにする

と、以後の導入に、その VDCを使用できるよ
うになります。

[ロック済みのvDC]チェックボックス

VDC固有の説明。[vDCの説明]フィールド

VDCの設定の対象となるグループを選択しま
す。

[グループ]ドロップダウンリスト

VDCの設定の対象となるクラウドを選択しま
す。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

承認者および連絡先

サービスリクエストを承認する必要があるユー

ザ。

[第1承認者のユーザ名]フィールド

サービスリクエストを承認する必要がある2番
目のユーザ。

[第2承認者のユーザ名]フィールド

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。

その VDCを使用した VMプロビジョニングに
関する通知を受ける個人。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレ
ス]フィールド

この VDCに関する通知をコピーする第 2連絡
先の電子メール。

[電子メールアドレスへの通知をコピー]フィー
ルド

ポリシー
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説明名前

VDCに適用できるシステムポリシーを選択し
ます。

[システムポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコンピューティングポリシー
を選択します。

[コンピューティングポリシー]ドロップダウン
リスト

VDCに適用できるネットワークポリシーを選
択します。

[ネットワークポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるストレージポリシーを選択
します。

[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコストモデルを選択します。[コストモデル]ドロップダウンリスト

チェックボックスをオンにすると、その VDC
のサービスリクエストサマリーと電子メール

ページにコストが表示されなくなります。

[サービスリクエストサマリーと電子メールペー
ジへのコストの表示を無効化]チェックボック
ス

VMのプロビジョニング後、オーケストレーショ
ンワークフローの実行に使用されるポリシーを

選択します。選択したワークフローは、VDC
内のVM用のアクションボタンとして表示され
ます。

[ユーザアクションポリシー]ドロップダウンリ
スト

End User Self-Serviceポリシー

チェックボックスをオンにすると、その VDC
に属しているVMに対して、すべてのVM電力
管理アクションが有効になります。

[VMの電力管理]チェックボックス

VMサイズ変更、VMスナップショット管理、VM削除、VMディスク管理、およびVM
ネットワーク管理もEndUserSelf-Serviceポリシーの対象になります。詳細については、
仮想データセンターの追加, （132ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 6 [追加]をクリックします。

VDC の編集によるコストモデルの組み込み

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [仮想データセンター]を選択します。

ステップ 2 [VDC]タブを選択します。

ステップ 3 コストモデルに追加する VDCを選択します。

ステップ 4 [カテゴリの管理]をクリックします。

ステップ 5 編集するカテゴリを選択します。

ステップ 6 [編集]をクリックします。

ステップ 7 [アプリケーションカテゴリの編集]ダイアログボックスのドロップダウンリストで、[コストモデ
ル]と [ポリシーの導入]を選択します。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

パッケージベースのコストモデル
パッケージベースのコストモデルでは、システムリソースのコストを個別ではなくパッケージと

して定義できます。複数のパッケージのうち、要件に合うものを選択します。このタイプのコス

トモデルは非線形モデルに適しています。

Cisco UCS Directorでは、CPUメモリ（サーバ）パッケージの定義をサポートします。（注）

このタイプのコストモデルでは、利用可能なリソースパッケージに基づいて定義が行われます。

コストモデルの形式は次のとおりです。

C – M:X

Cは CPUコアの数です。

Mは GB単位のメモリです。

Xは、CとMを合算した月額コストです。

たとえば、エントリが 2-4:200のパッケージでは、CPUコアの数が 2、メモリが 4 GB、コストが
月額 200ドルになります。

C1-M1:X1,C2-M2:X2,......,CN-MN:XNという形式を使用すると、複数のパッケージを定義できま
す。

たとえば 1-1:50,1-2:70,1-4:90,2-4:150,2-6:170,2-8:190,4-8:350,4-12:380,4-16:400の場合、最初のエン
トリ 1-1:50は、CPUコアが 1、メモリが 1 GB、コストが 1ヵ月あたり 50ドルのパッケージを表
しています。
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これらのエントリは、コストパッケージの要件に合わせていつでも編集できます。（注）

パッケージベースのコストモデルの作成

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [サービスの提供]を選択します。

ステップ 2 [コストモデル]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックして、新しいコストモデルを作成します。

ステップ 4 [コストモデルタイプ]フィールドで [詳細]オプションを選択します。

ステップ 5 次のスクリプトを [高度なコストモデル]フィールドに貼り付けます。
/********************************/

var CPU_MEMORY_COST =

1-2:81,1-4:95,1-8:109,2-4:162,2-6:176,2-8:189,2-16:378,4-12:352,4-16:378;

/********************************/

/*上記のようにコストパッケージを定義します。

コストパッケージは次の形式で定義できます。

C-M:X

Cは CPUコアの数です。

Mは GB単位のメモリです。

Xは、CとMを合算した月額コストです。

たとえば、2-4:162は、CPUコアの数が 2、メモリが 4GB、パッケージのコストが月額 162ドルと
いう意味です。 */

/*複数のパッケージを定義する場合は、C1-M1:X1,C2-M2:X2, ...........,CN-MN:XNという形式で定
義します。

標準パッケージは、CPU_MEMORY_COST変数を使用してスクリプトの先頭で定義します。

この変数は、コストパッケージの要件に合わせて編集できます。 */

/*参考情報：使用されるストレージコストは、ストレージ階層のコストモデル定義に基づいてい
ます。 */
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/*次のスクリプトは編集しないでください。 */

computeChargeback(data);
function computeChargeback(data)
{
var map = chargeBackAPI.getCPUMemCostModelMap(CPU_MEMORY_COST);
var cpuCores = data.getVmMeter().getCpuCores();
var memory = data.getVmMeter().getAllocMemGB();
var serverCost = chargeBackAPI.getCostForItem(map,cpuCores, memory);
serverCost = serverCost / (24 * 30);
var storageTierCost = chargeBackAPI.getStorageCostForItem(data.getVmMeter().getVmId());
var storageGB = (data.getVmMeter().getCommittedDiskGB()) +
(data.getVmMeter().getUncommittedDiskGB());
var committedDiskGBCost = (data.getVmMeter().getCommittedDiskGB()) * storageTierCost;
var unCommittedDiskGBCost = (data.getVmMeter().getUncommittedDiskGB()) * storageTierCost;
var storageCost = (storageGB * storageTierCost) / (24 * 30);
var totalVMCost = serverCost + storageCost;
var cb = data.getCbSummary();
cb.setCpuCores(cpuCores);
cb.setMemory(memory);
cb.setServerCost(serverCost);
cb.setCommittedDiskGB(data.getVmMeter().getCommittedDiskGB());
cb.setCommittedDiskGBCost(committedDiskGBCost);
cb.setUncommittedDiskGB(data.getVmMeter().getUncommittedDiskGB());
cb.setUncommittedDiskGBCost(unCommittedDiskGBCost);
cb.setTotalCost(totalVMCost);
}

/********************************/

ステップ 6 [追加]をクリックします。
コストモデルを定義したら、そのコストモデルに従って VMのチャージバックが開始
されるように、コストモデルを VDCに割り当てます。

（注）

ストレージ階層のコストモデル
ストレージ階層のコストモデルを使用して、階層形式でストレージのコストを複数定義できま

す。現在のストレージタイプには、ローカル、NFS、SAN、NASなどがあります。各ストレー
ジタイプのコストがばらつく可能性もありますが、ストレージ使用率に関するコストを計算する

際は、このばらつきを考慮することができます。

このモデルを使用して各階層のさまざまなコストを定義し、これらの階層に既存のデータストア

を割り当てることができます。階層コストモデルを使用すると、コストの観点で同様のデータス

トアタイプをグループ化できます。

階層ごとにコストに割り当てる必要があります。これは、1ヵ月あたり、1 GBあたりのコストで
す。たとえば、ある階層に 0.5ドルを割り当てた場合、その階層に含まれているすべてのデータ
ストアは、1ヵ月あたり、1 GBあたり、0.5ドルが課金されます。デフォルトですでに 4階層が
作成されているため、それらの階層にコストを割り当てる必要があります。
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階層へのコストの割り当て

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [ポリシー] > [サービスの提供]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ階層のコストモデル]タブを選択します。

ステップ 3 編集する階層を選択します。

ステップ 4 [編集]をクリックします。

ステップ 5 [1ヵ月あたりのディスクコスト(GB)]フィールドを編集します。

ステップ 6 [送信]をクリックします。

階層へのデータストアの割り当てについて
データストアを階層に割り当てると、その特定のデータストアに含まれているストレージのコス

トを計算するために、階層内で定義されたコストが使用されます。

データストアに含まれている VMのチャージバックを計算する場合は、そのデータストアが割り
当てられた階層によってコストが決定されます。データストアに階層が割り当てられていない場

合、詳細（スクリプトベース）コストモデルの使用時に、そのデータストアのストレージコス

トは考慮されません。

通常のコストモデル（1つのフォームでリソースコストを定義するコストモデル）を使用する際
は、階層コストが割り当て済みで、かつその階層にデータストアが割り当てられている場合は、

ストレージ階層のコストが考慮されます。ただし、データストアに階層が割り当てられていない

場合、そのデータストアに含まれている VMのストレージコストは、コストモデルフォームの
ストレージコストエントリから取得されます。

階層へのデータストアの割り当ては、通常のコストモデルにのみ適用されます。（注）

階層へのデータストアの割り当て

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [ストレージ]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、クラウドアカウントを選択します。

ステップ 3 [データストアの容量レポート]タブを選択します。
現在、階層ベースのコストは VMwareクラウドアカウントでのみサポートされています。

ステップ 4 階層を割り当てるデータストアを選択します。

ステップ 5 [階層の割り当て]をクリックして [ストレージ階層]ダイアログボックスを表示します。

ステップ 6 ドロップダウンリストから、階層を選択します。

ステップ 7 [送信]をクリックします。

チャージバックレポート
使用済みおよび未使用の両リソースに対して組織が支払う金額に関する情報は、チャージバック

機能によって提供されます。この機能を使用して、リソースの消費量とコストを最適化できま

す。システムリソースのアカウンティングは月次使用率をベースにすることが可能です。 CPU
やメモリの使用率などのリソースがモニタされて計測されます。

チャージバックレポートはコストモデルのタイプに基づいています。チャージバックの計算と

表示には、表形式のレポート、サマリー、グラフレポート、およびウィジェットから構成される

フォームが使用されます。

レポートには次のタイプがあります。

•表示

◦今月のサマリー：グループ別の今月のサマリーコストレポート（VM、CPU、ストレー
ジのコストなど）です。

◦前月のサマリー：グループ別の前月のサマリーコストレポート（VM、CPU、ストレー
ジのコストなど）です。

◦月次リソースアカウンティングの詳細：月単位のグループごとのリソースアカウンティ
ングの詳細（CPUおよびメモリ使用率の統計）です。

◦ VMレベルのリソースアカウンティングの詳細：VMレベルでのリソースアカウンティ
ングの詳細です。

◦ VMレベルのチャージバックの詳細：チャージバック機能を使用してVM使用率に適用
できる課金です。

•エクスポート
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◦月次リソースアカウンティングの詳細のエクスポート：リソースアカウンティングの
詳細レポートは、表としてエクスポートできます。

◦ VMレベルのリソースアカウンティングの詳細のエクスポート：VMレベルのリソース
アカウンティングの詳細レポートは、表としてエクスポートできます。

◦ VMレベルのチャージバックの詳細のエクスポート：チャージバックレポートは、表と
してエクスポートできます。

今月のサマリーの表示

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [チャージバック]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、表示するグループを選択します。

ステップ 3 [今月のサマリー]タブを選択して、グループに属しているすべての VMに関する今月のチャージ
バックの詳細を表示します。

前月のサマリーの表示

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [チャージバック]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、表示するグループを選択します。

ステップ 3 [前月のサマリー]タブを選択すると、グループに属するすべての VMについて、前月のチャージ
バックの詳細が表示されます。
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月次リソースアカウンティング情報の表示

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [チャージバック]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、表示するグループを選択します。

ステップ 3 [リソースアカウンティング]タブを選択します。

VM レベルのリソースアカウンティングの詳細の表示

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [チャージバック]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、表示するグループを選択します。

ステップ 3 [リソースアカウンティングの詳細]タブを選択して、個々の VMのリソース使用状況の詳細を表
示します。

VM レベルのチャージバックの詳細の表示

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [チャージバック]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、表示するグループを選択します。

ステップ 3 [チャージバック]タブを選択します。
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月次リソースアカウンティングの詳細のエクスポート

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [チャージバック]を選択します。

ステップ 2 [リソースアカウンティング]タブを選択します。

ステップ 3 ツールバーの右側で [レポートのエクスポート]アイコンをクリックすると、[レポートのエクス
ポート]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 ドロップダウンリストから、PDF、CSV、または XLSのいずれかの形式を選択します。

ステップ 5 [レポートの作成]をクリックします。

VM レベルのリソースアカウンティングの詳細のエクスポート

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [チャージバック]を選択します。

ステップ 2 [リソースアカウンティングの詳細]タブを選択します。

ステップ 3 ツールバーの右側で、[レポートのエクスポート]アイコンをクリックします。 [レポートのエクス
ポート]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 ドロップダウンリストから、PDF、CSV、または XLSのいずれかの形式を選択します。

ステップ 5 [レポートの作成]をクリックします。

VM レベルのチャージバックの詳細のエクスポート

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [チャージバック]を選択します。

ステップ 2 [チャージバック]タブを選択します。

ステップ 3 ツールバーの右側で、[レポートのエクスポート]アイコンをクリックします。 [レポートのエクス
ポート]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 ドロップダウンリストから、PDF、CSV、または XLSのいずれかの形式を選択します。

ステップ 5 [レポートの作成]をクリックします。

レコードの変更について
変更管理データベース（CMDB）内の変更レコードを使用すると、システムにおける変更を追跡
および管理することができます。これらのレコードには、通常、VM、サービスリクエスト、グ
ループなどのリソースに対して実行されるイベントのタイプ（追加、削除、変更）が表示されま

す。

変更レコードには、リソースタイプ（VM）に関する情報（リソース名、変更タイプ、変更時刻、
説明など）が表示されます。 VMのサイズが変更された場合は、それらの VMのリソースに関す
る情報のほか、サイズ変更の前後のリソース値に関する情報も提供されます。

VMのサイズが変更された場合、その変更は記録されて [レコードの変更]タブに表示されます。

レコードの変更へのアクセス

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [統合]を選択します。

ステップ 2 [レコードの変更]タブを選択します。

チャージバックの計算
VMの総コストの計算には次の要素が含まれます。
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総コスト =アクティブな VMのコストまたは非アクティブな VMのコスト +一括での支払いのコ
スト + CPUコスト +メモリコスト +ディスクコスト + CPU予約済みコスト +メモリ予約済みコ
スト + CPU使用済みコスト + CPUコアコスト +メモリ使用済みコスト +受信済みネットワーク
の使用済みコスト +送信済みネットワークの使用済みコスト +アプリケーションコスト

VMコストの計算は 1時間単位でのみ実行されます。リソースごとのコストは、コストモデルで
定義された値に基づいて計算されます。各コストの計算は次のとおりです。

コストの説明コスト

アクティブなVMのコストについてコストモデ
ルで定義された値。

アクティブな VMのコスト

非アクティブなVMのコストについてコストモ
デルで定義された値。

非アクティブな VMのコスト

一括での支払いのコストについてコストモデル

で定義された値。

一括での支払いのコスト

CPU使用率（プロビジョニング済み）Xプロビ
ジョニング済み CPUコストについてコストモ
デルで定義されたコスト。 CPUのチャージユ
ニットは GHzです。

CPUコスト

メモリ使用率（プロビジョニング済み）Xプロ
ビジョニング済みメモリコストについてコスト

モデルで定義されたコスト。メモリのチャージ

ユニットは GBです。

メモリコスト

コミット済みストレージ Xコストモデルで定
義されたコミット済みストレージコスト+未コ
ミットストレージ Xコストモデルで定義され
た未コミットストレージコスト。ストレージ

のチャージユニットは GBです。

ディスクコスト

予約済み CPU X予約済み CPUコストについて
コストモデルで定義されたコスト。

CPU予約済みコスト

予約済みメモリ X予約済みメモリコストにつ
いてコストモデルで定義されたコスト。

メモリ予約済みコスト

使用済み CPU X使用済み CPUコストについて
コストモデルで定義されたコスト。

CPU使用済みコスト

使用済み CPUコアX CPUコアコストについて
コストモデルで定義されたコスト。 CPUの
チャージユニットはコア単位です。

CPUコアコスト
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コストの説明コスト

使用済みメモリ X使用済みメモリコストにつ
いてコストモデルで定義されたコスト。

メモリ使用済みコスト

受信済みネットワークの使用率 KB/（1024.0 X
1024.0）X受信済みネットワークデータコスト
についてコストモデルで定義されたコスト。

ネットワークのチャージユニットはGBです。

受信済みネットワークの使用済みコスト

転送済みネットワークの使用率 KB/（1024.0 X
1024.0）X転送済みネットワークデータコスト
についてコストモデルで定義されたコスト。

転送済みネットワークの使用済みコスト

アクティブな VM時間 Xアクティブな VMア
プリケーションコストについてカタログで定義

されたコスト +非アクティブな VM時間 X非
アクティブなVMアプリケーションコストにつ
いてカタログで定義されたコスト。

アプリケーションコスト
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第 14 章

システムモニタリングとレポート

この章は、次の内容で構成されています。

• ダッシュボード, 215 ページ

• 要約, 216 ページ

• インベントリ管理, 217 ページ

• リソースプール, 218 ページ

• クラスタ, 218 ページ

• イメージ, 219 ページ

• ホストノード, 219 ページ

• 仮想マシン（VM）, 220 ページ

• トポロジ, 221 ページ

• アセスメント, 221 ページ

• レポート, 222 ページ

ダッシュボード
ダッシュボードは、ログインしたときに最初に表示されるウィンドウです。アプリケーション内

のすべてのレポートウィジェットをダッシュボードに追加できます。重要なお気に入りのレポー

トウィジェットを追加するために、ダッシュボードを（最上位メニューで）有効にできます。

ダッシュボードの有効化

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 ウィンドウの右上で、adminをクリックします。

ステップ 2 [ダッシュボード]タブを選択します。

ステップ 3 [ダッシュボードの有効化]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [適用]をクリックします。

レポートのウィジェットの追加

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、クラウド名を選択します。

ステップ 3 表示するレポートのタイプに対応するタブを選択します。

ステップ 4 レポートの右上にある下矢印をクリックします。

ステップ 5 [ダッシュボードに追加]を選択します。

ウィジェットデータの更新

レポートウィジェットのデータの更新は、自動または手動に設定できます。自動更新では、自動

更新間隔を 5～ 60分の範囲でカスタマイズできます。

更新間隔を設定する場合は、ダッシュボードの [自動更新]ボタンをオンに設定してください。

要約
[要約]ウィンドウでは、システムインベントリを管理できます。表形式、グラフ形式、マップ形
式などの多様なレポートにアクセスでき、インベントリのライフサイクルアクションの管理にも

役立ちます。

各レポートはそれぞれ 1個のウィジェットとして表示されます。カスタマイズして非表示にする
こともできます。
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仮想マシン、クラウドおよびシステムのサマリー情報の表示

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 [要約]タブを選択します。

サマリーレポートウィジェットのカスタマイズ

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 [要約]タブを選択します。

ステップ 3 [カスタマイズ]アイコンをクリックして、使用可能なレポートウィジェットを表示します。

ステップ 4 ウィジェットをクリックして、ダッシュボードにドラッグします。

ステップ 5 レポートをダブルクリックしてビューを展開するか、レポートの右上をクリックして[ビューの展
開]を選択します。

ステップ 6 スライドバーを使用して、[ダッシュボード]に表示されたレポートのサイズを調整します。

インベントリ管理
ダッシュボードを使用して、システムインベントリをモニタできます。物理インフラストラク

チャへのすべての変更は、ダッシュボードに反映されます。ダッシュボードには、管理作業のた

めの、全体的なシステムレベルのインフラストラクチャ情報が表示されます。
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システムインベントリの詳細へのアクセス

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、クラウド名を選択します。

ステップ 3 任意のタブを選択して詳細情報を表示します。

リソースプール
[リソースプール]タブに、ホストノードレベルのリソースの詳細が表示されます。これには、
CPUの設定済み予約、CPUの制限、使用済み CPU、使用済みメモリなどの詳細が含まれます。

リソースの詳細へのアクセス

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、クラウド名を選択するか、[すべてのクラウド]を選択します。

ステップ 3 [リソースプール]タブを選択します。

クラスタ
[クラスタ]タブには、ポッド上のすべてのクラスタとその詳細（利用可能な場合）が表示されま
す。
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クラスタへのアクセス

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 [クラスタ]タブを選択します。

イメージ
[イメージ]タブには、すべての利用可能なイメージの IDと詳細情報が表示されます。これらの
イメージには、プロビジョニング済みのゲスト OS、CPU、メモリ、ストレージなどが含まれま
す。新しい仮想マシン（VM）のプロビジョニングに、これらのイメージ IDを使用できます。

イメージへのアクセス

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 [イメージ]タブを選択します。

ホストノード
[ホストノード]タブには、インフラストラクチャ内で利用可能なすべての物理ホストノードが表
示されます。インストールされたESXまたはESXiのバージョン、アクティブなVM、電源ステー
タスなどの詳細情報を表示できます。
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ホストノードへのアクセス

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 [ホストノード]タブを選択します。

ステップ 3 ツールバーの [レポート]ドロップダウンリストから、レポートタイプを選択します。

仮想マシン（VM）
[VM]タブには、選択したクラウドのすべての VMと、VM固有の詳細が表示されます。

VM へのアクセス

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 [VM]タブを選択します。

グループレベルの VM へのアクセス

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで [組織] > [仮想リソース]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、グループを選択し、[VM]タブを選択します。

トポロジ
[トポロジ]タブには VMwareクラウドトポロジが表示されます。ビューモードには、階層、同
心、円形、強制の実行という 4つのタイプがあります。選択したビューモードに応じて、項目の
間隔、距離、半径、厳密性、強制距離を調整できます。

トポロジタイプへのアクセス

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、クラウド名を選択します。

ステップ 3 [トポロジ]タブを選択します。

ステップ 4 トポロジタイプとして [Hostnode-Datastoreトポロジ]または [Hostnode-VMトポロジ]のいずれか
を選択します。

ステップ 5 ツールバーの [接続の表示]ボタンをクリックします。トポロジが新しいウィンドウに表示されま
す。

すべてのトポロジタイプが表示されるわけではありませ

ん。

（注）

アセスメント
[アセスメント]タブには、クラウドの対応力、仮想化のベストプラクティス、パフォーマンスの
最適化、容量、電力の最適化などのアセスメントレポートが表示されます。
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アセスメントへのアクセス

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、クラウド名を選択します。

ステップ 3 [アセスメント]タブを選択します。

ステップ 4 [レポート]ドロップダウンリストから、レポートタイプを選択します。

レポート
CiscoUCSDirectorでは、多様なレポートを表示して仮想インフラストラクチャとシステムリソー
スをモニタすることができます。これらのレポートは、システムの詳細を理解するために役立

ち、システムの稼働状況を知る手がかりとなります。

レポートには次のタイプがあります。

•システム情報の表形式レポート：概要、ホストノード、新しいVM、削除済みのVMなどが
表示されます。

•棒グラフ、円グラフによる比較レポート：アクティブなVMと非アクティブなVMの比較、
プロビジョニング済み CPUと容量の比較などが表示されます。

•システムリソースに関する傾向グラフ：CPUの傾向、メモリの傾向、VMの追加と削除など
が表示されます。

•その他のレポート：グループ、VDC、ホストノード、およびVMレベルにおける上位 5つの
レポートなどがあります。上位 5つのレポートでは、VM数が最大のグループ、CPU使用率
が最大のグループ、VM数が最大のVDC、CPU使用率が最大のホストノードが示されます。

•マップレポート：ヒートマップまたは色分けされたマップの形式で、システムリソースの
情報が表示されます。

レポートへのアクセス

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、クラウド名を選択します。

ステップ 3 レポートのタイプに対応するタブを選択します（[マップ]、[上位 5つ]、または [その他のレポー
ト]）。
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第 15 章

ライフサイクルの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• VMの電源設定の管理, 225 ページ

• VMのサイズ変更, 226 ページ

• VMのスナップショットの管理, 227 ページ

• 仮想マシンのリース時間の設定, 231 ページ

• VMアクションの管理, 231 ページ

VM の電源設定の管理
はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 仮想マシン（VM）アクションを起動するには、[VM]タブを選択し、VMを右クリックします（タ
イマーのサイクルが経過するまで待ちます）。

ステップ 4 アクションを選択すると、[VMタスク]ダイアログボックスが開きます。最後の 2つのフィール
ドに入力します。

説明名前

アクションの対象となる VMの名前。[VM名]表示のみのフィールド

VMの電源をオフにするタスク。[電源オフ]表示のみのフィールド
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説明名前

VMの電源をオンにするタスク。[電源オン]表示のみのフィールド

VMを一時停止状態にするタスク。[一時停止]表示のみのフィールド

VM上のゲスト OSをシャットダウンするタス
ク。

[ゲストのシャットダウン]表示のみのフィール
ド

VMをスタンバイ状態にするタスク。[スタンバイ]表示のみのフィールド

VMのハードリセットを実行するタスク。[リセット]表示のみのフィールド

VMのソフト再起動を実行するタスク。[再起動]表示のみのフィールド

コメント。[コメント]フィールド

今すぐ、または特定の日時にVMの電源をオン
にするタスク。

[アクションのスケジュール設定]ラジオボタン

ステップ 5 [続行]をクリックします。

VM のサイズ変更
はじめる前に

プロビジョニング済み VMを作成します。管理者はグループの vDCで [エンドユーザセルフサー
ビスオプション]を有効にして、許可を与える必要もあります。

手順

ステップ 1 [仮想リソース]をクリックして、[VM]を選択します。

ステップ 2 VMを右クリックして [VMのサイズ変更]を選択します。

ステップ 3 [VMのサイズ変更]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

選択した VMの名前。[VM名]フィールド

VMによって使用中の割り当て済み CPUの数。[現在の割り当てCPU]フィー
ルド
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説明名前

VMに割り当てられているメモリ容量。[現在の割り当てメモリ(GB)]
フィールド

ドロップダウンリストから必要な CPUを選択します。[新しいCPU数]ドロップダウ
ンリスト

ドロップダウンリストから必要なメモリ容量を選択します。[新しいメモリ]ドロップダウ
ンリスト

ステップ 4 [サイズ変更]をクリックします。

VM のスナップショットの管理
ここでは、次のタスクについて説明します。

•スナップショットの作成：VMのすべてのリソースについて、現在の状態のスナップショッ
トを作成できます。スナップショットを作成すると、VMがクラッシュした場合に、その時
点の状態を復元できます。

•スナップショットの復帰：VMがクラッシュまたは誤作動した場合（OSが破損した場合な
ど）、VMを最新のスナップショットに復元し、VMを稼働状態に戻すことができます。 1
つのVMに対して複数のスナップショットが存在する場合は、特定のスナップショットに復
元することができます。

•ゴールデンスナップショットのマーキング：VMの特定のスナップショットをゴールデンス
ナップショットとしてマークできます。この機能により、誤ってスナップショットが削除さ

れることが防止されます。

•スナップショットの削除：必要に応じてスナップショットを削除できます。ゴールデンス
ナップショットを削除する場合は、削除する前にマーキングを解除する必要があります。

•すべてのスナップショットの削除：VMのすべてのスナップショットを削除できます。ただ
し、ゴールデンスナップショットがある場合、すべてのスナップショットを削除することは

できません。最初にゴールデンスナップショットのマーキングを解除してから、すべての

スナップショットを削除する必要があります。

VM のスナップショットの作成

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側の下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[スナップショットの作成]を選択します。

ステップ 6 [仮想マシンのスナップショットの作成]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

スナップショット名。[スナップショット名]フィールド

スナップショットの説明。[スナップショットの説明]フィールド

VMメモリを含めるには、チェックボックスを
オンにします。

[スナップショットメモリ]チェックボックス

スナップショットを休止モードで取得するに

は、チェックボックスをオンにします。

ファイルシステムを休止すると、物

理コンピュータまたは仮想コンピュー

タのオンディスクデータがバックアッ

プに適した状態になります。このプ

ロセスには、オペレーティングシス

テムのインメモリキャッシュからの

バッファをディスクにフラッシュした

り、その他の高度なアプリケーション

固有タスクを実行したりするなどの操

作が含まれる場合があります。この

オプションを使用するには、VMに
VMwareツールをインストールする必
要があります。

（注）

[ゲストのファイルシステムを休止]チェック
ボックス

ステップ 7 [続行]をクリックします。
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スナップショットへの復帰

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側の下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから [スナップショットの復帰]を選択します。

ステップ 6 [スナップショットタスクの復帰]ダイアログボックスで、スナップショット名の横にあるチェッ
クボックスをオンにして、リストからスナップショットを選択します。

ステップ 7 [続行]をクリックします。

ゴールデンスナップショットのマーキング

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側の下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから [ゴールデンスナップショットのマーキング]を選択します。

ステップ 6 [ゴールデンスナップショットタスクのマーキング]ダイアログボックスで、スナップショット名
の横にあるチェックボックスをオンにして、リストからスナップショットを選択します。

ステップ 7 [ゴールデンスナップショットとしてマーキング]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [続行]をクリックします。
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スナップショットの削除

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側の下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから [スナップショットの削除]を選択します。

ステップ 6 [スナップショットタスクの削除]ダイアログボックスで、スナップショット名の横にあるチェッ
クボックスをオンにして、リストからスナップショットを選択します。

ステップ 7 [子の削除]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [続行]をクリックします。

すべてのスナップショットの削除

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側の下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[すべてのスナップショットの削除]を選択します。

ステップ 6 [VMスナップショットタスク]ダイアログボックスに、任意でコメントを入力します。

ステップ 7 [続行]をクリックします。
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仮想マシンのリース時間の設定
選択した仮想マシン（VM）のリースの失効時間をユーザが設定できます。リース時間が過ぎる
と、VMがシャットダウンされます（電源がオフになります）。リース時間の終了に制限はなく、
カレンダーで任意に選択できます。

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択します。

ステップ 5 ツールバーで、[リース時間の設定]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [リース時間の設定]ダイアログボックスで、[リース時間の設定]チェックボックスをオンにしま
す。次のフィールドに入力します。

説明名前

VMの名前。

このフィールドは編集できません。

[VM名]フィールド

VMのリース日時。日付のカレンダー、時刻
（時間と分）のドロップダウンリスト、および

AMまたは PMのオプションボタンがありま
す。

[リース日時]カレンダー、ドロップダウンリス
ト、オプションボタン

ステップ 7 [送信]をクリックします。

VM アクションの管理
その他の VMアクションのメニューについては、VMを右クリックすると短いメニューが表示さ
れます。完全なメニューは、VMを強調表示してからツールバーの右側にある下矢印をクリック
すると利用できます。

その他の VMアクションは次のとおりです。
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• VMの詳細の表示：個々の VMにアクセスして、サマリーレポート、vNIC、ディスク、ス
ナップショットなどの詳細情報を表示できます。

•スタックビュー：特定の VMに関する大量の情報（OS、ハイパーバイザ、インフラストラ
クチャの情報など）を表示できます。

• VMの削除：リストからVMを削除できます。電源がオフになっているVMのみを削除でき
ます。

• VMディスクの作成：カスタムサイズの増設ディスクを VMに追加できます。

• VMディスクの削除：ディスクを削除できます。

• vNICの追加：1つの VMに複数の vNICを追加できます。 VM内の vNICを追加または交換
することも可能です。 vNICに対して実行できる操作は、VMに関連付けられているVDCに
マッピングされたネットワークポリシーによって異なります。

• VMクライアントの起動：VMに対して、Webアクセス、リモートデスクトップ、VNCコン
ソールのいずれを優先するかを設定できます。

• VMの割り当て：VMをグループまたはVDCに割り当てて、そのVMのカテゴリを変更でき
ます。プロビジョニング時刻、終了時刻、VMのラベルを設定することが可能です。

• VMクレデンシャルにアクセス：Webアクセスまたはリモートデスクトップアクセス用と
して設定されている場合は、VMのログインクレデンシャルにアクセスできます。ただし、
VMプロビジョニングの起点となるカタログで、管理者から必要な権限が付与された場合に
限られます。

• VMのインベントリ収集リクエスト：VMを選択して、その VMのオンデマンド方式による
インベントリ収集をリクエストすることができます。

• VNCのテスト：トラブルシューティングの目的で、VNCの接続をテストできます。

•クローン：既存のVMのクローン、つまりコピーを作成して、同一または同様の品質の新し
い VMを作成できます。

• VMの VDCへの移動：VDCシステムポリシーのルールが VMで適用されるように、VMを
VDCに移動できます。

• VM再同期：VMの時間が Cisco UCS Directorと定期的に再同期される間隔を分単位で設定で
きます。

VM の詳細の表示

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 リストから VMを選択します。

ステップ 5 ツールバーの [詳細の表示]ボタンをクリックします。

スタックビューの使用方法

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 ツールバーの [スタックビュー]ボタンをクリックします。

VM の削除

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側の下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[VMの削除]を選択します。
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ステップ 6 [VMタスク]ダイアログボックスに任意でコメントを入力し、アクションを現在または後で実行す
るようにスケジュールします。

[あとで実行]を選択した場合は、時刻を指定する必要がありま
す。

（注）

ステップ 7 [続行]をクリックします。

VM ディスクの作成

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側の下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[VMディスクの作成]を選択します。

ステップ 6 [VMディスクの作成]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

VMの名前。

この名前は編集できません。

[VM名]フィールド

VMのディスクサイズ（GB単位）。[新しいディスクサイズ(GB)]フィールド

ディスクラベルを選択します。[ディスクタイプの選択]ドロップダウンリス
ト

データストアを選択します。

データストアの選択肢は、VM（VM
の VDC）に関連付けられているスト
レージポリシーによって異なりま

す。

（注）

[データストアの選択]ドロップダウンリスト
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説明名前

VMにシンプロビジョニングされたディスクを
追加するには、チェックボックスをオンにしま

す。

シンプロビジョニングを使用する

と、物理ストレージ容量を動的に割

り当てて、VMストレージ使用率を高
めることができます。

（注）

[Thinプロビジョニング]チェックボックス

ステップ 7 [作成]をクリックします。

VM ディスクの削除

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側の下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[VMディスクの削除]を選択します。

ステップ 6 [VMディスクの削除]ダイアログボックスで、ドロップダウンリストからディスク名を選択しま
す。

ステップ 7 [削除]をクリックします。

vNIC の追加

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側の下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから [vNICの追加]を選択します。

ステップ 6 [VM vNICの追加]ウィンドウで、[操作]ドロップダウンリストから [追加]を選択します。
ネットワークポリシーで設定されている追加 vNIC制限を超過する場合、この操作は許可されま
せん。

ステップ 7 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 8 [VMネットワークへのエントリの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

リストから NICエイリアスを選択します。[NICエイリアス]ドロップダウンリスト

リストからポートグループを選択します。[ポートグループタイプ]ドロップダウンリスト

リストからポートグループ名を選択します。[ポートグループ名]ドロップダウンリスト

アダプタのタイプを選択します。

NICエイリアスのネットワークポリシーで [テ
ンプレートからのアダプタタイプのコピー]を
選択していない場合にのみ使用できます。

[アダプタのタイプ]表示のみのドロップダウン
リスト

オンにすると、IPはDHCPを使用して割り当て
られます。

このフィールドは編集できません。

[DHCP]チェックボックス

静的 IPアドレスプール。[静的IPプール]フィールド

ネットワークマスク。[ネットワークマスク]フィールド

ゲートウェイ IPアドレス。[ゲートウェイIPアドレス]フィールド

[NICエイリアス]、[ポートグループ名]、[アダプタのタイプ]、[DHCP]、および [静的IP
プール]の選択肢は、VM（VMの VDC）に関連付けられているネットワークポリシー
の設定によって異なります。複数の NICネットワークポリシーの設定の詳細について
は、ポリシーの管理, （109ページ）を参照してください。

このアクションを実行すると、VMの電源がオフになります。アクションが完了する
と、VMの電源がオンになります。

（注）
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ステップ 9 [送信]をクリックします。

vNIC の置き換え

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側の下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから [vNICの追加]を選択します。

ステップ 6 [VM vNICの追加]ウィンドウで、[操作]ドロップダウンリストから [交換]を選択します。
ネットワークポリシーで設定されている追加 vNIC制限を超過する場合には、この操作は許可さ
れません。

ステップ 7 vNICを選択します。

ステップ 8 [vNICの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

NICエイリアスを選択します。ここでは、ネッ
トワークポリシーで設定されている vNICのみ
が表示されます。

[NICエイリアス]ドロップダウンリスト

リストからポートグループ名を選択します。[ポートグループ名]ドロップダウンリスト

アダプタのタイプを選択します。

NICエイリアスの選択において、ネットワーク
ポリシーで [テンプレートからのアダプタのタ
イプのコピー]が選択されていない場合にのみ、
選択可能となります。

[アダプタのタイプ]表示のみのドロップダウン
リスト

DHCPを使用して IPを割り当てるには、チェッ
クボックスをオンにします。

[DHCP]チェックボックス

静的 IPアドレスプール。[静的IPプール]フィールド

ネットワークマスク。[ネットワークマスク]フィールド
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説明名前

ゲートウェイ IPアドレス。[ゲートウェイIPアドレス]フィールド

ステップ 9 [送信]をクリックします。
このアクションを実行すると、VMの電源がオフになります。アクションが完了する
と、VMの電源がオンになります。 [交換]操作では、すべての既存の vNICが VMから
削除され、追加したvNICに置き換えられます。ネットワークポリシーで設定されてい
る追加 vNIC制限を超過する場合には、この操作は許可されません。

[NICエイリアス]、[ポートグループ名]、[アダプタのタイプ]、[DHCP]、および [静的IP
プール]の選択は、VM（VMの VDC）に関連付けられているネットワークポリシーの
設定に応じて異なります。 複数の NICネットワークポリシーの設定の詳細について
は、ポリシーの管理, （109ページ）を参照してください。

（注）

vNIC の削除

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側の下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから [vNICの削除]を選択します。

ステップ 6 [VM vNICの削除]ダイアログボックスで、[選択]ボタンをクリックします。

ステップ 7 [項目の選択]ダイアログボックスで、削除する vNICの横のチェックボックスをオンにします。
[すべて選択]を選択して、すべての vNICを削除できます。

ステップ 8 [選択]をクリックします。

ステップ 9 [削除]をクリックします。
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VM クライアントの起動

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 リストから VMを選択します。

ステップ 5 ツールバーで、[VMクライアントの起動]を選択します。

ステップ 6 [クライアントの起動]ダイアログボックスで、VMクライアントのアクセススキームを選択しま
す。

[リモートデスクトップ]、[Webアクセス]、または [VNCコンソール]を選択できます。

VNCコンソールは、VMにアクセスできる Ajaxベースのコンソールです。いずれかの
スタンドアロンWebブラウザを使用して、コンソールウィンドウを起動できます。こ
のコンソールには専用のブラウザプラグインは不要で、完全な VM制御機能が提供さ
れます。

（注）

ステップ 7 [続行]をクリックします。

VM 上での VNC コンソールの有効化

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側の下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから [VNCの設定]を選択します。

ステップ 6 [送信]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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リクエストが送信されると、Cisco UCS Directorによって VMへの VNCコンソールアクセスが自
動的に設定されます。

VM の VNC コンソールウィンドウへのアクセス

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 リストから VMを選択します。

ステップ 5 ツールバーで、[VMクライアントの起動]を選択します。

ステップ 6 [クライアントの起動]ダイアログボックスで、アクセススキーマとして [VNCコンソール]を選択
します。

ステップ 7 [続行]をクリックします。
VMのVNCコンソールにアクセスするには、ハイパーバイザでESX/ESXiサーバのVNC
ポート（5900～ 5964）が開いている必要があります。

（注）

Cisco UCS Directorでは、VMのVNCコンソールを自動的に設定できます。設定するに
は、ハイパーバイザで必要なポートを開いてください。

（注）

VNCコンソールのアクセス設定では、ESX 4.Xおよび ESXi 5.0バージョンを搭載した
ハイパーバイザがサポートされています。

（注）

VM の割り当て

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 リストから VMを選択します。

ステップ 5 ツールバーで、[VMの割り当て]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [VMの割り当て]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

VMの名前。[VM名]表示のみのフィールド

ユーザグループを選択します。[ユーザグループ]ドロップダウンリスト

VDCを選択します。[VDC]ドロップダウンリスト

VMのカテゴリを選択します。[カテゴリ]ドロップダウンリスト

VMラベル（必要な場合）。[VMユーザラベル]フィールド

VMに対して特定のプロビジョニング時間を設
定するには、チェックボックスをオンにしま

す。

[プロビジョニング時間の設定]チェックボック
ス

VMのプロビジョニング日時。日付のカレン
ダー、時刻（時間と分）のドロップダウンリス

ト、およびAMまたはPMのオプションボタン
があります。

このオプションは、[プロビジョニング時間の設
定]をオンにした場合に表示されます。

[プロビジョニング日時]カレンダー、ドロップ
ダウンリスト、オプションボタン

VMに対して特定の終了時間を設定するには、
チェックボックスをオンにします。

[終了時間の設定]チェックボックス

VMの終了日時。日付のカレンダー、時刻（時
間と分）のドロップダウンリスト、およびAM
または PMのオプションボタンがあります。

このオプションは、[終了時間の設定]をオンに
した場合に表示されます。

[終了日時]カレンダー、ドロップダウンリス
ト、オプションボタン

コメント（必要な場合）。[コメント]フィールド
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ステップ 7 [割り当て]をクリックします。

VM クレデンシャル
VMのWebアクセスまたはリモートアクセス用のログインクレデンシャルを表示できるのは、
VMプロビジョニングの起点となるカタログで、管理者から必要な権限が付与された場合に限ら
れます。

VM クレデンシャルの表示

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 リストから VMを選択します。

ステップ 5 ツールバーの [VMクレデンシャルにアクセス]ボタンをクリックします。

VM のインベントリ収集リクエストの使用方法

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側の下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[インベントリ収集]を選択します。

ステップ 6 [送信]をクリックします。
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VNC 接続のテスト
VNC接続のテストは、トラブルシューティングのために使用されます。 VNC接続のテストが成
功した場合は、ホストノードの IPアドレスと VNCポート番号が表示されます。例：VNC
connectivity intact at 172.29.110.75:5921。

ただし、接続が失敗した場合は、障害メッセージが表示されます。例：VM is not configured
for VNC yet。

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側の下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから [VNCのテスト]を選択します。

ステップ 6 [VNC接続のテスト]ダイアログボックスで、[送信]をクリックします。

ステップ 7 結果を使用して VNC接続のトラブルシューティングを行います。
接続が失敗した場合は、VMの IPアドレスに VNCポートが割り当てられていません。
詳細については、VM上でのVNCコンソールの有効化, （239ページ）を参照してくだ
さい。

（注）

VM のクローニング
VMのクローニングとは、既存の VMをコピーして品質の似た VMを新規に作成することです。
クローニング元の VMの必要なパラメータを残し、新しい VMに必要な調整を加えることによっ
て、時間を節約できます。クローンに割り当てられる新しい名前は、システムポリシーで定義し

ます。

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側の下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから [クローン]を選択します。

ステップ 6 [VMのクローニング]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

定義済みのグループをクローニングの対象とし

て選択します。デフォルトでは、[デフォルト
グループ]が選択されます。

[グループの選択]ドロップダウンリスト

リンククローンからVMをクローニングするに
は、このチェックボックスをオンにします。

リンククローンとは、仮想ディスク

を親 VMと共有する仮想マシンのコ
ピーです。リンククローンは、親VM
のスナップショットから作成されま

す。リンククローンは親 VMにアク
セスできる必要があります。親 VM
にアクセスできない場合、リンクク

ローンは無効化されます。

（注）

[リンククローンの使用]チェックボックス

リンククローンに関連付けられているスナップ

ショットを選択します。

次のいずれかを選択できます。

•既存のスナップショット

•新規のスナップショット

[スナップショットタイプの選択]ドロップダウ
ンリスト

[選択]をクリックして、既存のスナップショッ
トのリストを表示します。

リストからスナップショットを選択し、[選択]
をクリックします。

このフィールドは、[既存のスナップ
ショット]を選択した場合にのみ表示
されます。

（注）

[既存のスナップショットの選択]フィールド
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説明名前

スナップショットの名前を指定します。

このフィールドは、[新規のスナップ
ショット]を選択した場合にのみ表示
されます。

（注）

[スナップショット名]フィールド

ステップ 7 [次へ]をクリックします。

ステップ 8 [カスタマイズオプション]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

目的の VMカテゴリを選択します。[カテゴリ]ドロップダウンリスト

VMアクセスクレデンシャル（共有）の取得を
ユーザに許可するかどうかを選択します。

管理者が Cisco UCS Director外の別のユーザに
クレデンシャルを非公開で送信することを希望

している場合は、[共有しないでください。]オ
プションを選択します。

[クレデンシャルオプション]ドロップダウンリ
スト

あらかじめ設定した、単一のデータストアのす

べてのVMディスクをプロビジョニングするに
は、このチェックボックスをオンにします。

[単一データストアのすべてのディスクをプロビ
ジョニングします]チェックボックス

ユーザ ID。

このオプションは、[クレデンシャルオプショ
ン]でいずれかの共有オプションを選択した場
合に表示されます。

[ユーザ ID]フィールド

ユーザのパスワード。

このオプションは、[クレデンシャルオプショ
ン]でいずれかの共有オプションを選択した場
合に表示されます。

[パスワード]フィールド

[有効化]チェックボックスをオンにします。[自動ゲストカスタマイズ]チェックボックス

ワークフローを関連付けるには、[有効化]をク
リックします。 [ワークフロー]ドロップダウン
リストが表示され、ワークフローのリストが選

択肢として提示されます。プロビジョニングが

開始されると、選択したワークフローも開始さ

れます。

[プロビジョニング後のカスタムアクション]
チェックボックス
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説明名前

[毎時]または [毎月]を選択します。[VMアプリケーションの請求間隔]ドロップダ
ウンリスト

テンプレートに含まれるアプリケーションのコ

スト。

[アクティブなVMアプリケーションのコスト]
フィールド

このカタログに対する、非アクティブな状態の

VMの毎時または毎月のコスト。
[非アクティブなVMアプリケーションのコスト]
フィールド

ステップ 9 [次へ]をクリックします。

ステップ 10 [導入設定]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

VM用として目的のポリシーが存在する VDC
を選択します。

[VDCの選択]ドロップダウンリスト

必要に応じて、VDCの説明を入力します。[コメント]フィールド

VDCを今すぐプロビジョニングする場合は [現
在]を選択し、後でプロビジョニングする場合
は [あとで]を選択します。

[あとで]を選択した場合は、日時を指定するた
めのフィールドが表示されます。

[プロビジョニング]ドロップダウンリスト

リースの失効時間を設定するには、チェック

ボックスをオンにします。

[リース時間]チェックボックス

リース時間の日数を指定します。

このフィールドは、[リース時間]
チェックボックスがオンになってい

るときにのみ表示されます。

（注）

[日]フィールド

リース時間の時間数を指定します。

このフィールドは、[リース時間]
チェックボックスがオンになってい

るときにのみ表示されます。

（注）

[時間]フィールド

ステップ 11 [次へ]をクリックします。

ステップ 12 [カスタム仕様]ペインで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

プロビジョニングする VMの CPUコアを選択
します。

[CPUコア]ドロップダウンリスト

プロビジョニングするVMのメモリ量を選択し
ます。

[メモリ]ドロップダウンリスト

ステップ 13 [次へ]をクリックします。

ステップ 14 [データストアの選択]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

[VMディスク]鉛筆アイコン（ディスクが使用
可能な場合）をクリックして、適切なディスク

に適切なデータストアを割り当てます。

[VMディスク]鉛筆アイコン

ステップ 15 [VMディスクエントリの編集]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名前

データストアを割り当てる VMディスクの名
前。

[ディスク名]

VMディスクタイプを選択します。例：[シス
テム]

[ディスクタイプ]

該当するVMディスク用として目的のデータス
トアを選択します。データストアの選択肢は、

VDCに関連付けられているデータストレージ
ポリシーから表示されます。

[選択したデータストア]

ステップ 16 [送信]をクリックします。

ステップ 17 [次へ]をクリックします。

ステップ 18 [VMネットワークの選択]パネルで、次のフィールドから選択します。

説明名前

このアイコンをクリックしてVMネットワーク
を編集します。

[VMディスク]鉛筆アイコン

ネットワークポリシーで [エンドユーザにオプションのNICの選択を許可]チェックボッ
クスをオンにしていない場合、[VMネットワークの選択]パネルは空になります。

（注）
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ステップ 19 [選択]ダイアログボックスで、VMに関連付けるクラウドを選択します。

ステップ 20 [送信]をクリックします。

ステップ 21 クローニングした VM情報を [要約]パネルで確認します。

ステップ 22 [送信]をクリックします。
クローニングした VMには、VDCポリシーに基づいて新しい名前が割り当てられます。

VM の VDC への移動
VDCシステムポリシーのルールが VMで適用されるように、VMを VDCに移動します。既存の
VMは VDCに移動した VMで置き換えられます。

古い VMは削除されます。新しい VM名はシステムポリシーに従って付けられます。（注）

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側の下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[VMをVDCに移動]を選択します。

ステップ 6 [VMをVDCに移動]ダイアログボックスで、VDCをクローニングしたときと同じ方法で、移動す
るVMに変更を加えることができます。詳細については、VMのクローニング, （243ページ）を
参照してください。

VM の再同期

はじめる前に

このタスクを実行するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで [仮想] > [コンピューティング]を選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側の下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから [再同期VM]を選択します。

ステップ 6 [再同期VM]ダイアログボックスで、[最大待機時間]ドロップダウンリストから 0～ 30の分数を
選択します。

ステップ 7 [送信]をクリックします。
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第 16 章

CloudSense 分析の管理

この章は、次の内容で構成されています。

• CloudSense分析について, 251 ページ

• レポートの生成, 252 ページ

• アセスメントの生成, 252 ページ

CloudSense 分析について
Cisco UCS Directorの CloudSense分析では、インフラストラクチャリソースの使用率、ITインフ
ラストラクチャスタック全体の重要なパフォーマンス測定指標、および容量がリアルタイムで提

供されます。CloudSenseによって、仮想インフラストラクチャとクラウドインフラストラクチャ
の容量の傾向分析、予測、レポート作成、プランニング機能が大幅に向上します。

CloudSenseでは次のレポートを生成できます。

•顧客向け請求レポート

• EMCストレージインベントリレポート

• NetAppストレージインベントリレポート

•グループあたりの NetAppストレージの節約

• NetAppストレージ節約レポート

•ネットワーク影響アセスメントレポート

•組織の仮想コンピューティングインフラストラクチャの使用状況

• PNSCアカウントサマリーレポート

•グループの物理インフラストラクチャインベントリのレポート

•ストレージの重複排除ステータスのレポート

•グループのストレージインベントリレポート
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•シンプロビジョニングされた容量のレポート

• UCSデータセンターインベントリレポート

•グループ別の VMアクティビティレポート

• VMwareホストパフォーマンスサマリー

•仮想インフラストラクチャとアセットのレポート

レポートの生成

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [CloudSense] > [レポート]を選択します。

ステップ 2 左パネルから、レポートを選択します。

ステップ 3 [レポートの作成]をクリックします。
このステップでは、HTMLまたは PDF形式の新しいインスタントレポートが生成されます。

アセスメントの生成

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで [CloudSense] > [アセスメント]を選択します。

ステップ 2 [仮想インフラストラクチャアセスメントレポート]をクリックします。

ステップ 3 [レポートの作成]をクリックします。
このステップでは、HTMLまたは PDF形式の新しいインスタントレポートが生成されます。
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付録 A
付録

この章の内容は、次のとおりです。

• ESXサーバでの VNCコンソールの設定, 253 ページ

ESX サーバでの VNC コンソールの設定
はじめる前に

VMの VNCコンソールにアクセスするには、ハイパーバイザで ESX/ESXiサーバの VNCポート
（5900～ 5964）を開きます。 Cisco UCS Directorでは、VMのVNCコンソールを自動的に設定で
きます。

現在、VNCコンソールのアクセス設定では、ESX 4.Xおよび ESXi 5.0バージョンを搭載した
ハイパーバイザがサポートされています。

（注）

手順

ステップ 1 ESXi5.xホストにログインします。

ステップ 2 シェルを使用して次のコマンドを実行し、ファイアウォールの設定を無効化します。
# cat /etc/vmware/firewall/vnc.xml

ステップ 3 XML設定をコピーして vnc.xmlファイルに貼り付けます。
<!-- Firewall configuration information for VNC -->

<ConfigRoot>
<service>
<id>VNC</id>
<rule id='0000'>
<direction>inbound</direction>
<protocol>tcp</protocol>
<porttype>dst</porttype>
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<port>
<begin>5901</begin>
<end>6000</end>
</port>
</rule>
<rule id='0001'>
<direction>outbound</direction>
<protocol>tcp</protocol>
<porttype>dst</porttype>
<port>
<begin>0</begin>
<end>65535</end>
</port>
</rule>
<enabled>true</enabled>
<required>false</required>

</service>
</ConfigRoot>

ステップ 4 ファイアウォールルールを更新し、新しい設定が正確にロードされたことを確認します。
~ # esxcli network firewall refresh
~ # esxcli network firewall ruleset list | grep VNC
VNC true #****************************************
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